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第 一節 緒 言

肺結核 二封 スル人工氣胸 ノ治療的数 果二就 イテ

ハ、今ヤ何人 モ之 レテ否定スル能 ハズ ト云ヘ ド

之 レガ慮用 二際 シ、往 々ニシテ不快危瞼ナル偶

登症 テ招來 シ、時 二致命的惨事ラ見ルハ甚グ遺

憾 トスル庭 ナリ。抑 モ當該偶登症二就 イテー般

署家 ノ注意 ヲ喚起 スルニ至 リシノ・極 ク最近 ノ事

ナルモ、其 ノ歴吏ノ、古 ク既二十九世紀 ノ後牛以

來佛蘭西學派殊 二Forlanini二 依 リテ之 レガ症

例 テ墨 ゲ ラ レ、而 モForlaniniノ ・之 レテ刺針 ノ

肋膜穿刺 ニ ヨル肋膜 「シ。.ク」ナ リトシ、此 レテ

肋膜反射或 ハ肋膜 魔滴 ト稻…セリ。

然 ル ニ其 ノ後 之 二反 シテ掲 逸學派殊 二Brauer

等 ハ 自己 ノ實験 的或 ハ臨躰的観察 ヨリForlanini

ノ反射読 モ亦、必 ズ シモ否定 スベ キニハ非 ラザ

ルモ、 彼 ノ1禺登症 ナル モ ノ・多 クハ事實 二於 テ

室氣 栓塞 二由來 スルモノニ シテ、斯 ノ肋膜反射 二
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於 テノ、、室氣栓塞 二於 ケルガ如 キ重篤 ナル紳脛

症歌 テ決 シテ呈 スルモノニ非 ズ ト主張 シWever

モ亦 屍艦解剖 二際 シテ、室氣 ノ侵 入部位 テ畿 見

且ツ磯 血管 二於 テ氣 泡 テ謹 明 シタル事實 ヨリ、

所謂 偶登症 二際 シテノ、、 室氣栓塞殊 二磯 血管 二

於 ケル室氣栓 塞 ノ存在 ラモ亦肯 定 セザル可 ラズ

ト報 告 セ リ。

斯 ノ如 ク、偶登症 ノ肋膜 反射 ナ リヤ將又 室氣栓

塞 ナ リヤ ノ問題 二關 シテモ古來其 ノ意見一致 セ

ズ今 日尚 ホ其 ノ蹄若 テ得 ザル ト云 ヘ ド所謂 肋膜

反射 トシテ報 告 セ ラレタル該症例 ニ シテ正 二室

氣栓塞 タリシモ ノ比較的多 カルベ シ トハ諸 學者

ノ認・ムル所 ナ リ。

室氣栓塞 ナルi現象 ハ既 二Harder(1684)及 ビ

Verrier(1806)二 依 リテ之 レラ記載 セ ラレ、實 地

署家 二於 テハDupuyten(1920)ノ 報 告テ以 テ其

ノi嘩i矢トナス。

爾 來、外 科醤家 ノ進歩獲達 ハ、反 面室氣 栓塞 ノ

症例 チ増加 シテ殆 ド之 レガ枚塞 二逞 ア ラズ。

胸腔手術 二當 リ、或 ハ人工氣胸 二際 シテ、時 二

招來 スル室氣栓塞 ハ今 ナホ施手術 者 テシテ其 ノ

心謄 ラ寒 カラシメ ・ソ・ア リ。而 モ其 ノ死因 二關

シテハ今省 ホ諸設紛 々、定詮 ヲ知 ラザル今 日此

ノ機 二際 シテ此 ノ室氣栓塞 二關 シテ各種検索 テ

行 ヒ以 テ之 レガ死因 テ考察 シ、 且 ツ豫防及 ビ治

療 ノ蓉考 二資 スル腱 二本實験 テ行 ヘ リ。

第二章 静脈性室氣栓塞 ノ死因二關 スル文献

静脈性塞氣栓塞 ノ歴史 ハ古 ク既 二前記Harder

(1684)・ ・犬 二就 イテ之 レガ症例 テ経験 シ、次 イ

デVeriner(1806)ガ 艶 死 セル馬 ノ放血 二際 シテ

其 ノ静脈 二多量室氣 ノ侵入 セルヲ登見 シBeau-

cheneハ 之 レガ解剖 二於 テ磯血管 二氣泡 ノ存在

セシ事實 ヨリ之 レガ死因 テ始 メテ臆血管 ノ室氣

栓塞 ナ リト結言命セ リ。

其 ノ後室氣栓塞死 二封 シテ磯死 テ塞 グルモ ノニ

Panum(1sG2)Prediere(1829),Uterhaut(1870)

等 ア リ、自PPrediereノ ・彼 レノ手術 二際 シテ牛

身庶痺 テ招來 セル症 例 ヨ リ室氣 ハ肺 テ通過 シテ

逡 二月箇血管 二達 シ、之 レガ栓塞 ヲ惹起 スルモ ノ

ナラン ト椎憶 シPanum又 彼 レ ノ動物 實験 ヨリ

Prediereノ 読 二質 セ リ.

Uterhaut・ ・犬二於 ケル實験的研究 ヨ リ之 レガ

死因 二拶貧 血 デ墾 ゲ此 ノ場合、室氣 テ心臓 二遠

キ静脈 二注 入 スル時、該 動物 ハ甚 グ多量 二堪 へ

得 ルモ、外頸静脈 ノ如 キ心臓 二近 キ青孚脈 ヨ リハ

極 ク小量 ノ注 入ニテ翫 二重篤 ナル症状 ヲ呈 シ時

二艶死 スルモ ノナ リト報 告 セ リ。

夏 二Vachetta(1880)・ ・脳或 ・・脊髄 ノ症歌 ・・之

レ即 チ磯或 ハ脊髄 二於 ケル室氣栓塞 二依 ルモノ

ナ リトシ、Bayer(1906)ハ 結 核性頸部淋 巴腺腫

ノ手術 二際 シテ、左上下肢 ノ全麻癖 テ來 シ、其

ノ後 ノ翻帯交換時 二再 ビ庶痺 テ生 ジテ逡 二死 亡

セルー例 テ報告、而 モ其 ノ剖 見 二際 シテ拶血管

二室氣 テ謹明 セ シヨリ、彼 レハ之 レガ死 亡 テ購

血管栓塞 ト想像 セ リ。

Beneck(1912)・ ・肺膿腫 ノ手術 二於 テ惹起 セル死

ノ原 因 二關 シテ氏 ノ解 剖學 的虎 見 ヨリ斯 ノ如 キ

突瑳 的死ハ静脈 へ侵入 セル室氣 ノ大部分 ガ肺 静

脈 ヲ通過 シ進 ンデ左 心臓 二至 リ逡 二脳動脈 テ栓

塞、死 二至 リシモ ノナ ラン ト推断 セ リ。

叉Weissenrieder(1vlO)ノ ・人工流産後5日 一 シ

テ死 亡 セルー例 ラ報 告 シ、剖 見 二際 シテLiga-

mentanotundaノ 静脈及 ビ磯動 静脈 二多量 ノ

室氣 ヲ登見 セ リ ト。 之 レ即 チ室氣 ノ侵入後長時

間循 環 セル氣 泡 ガ突然的 二磯 血管 ヲ栓塞停」ヒシ

拶 特 二medulaoblongataノ 血 流 中止 ノ爲 メニ

死 ヲ招來 セ シモ/ナ リ トシ所謂脳死 二質 セ リ。

術 ホNVever(191-1)モ 亦 静脈栓塞 ニ ヨリ惹起 セ

ル多 クノ現象 ハ主 トシテ磯 血管 二於 ケル室氣栓

塞 ニ ヨルモ ノナ リF-1、 最 近Kleisinger(1926)

ハ氏 ノ動物實瞼 ヨリ シテ、早晩 來タル循環障碍

ノ爲 メニ血 中酸素訣乏症 ラ惹起 シ、最 モ過敏 ナ

ル中福紳経麻癖 号來 タスガ故 二之 レモ亦拶死 ナ

リト断定 セ リ。

斯 ク ノ如 ク静脈性空氣栓塞 ノ購 血管栓塞死 テ信
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ズ ルモ ノ多 キモ、亦一部學者 ニ シテ心冠歌 血管

栓 塞 テ提唱 セルモ ノア リ。帥 チJungu,Anger

ノ・犬 二於 ケル實験 ヨリ其 ノ動脈性、静脈性 ノ敦

レテ問 ハズ心冠欺 動脈栓塞 ノ結果 、心臓振頭 テ

惹起 シ,迩 二死 二至 ルモ ノナ リト艀 シFehIing

(1920)Gunderman(1921)モ 亦 心冠状動脈 ノ閉

鎖 テ以 テ之 レガ死因 ナ リトシ共 二心冠状血管 テ

重 要視 セ リ。

然 ルニ他方Nysten(1811)ノ ・犬 ノ頸静脈 二比較

的多量 ノ室氣 ラ注 入 シテ所謂實験 的静脈性室氣

栓塞 テ惹起艶死 セ シメ之 レガ解 剖學 的所 見 ヨリ

死 因 テ心臓死 ナ リ トセ リ.

其 ノ後前記Dupuytrenノ ・始 メテ人 間 ノ頸

部手術 二際 シテ突登 セルー症例 テ報 告、 之 レガ

死因 テ心臓死 ナラン ト提 唱 シ、

Denot(1837)又 室 氣 ノ静脈 二侵入 スルヤー種特

有 ノ雑 音 ラ心部 二i聴取 シ遂 二痙攣 ノ後突 如或 ハ

激 時間 ノ後艶死 スルモ ノナ リ ト記 載 シ、之 レガ

死因 テ彼 レハ室氣 ニヨル右 心 ノ膨 隆及 ビ右心 二

於 ケル房室間辮 ノ機能不 全、蚊 ピー之 レヨリ來

ル心 内灌流障碍 テ=塞ゲ タ リ。

更 二Mercier(1821)ハ 室氣 ノ牧縮 性ハ之 レガ心

内蓄積 テ來 シ途 二血液循環 障碍 テ來 スモ ノナ リ

トシ、Cohnheim(1875)ハ 空 氣侵 入 ニ ヨル右心

旗張 ノ結果、心 ノ牧縮不 全 テ招 來 スル モ ノナ リ

ト唱 へ共 二心臓死 二質 セ リ。

尚 ホCouty(1876)ノ ・或 ・・實験 的 二或 ・・臨躰 的観

察 ヨ リ右 心二流入 セル空氣 ハ 自己 ノ座縮性 ニヨ

リ漸次之 レテ膨隆 セシメ、途 二其 ノ機能不全 テ

惹起 シ從 ツテ血液循環 ノ障碍 テ招來 スルモ ノナ

リト主張 シ、Tillmann(188]),Dunin(1882)等

モ亦共 二之 レガ假説 二質 セ リ。

最近Jehnu.Naegel1(1918)・ ・多数 ノ實験的検

索 ヨ リ、Lichtenstein(1920)ハMetreurynter

描 入 中二於 ケル症例 ヨ リ、又Fink(1921)ハ 妊

娠 子宮 ヨリ惹起 セル室氣栓塞 ヨ リ何 レモ右心鑛

張膨 隆 ニ ヨル大循環障碍、帥 チ心臓死 ナ リト揚

言 セ リ。

斯 ノ如 ク古 來心臓 死 テ提唱 スルモ ノ甚 ダ多 キモ

更 二静脈 二侵入 セル室氣 ガ心臓 テ通過 シテ肺血

管 テ栓塞 シテ之 レガ循環 障碍 テ惹起 シ逡 二致命

的症男犬テ招來 スルモ ノナ リ トノ設 テ懐 クモ ノ叉

多 シ。

即 チCormack(1850)ハ 馬 及 ピ家 兎 ノ實験 二於

テ頸静脈 ヘ ノ注 入ニ ヨ リテ生 ジタル重篤ナル症

状 ハ之 レ肺 二於 ケル血液循環 障碍 ニ ヨリテ來 ル

モ ノナ リ ト信 ジ、Passet(1886)又 犬及 ビ家 兎 ノ

頸 静脈 二室氣 テ注 入 スル時、小量 三テ・・殆 ン ド

障碍 テ表 ・・サザ レドモ、多量 ノ注 入 二際 シテハ

肺血管 ノ検塞 ニテ逡 二艶死 スルモ ノナ リ ト報告

セ リ。

Hauer(1890)ハ 多量 ノ室氣 ノ静脈 内注入ハ大循

環 系 ノ血座 テ下降 セシメ、小循環系血座 ノ上昇

テ來 スハ、之 レ」叉肺毛細管 ノ栓塞 テ設 明 スルモ

ノニ シテ、 コノ際肺毛細管 ハ氣泡 ノ前進 二封 シ

テ完全 ナル播壁 テ作 ルモ ノナ リ ト記載 セ リ。

又臨林 二於 テ・・Piedagnelu.Leroy及 ビ

Marchandモ 亦 肺毛細管栓塞 ニヨル窒息死 二質

シ.殊 二Marchandハ 室 氣栓塞 ニヨツテ死 亡

セル初生見 ノ心 耳二死 亡後尚 ホ撒時 間二亙 ル搏

動 テ観察 シ、之 レガ死因 ノ心臓昭死 二非 ラザルラ

確認 セ リ。

Sternberg(1899)・ ・頸 部癌腫及 ビII嚇 腺腫 ノ手

術 ニ ヨル室氣栓塞死 二關 シテ、之 レ障害静脈 ヨ

リ侵 入 シタル室氣 ガ心臓 ラ経 テ肺毛細管 二至 リ

之 レガ栓塞 ニ ヨ リテ呼吸障碍 テ惹起 シ、第二次

的 二心動 ノ停止 テ來 シタルモ ノナ リト報告 セ

リ。

更 二Wolf(1902)及 ビIlyin・ ・又彼 レノ實験的

観察 ヨリ之 レニ質 シ、殊 二11yinノ 、實1瞼二於 テ

ハ呼吸停止後 ト云 ヘ ド尚 ホ良 ク心 ノ牧縮蓮動 テ

認 メ且 ツ室氣 ガ心臓 ノ ミニ アリテ肺動脈 二皆無

ナ リシモ ノ無 カ リシ解剖所 見 ヨ リ之 レガ死因 ラ

心臓死 二非 ラズ シテ肺動脈栓塞死 ナ リト結論 セ

リ。

1尚ホV.Recklinghausen(1923)ニ ヨ レバ室氣 ハ

座縮可能 ナルガ故 二肺動脈 内二於 テハ座縮 セラ

ル ・モ、 血管 内 ヨ リハ脱出 スルテ得 ズ逡 二肺庶
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癖 ラ惹起 シテ艶死 スルモ ノナ リ トシHaselhorst

(1924)又 彼 レノ廣汎 ナル實験結果 ヨ リ肺動脈栓

塞 ニ ヨル循 環障碍 ラ第 一次 的死因 トシ、心機能

不全及 ビ中櫃神経 系統 ノ貧血 テ第二次 的死 因 ト

推断 セ リ。

我 ガ國 二於 テモ亦最近 、大 島氏 ハ家 兎ニ ヨル實

験 ヨリ、又 山本 氏ハ各種動物 二於ケル各種検索

ヨリ共 二、Hase】horstノ 読 二質 シ、肺循環障碍

テ以 テ第一・次的死 因ナ リトシ、 中福瀞縄 ノ麻癖

ハ即 チ第二次 的 ノモ ノナ リト結論 セ リ。

斯 ノ如 ク肺臓死 ラ信 ズルモ ノ又比較的多 キモ、

爾ホStrueff(1908)及Labarsch(1929)ノ ・'亡・臓

死及 ビ肺臓死 テ以 テ共 二死囚 ナ リ トシテ、所謂

折衷説 ヲ提唱 シ、更 二叉Schumacheru.Jehn

(19コ団 ハ人間 二於 ケル室氣栓塞 ノ致死 量 ノ小 ナ

ルハ帥 チ之 レガ死 因 ノ「シ。ックJナ レバ ナ リ ト。

所謂震温死(Schocktod)ヲ 信 ゼ リ。

次 二文献 ニ ヨ リテ諸家 ノ死 因論 ラ見ルニ心臓死

説 ラ唱 フルモ ノ最 モ多 ク、磯 血管栓塞死説及 ビ

肺臓死 設之 レニ次 ギ、心冠歌 血管 栓塞詮、磯貧

血設 、折衷 説及 ビ「シ。.ク」説 又之 レテ信 ズルモ

ノア リテ即 チ蘭脈 性室氣栓 塞 ノ死 因ハ未 ダ定 マ

ル所 ナ シ。

余 モ亦室氣 栓塞 二關 シテ各種槍索 テ行ヘ リ.

第三章 實験材料及ビ其ノ方法

(1)實 験 動物 トシテハ、健 康家 兎、犬、 海瞑及

猿 テ使用 シ、猿 ハ圭 トシテ、南 洋産 小尾長猿 テ

選 べ リ。

(2)注 入瓦斯 トシテノ・、室氣、 酸素、炭 酸瓦斯

及窒素 ヲ選 ビ、 窒素、 酸素 ハ共 二厘i搾瓦斯 、炭

酸 瓦斯 ハ主 トシテ、液 化無水炭酸 ヲ氣化 セシメ

之 レラー定 ノ水中 「タンク」内二貯 藏 シ必要 二慮

ジテ吸引使用 セ リ。

(3)實 験 方法 トシテ・・、各動物 テ成 ルベ ク任意

ノ要約 ノモ トニアラシムベ 久 纏縛 固定 セズ唯

助手 テ シテ該動物 ノ手足 ラ固定 セ シメ注入後 ハ

必要 二慮 ジテ直 チニ放 置 スル ノ便 二備 ヘタ リ。

(4)麻 痺 ハ殆 ド之 ラ用 ビザルモ用 フル ノ止 ムテ

得 ザル場合 ハ「ウ レタン」テ選 べ リ。

(5)注 入 部位 トシテハ、耳翼静脈、頸静脈及 ビ

左心室 テ注 入時 ノ禮位 トシテハ脊位(脊 ヲ床 二)

頭 位(頭 テ床 二倒立)、 腹位(腹 テ床 二)、足位(後

肢 ヲ以 テ立位)ラ 選 べ リ。

(6)注 射 ノ、注 入量 二慮 ジテ10琵 、20娩 及 ビ50

琵 ノ注射器 ラ以 テナ シ、注射後 ハ直 チニ抜 キ去

ル コ トナ ク激 秒間 ・・其 ノ儘 ノ歌態 テ保持 シ術 ホ

抜 キ去 リタル後 モ其 ノ穿刺部 ヲ綿 ヲ以 テ輕 ク歴

シ血 液 ノ流出 ヲ防止 セ リ。 注 入量50妬 以 上 二

及 ブ時 ハ特 別 ノ装置 ニ ヨリ注 入 セ リ.

(其他、人工氣胸術、横 隔膜紳経捻除術第一編 ト

重複 スル モ ノハ省略 セ リ)。

第四章 瓦斯栓塞ル致死量

第一節 緒 言

余ハ瓦斯栓塞 ノ實瞼 的研 究 二當 リ、先 ヅ各種動

物 ノ致死量 二就 イテ知 ラントセ リ。之 レ余 ノ各

種實験 ノ基礎 トナルベ ケ レバ ナ リ。

今文献 二依 リ諸研 究者 ノ各動物 ノ室氣致死量 テ

見ルニRichterハ 犬 ノ致死量 トシテ全量250

耗 馬 ノ致死 量 トシテ8000琵 、 術其 ノ危瞼量 ト

シテ1000立 毛 テ墾1グ ル モNystenハ 全 量2.O

kubikzoll(zoll・ ・2.6124糎)テ 犬、 全量10.o

kubikzol1テ 以 テ 馬 ノ夫 々 致 死 量 ト シ、 更 二

Muronu.Labordeノ 、全 量1120妊 テ 以 テ 馬 テ

多各　ピセ シメ 宇旱ル トセ リ。

Jehnu.Naegeliニ ヨ レ バ 全 量 、100.0耗 ヲ 以

テ 犬 テ艶 死 セ シ メ得 ル モKleinschmidtノ ・犬 ノ

致 死 量 ト シ テ 、 全 量300.0妬 テ墨 ゲWolbハ

全 量20(1.0蝿 乃 至250.0蝿Ilyinノ ・全 量275.0

蝿 ガ 共 二 犬 ノ致 死 量 ナ リ ト報 告 セ リ.

尚 ホ 、 家 兎 ノ致 死 量 ト シテ ノ・Jehnu.Naegeli

及 ビKleinschmidtハ 共 二 全 量2.0耗 乃 至3.0
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立毛テ基 ゲ'タリ。

本邦 二於 テハ最近 、山本氏、比較的多量 ノ動物

實験 ニ ヨリ、種 々ナル動物 ノ絶封致死量 トシテ

各動物 ノ禮 重毎冠 二付 キ、家兎 ハ0.9妬 、 海狽

ノ、5.0琵 、 叉猫 二於 テハ31」 耗 犬二於 テハ7.7

重毛ラ、更 二馬 二方杢テハ5.6立 毛、牛 ハ15.0立 毛テ

報 告 セ リ。

斯 ノ如 ク動物 二於 ケル静脈性室氣栓塞 ノ致死量

ハ諸學 者 ニ ヨリテ夫 々記載 報告 セラ レタルモ、

人間致死量 二關 シテハ只推測 スルニ過 ギズ シテ

其 ノ致死 量 二關 シテハ未 グ的確 ナル記述 ラ見ザ

ル ナ リ。

自DチRichter・ ・犬 ノ致死量 ラ以 テ人間致死量

二近似 スルモ ノナ ラ ント構 シ、 山本 氏ハ 自己 ノ

實験 的研 究 ヨ リ得 タル實験式 ヨ リ諸動物 及 ビ人

間 ノ致死量 テ算 出 スル ラ得 ベ シ トナ シ、之 レヨ

リ人間致死}1≒ヲ算出 シタルモ、之 ガ計算値 ノ絵

リニ大 ナル事實 ヨ リ、此 ノ計算値 モ亦直 チー人

間 二移 ス事能 ハザルモ ノナ リト氏 ハ附記 セ リ.

然 ラバ果 シテ眞 ノ人間致死量如何、吾人 ノ共 二

知 ラン トシテ而 モ直 チニ知 リ能 ハザル腿 ナ リ。

今諸學者 ノ諸 報 告 テ見ル ニ、 犬二於 ケル報告最

モ多 ク馬 ノ報 告之 レニ次 ギ猿 二於 ケル實験報告

甚 ダ寡 ク殊 二其 ノ致死 量 二關 シテハ余 ノ寡 聞未

グ之 テ知 ラズ。

實験的 二直 チニ人間致死量 子知 リ能 ハザル際、

猿 ノ如 キ比較的、人間 二近似 セル動物 二就 イテ

其 ノ致死量 テ知 ルハ静脈性室氣栓 フ;§ノ人間致死

量 テ推定 シ、將 又其 ノ死因 テ考慮 スルニ甚 ダ好

都合 ナ ラン ト思意 シ、余 ハ先 ヅ猿其 ノ他 ノ各種

動物 二就 イテ且 ツ室氣 ノ ミナ ラズ他 ノ各種瓦斯

禮 栓塞 ノ致死量 ラモ測定 シ併 セテ、肺結 核動物

及 ビ非生理 状態、即 チ入 工氣 胸時及 ビ横 隔膜 神

経捻 除後 ノ動物 二就 イテ検 索比較 セ リ。

第二節 實験成績

第一項 各種動物 ノ静脈性室

氣栓塞 ノ致死量

家兎 ノ致死量。

第1表 二示 セル如 ク、92例 中、實験番號第9號

ハ耳翼 静脈 ヨ リ腹位 ニテ全量1 .4耗 テ以 テ艶死

シ、其 ノ致 死量 ノ最小 ナ ルモ ノー シテ、第15

號 ハ耳翼静脈 ヨ リ背位 ニテ全量2.3耗 テ注入 ス

ルモ尚ホ死 セザ リシモ ノニ シテ、生存 量 ノ最 モ

大 ナルモ ノナ リ。

今之 レテ家 兎 ノ膿重 毎冠 二付 キ テ見 ルー、其 ノ

最小致死量 ハ第3、 第5、 第9、 第10號 及 ピ第

35號 ノ罷i重毎冠敦 レモ、(}.8娩 ニ シテ第54、

第 δ0、第58號 及 ビ第59號 ノ・禮 重毎冠1.0姥 テ

注 入 シテ、術 ホ死 セザ ルモ ノ、即 チ最大 生存量

ナ リ。

而1テ 家 兎罷 耐 瀕 王].2妊 ラ注 入 スル時家 兎ハ

全例 二於 テ死 亡、罷重毎冠0.7耗 一 テハ敦 レモ

死 テ免 レタリ。即 チ家 兎 ノ最 小致死量 ハ盟重毎

Mii(`b.s妬 ニ シテ絶封致死 量 ハ禮 重毎冠1・2妬 ナ

リ^

而1テ 第1表 二明 カナル如 久 前記最小致死量

ハ其 ノ凡テガ腹位、及 ビ足位 ナルラ認 ム、即 チ第

3、 第 ろ號及第28號 ハ何 レモ足位 ニ シテ、第9

號 、第10號 及 ビ第35號 ハ共 二腹位 ナ リキ、之

レニ反 シテ発 死 ラ発 レタル最大量 ラ見ルニ、即

チ、第50號 及 ビ第54號 ハ背位 ニー1テ、第 誤 號

及 ビ第59號 ハ共 二頭位 ナ リ。

今之 レガ關係 ヲ便宜 上耳翼静脈 二注 入 セル場合

ノ ミニ就 イテ見 ルニ、 第2表 二明 カナル如 ク腹

位 及 ビ足位 二於 テハ、膿重毎砥0.8耗 ニ テ発死

シ、龍 重毎冠1.0耗 一 テハ艶 死 ラ免 レタルモノ

無 シ。

頭位 及 ビ背位 二於 テハ慌 重悔冠0.4姥 ヲPJ,テ艶

死 セルモ ノ各 ミ6例 中、各1例 ナルモ、其 ノ絶

封致死 量ハ頭位 二於 テハ腹位、 及足位 ハ同様、

艘 重毎冠1.0妬 一 シテ、背位 ニテハ、罷 重毎冠

1.2立毛ラ以 テ始 メテ艶 タピセ シム◎自Pチ循}瓦王1.2立毛

ガ其 ノ絶封 致死量 ナ リ。

第4表 ハ之 レガ關係 テ更 二閑明 セルモ ノニシテ

即 チ、先 ヅ背位 二於 テ空氣、 一定量 テ注入 シ

テ艶死 セザ リシモ ノ、一定時 ノ後腹位或 ハ足位

二攣 ズルヤ、突 然 二艶死 セルテ見 ル、而 モ比較
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的長時間 テ経 テ攣 位 セルモ ノニ於 テハ最早、発

死 スルテ認 メ得 ザ リキ。

要之、静脈性室氣栓塞 ノ致死量 ハ其 ノ注入時 ノ

禮位 ニヨツテ異 ナルモ ノナ リ。

次 ギニ注入血管 ト致死量 トノ關係 ヲ見ルー、第

4表 二示 セル如 ク、耳翼静脈 二注 入 セルモ ノニ

於 テハ、膿 重毎冠0.9琵 ニ テ艶死 セルモ ノ1例

二封 シテ
、艶死 セザ リシモ ノ5例 テ撒 フルモ、

股静脈及頸 静脈 ヨリ注入 セルモ ノーアリテハ、

1

】

艶死 セルモ ノ各5例 二封 シテ死 ラ免 レタルモ ノ

各2例 ナ リキ。膿 重毎駈1.吋 毛ノ注 入 二於 テハ

耳翼静脈 二注 入セル場 合 ハ艶死 セルモ ノ1例 二

封 シテ、筒ホ発 死 セザ リシモ ノ3例 ア リ。股静

脈及頸静脈 ヨリ注入 セルモ ノニア リテノ・、艶死

セル モノ4例 二封 シテ、発死 テ免 レ得 タルモ ノ

ハ最早無 カ リキ。

即 チ最小致死 量 ハ耳翼静脈、股静脈及頸静脈、何

モ罷重毎冠0・9妬 ナルモ、絶封 致死量 ニア リテ
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二封 シテハ全6例 中、第9號 ノ1例 ノ ミ艶死、
　

禮 重毎冠4.0妬 二於 テモ術 ホ第14、 第15、 第

30號 及 第32號 ハ艶 死 テ免 レタルモ、 毎冠5.0

妬 以 上 ノ注 入二封 シテハ死 ラ免 レ得 タルモ ノ無

ク、全例艶死 セ リ。

卸 チ、海狽 ノ最小致死量 ハ艦重毎冠3.0耗 ニ シ

テ絶封致死 量ハ、禮重毎冠5.0妬 ナ リ.
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チ猿 ノ絶封致死量 ナ リ。
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第8表 二明 カナル如 ク家兎 ノ禮重毎冠0・8耗 、
り

1.0耗 、1・1琵 二於 テハ、何 レモ発 死 セザルモ、

膿 重毎冠1・2妬 二於 テハ、全12例 中、発死 セル

モ ノL)例 、 発死 セザルモ ノ10例 テ撒 へ1.4妬

及 ビ艘 重符冠1.δ 鈍 二於 テモ尚 ホ各1例 ノ発死

テ免 レ得 タルモ ノアリ。罷 重毎冠1・6耗 以上 ノ

注 入二際 シテ始 メテ全 例 二於 テ、必然的艶死 セ

リ。

即 チ酸 素 ラ以 テセル場 合之 レガ栓塞 ニ ヨル最 小

致死量 ハ罷重 毎冠1.2娩 ニ シテ酸素 ラ注 入 シテ

必然 的 一艶 死 セ シムベキ 縄 封致死量 ハ禮 重冠

1.6立毛ナリ。
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猿 ハ第9表 二示 ス如 ク其 ノ禮重2.0耗 及 ビ2・5

耗 ニテ未 ダ麗死 セザルモ毎冠2.7立 毛ニテハ1例

ノ艶死 セル モ ノア リ。而 シテ2.8耗 及 ビ3・0妬

一 テハ全例死 テ免 レ得 タル モノ無 シ.

即 チ猿 二於 テハ酸 素 ノ最小致死量 ハ侮冠2.7琵

ニ シテ其 ノ絶封致死量 ハ毎冠2.8妬 ナ リ。

(ロ)窒 素 瓦斯
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ル モ ノ無iシ、

即 チ窒素 テ注 入 セル場合此 ノ絶封致死量 ハ禮 重
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毎班iO.9耗 ニ シテ室氣 二比 シテ梢 支小 ナ リ。
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第11表 二明 カナル如 ク、盟重毎冠6・0耗 ノ注入

二封 シテモ、 未 ダ死 セ ズ、該瓦斯 ラ注入 シテ家

兎 テ死 セシムルニハ、少 ク トモ膿重毎冠7.1)琵

ノ沼三入 テ要 セ リ。

即 チ毎冠7.吋 毛及 ビ8.1》托 ニテハ各4例 中、夫

々2例 ノ死 ラ見 ルモ、爾 ホ各2例 二於 テ死 デ免

レタ リ。

印 チ炭酸瓦斯栓塞 ノ最小致死 量 ハ罷重 笥冠7.0

耗 ニ シテ、発死 テ免 レ得 タル最大 瓦斯 量 ハ膿重

毎冠8.(1妬 ナ リ、而 シテ、家兎}該 瓦斯 テ以 テ
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紹封的発死 セ シメ ンニハ、實 二禮重 毎冠9.0耗

以 上 テ要 ス。

以 上實験 二於 ケル其 ノ注入速 度 ハ1秒 乃至10

秒 ニ シテ、普 通速 度 ト看倣 スベ キモ、之 レテ甚

ダ緩徐 ナル速 度 テ以 テ注入 セ ンカ更 二其 ノ注入

量 テ檜 ス。

即 チ第11表 ノ第210號 、第211號 、第212號 及

ビ第213號 二於 テ・・夫 々炭酸 瓦斯 ノ1耗 テ注 入

スルニ約2分 乃至5 .分ラ要 セ シモ ノニ シテ、 逡

二最高80耗 テ注 入 スルモ尚 ホ死 セザ リキ
。

即 チ家 兎 ノ静脈 二炭 酸瓦斯 テ注入 スル時、其 ノ

致死量 ハ注入速度 ニ ヨリテ甚 ダ シ ク相 異 スルモ

普通速度 二於 テハ、 窒素瓦斯 二比 シテ約10倍

ノ大量 テ要 シ、 空氣 及 ビ酸素 二比 スルモ、爾ホ

7.5倍 或 ハ4.5倍 テ要 セ リ(第12表 参 照1。
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セ ズ艦重毎冠4・O立 毛ノ注 入二封 シテ始 メテ、示申
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犬 ノ静脈 二炭酸 瓦斯 テ注入 セル場合

第14表 二示 スガ如 ク炭酸 瓦斯 テ注 入 シテ犬 テ

発死 セシムルニハ家兎 二於 ケル ト同様、室氣 ノ

激倍、即 チ少 ナ ク トモ、禮重毎冠40.0琵 テ要 セ

リ、即 チ犬 二於 ケル炭酸瓦斯栓塞 ノ最小致死量

ノ・、膣重毎冠40.0耗 ニ シテ、絶 封致死量 ・・膿重

∠毎瓦f45.0妊 ナ リ.

海 狽 ノ静脈 二炭酸瓦斯 ラ注入 セル場合。

表記 ノ如 ク禮重毎肛35妊 ノil.入一 テ始 メテ艶

死 シ罷重毎冠36蛇 ニテ全(;例 中3例 、37耗 ニ

テハ全{;例 中5例 ノ夫 々発死 セルモ ノ有 リ。而

シテ毎冠29蝿 以上 ノ注 入量 ニテハ途 二死 ラ免

レ得 タル モノナ シ。

即 チ海狽 ノ静脈 二炭酸瓦斯 テ注入 シテ発死 セル

最小致死 「i',:・・艦重毎冠35耗 ニ シテ絶封致死量

ノ、38立毛ナ リn

猿 ノ静脈 二炭酸 瓦斯 テ注入 セル場合。

第16表 二明 カナル如 ク猿 ノ盟重毎冠10.0耗 、

20.0妊 及 ピ25.0琵 ノ注入 二於 テ・・未 ダ艶死 セ

ル モノナク、禮 重毎冠28.0耗 以 上 ノ注 入量 二封

シテ・・、必然的 二艶死 セルモ、第27號 、第28

號 、第42號 及 ビ第44號 ハ呼吸、心動 共 二絶止

後1分 乃 至2分 ラ経 テ、人工呼吸 テ行 ヒテ恢復

セ リn

第40號 ハ呼吸、心動 ノ絶止後5分 ラ経 テ人工呼

吸 テ施行 セル モ ノー シテ、最早恢復 セザ リキ。

第46號 及 ビ第35號 ハ膿重毎冠40耗 以上 テシ

呼吸、心動絶 止後 直 チニ人工呼吸 テ施行 シタル

モ恢 復 セザ リキ。

即 チ猿 ノ静脈 二炭酸 瓦斯 テ注入 シテ発死 セシム

ルニハ少 ナ ク トモ猿 ノ艘重毎冠28.〈)耗 テ要 ス

ルモ、呼吸、 心動 ノ絶 止後 ト云 ヘ ド、比較的、

短 時間内 二人 工呼吸 テ施 行 スル時 ハ再 ビ呼吸、

心動 ノ恢 復 ラ來 スモ、呼吸、 心動 ノ絶止後、比

較的、長時間 ラ経 タル モ ノ或 ハ大量即 チ禮重毎

冠40耗 以上 ノ注入 二際 シテハ、 最早人工呼吸

ニ ョル モ、恢復 セザ リキ。

猿 ノ左 心室 へ炭酸 瓦斯 ラ注 入 セル場合 ハ、艦 重

毎妊1(1.0耗 以1:二 於 テハ、 一過性 ノ紳経 症状
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テ呈 シ、 更 二罷重毎冠35.0耗 以 上 ノ注 入ニ テ

艶死 セ リ。

要 之 二各種瓦斯栓塞 ハ其 ノ致死量 二差異 テ認 メ

炭酸瓦斯 二於 テ著 シ。

第16表 猿(炭 酸瓦斯)
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第三項 非健康動物、非生理的歌態二

於 ケ ル動物 ノ各致 死量 二就 イテ

結核 家兎 二於 ケル室氣栓塞致死量

前記 ノ如 キ方法 ニ ヨ リ結核 二罹 患 セ シメタル家

兎 二瓦斯 栓塞 ラ惹起 セ シメ之 レガ致死 量 テ検 索

セ リn

第]7表 二明 カナル如 ク、 家兎艘 重毎匠0.6耗

ノ注入 二於 テ既 二21例 中、4例 ノ発死 セルモ ノ

ヲ認 メ盟 重毎冠0.8耗 ノ注入 二 封 シテハ5例

中、4例 、・膿重侮冠0.9琵 二於 テハ全例 、艶死

セ リn

即 チ結核家 兎二於 ケル室氣栓塞 ノ最小致死量ハ

膿 重毎庇0.6ve.=シ テ、紹封致死量 ハ、禮重毎

冠o.9耗 ナ リ。而 シテ之 ガ致死量 ハ肺臓結核病

憂 トノ關係 ハ明 カナ ラズ、即 チ罷重毎冠0.6妬

ノ注 入二於 テハ、第262號 ノ如 ク艶死 セルモ ノ

ニ シテ比較的肺臓結核病攣 ノ輕微 ナルモ ノ、或

ハ第258號 、 第260號 ノ如 キ致死 ヲ免 レ得 タル

モ ノニ シテ結核 病 ノ比較的著明 ナルモ ノアリ。

要之 二結 核家兎 二於 ケル室氣栓塞 ノ致死量ノ・、

一般 的 二見 テ
、健 康動物 二比 シテ小 ナ リ。

第17表 家兎(結 核ン
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柵ハ肺臓二於ケルレ結節ノ多倣 ヲ、++ハ中等度

十ハ小数、一ハ結節無キヲ表ハセリ。

人 工氣胸 テ施行 セル家 兎 ノ致 死量

第18表 二示 ス如 ク人 工氣 胸 ヲ行 ヒタル後 瓦斯

栓塞 テ實験 セ リ。

第215號 ハ、禮 重侮冠0.4妬 ニ テ既 二艶死 シ、盟

重毎冠0.6耗 ノ注 入 二於 テ・・、9例 中、第232

號 、 第241號 ノ2例 テ除 キ、重罷毎冠0.7琵 二
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テハ全例1二於 テ艶 死 セ リ。

而 シテ第232號 ・・人工氣 胸施 行後1時 間 ラ経 テ

室氣栓塞 テ惹起 セ シメ タルモ ノニ シテ、第245

號 ノ如 ク、人工氣胸施 行後 、比較 的長時間 ラ経

タルモ ノハ、比較的多量 テ以 テ室氣 栓塞 テ惹起

セシムルモ死 テ免 ル コ トアルベ シ。

要之、人 工氣胸家 兎 ノ室氣栓塞最小致死量 ハ、

禮 重毎冠0.4娩 ニ シテ健康家 兎 一比 シテ甚 グ小

ナ リ。
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既述 ノ如キ方法 ニ ヨ リ家 兎 ノ横 隔膜神経 テ捻除

シ5時 間乃至24時 間 ノ後室氣栓塞 テ惹起 セシ

メ其 ノ致 死量 テ検索 セ リ。

第19表 二示 スガ如 ク罷重毎冠0.5琵 及 ビ0.7

耗 ノ注入 ニテハ塊死 シタルモ ノ無 キモ毎冠0.8

蝿 ニ テ始 メテ発死 セルモ ノア リ。 〔1.9耗 ノ注入

ニテハ全5例 中3例 、1.0妬 ノ注入 二際 シテハ

全5例 中4例 ノ夫 々艶死 セルモ ノヲ算 シ、毎冠

1・2耗 ニテハ遂 二死 テ見 レ得 タルモ ノ無 シ.自 ロ

チ横隔膜紳経捻除 ノ後室氣栓塞 テ惹起 セ シメタ

ル家 兎 ノ最小死量 ハ膿重毎妊0.8耗 ニ シテ其 ノ



656 舳松=胸 腔及 ビ血管内瓦斯注入二依ルレ實験的研究 【第12巻

絶封致死量 ハ1.2耗 ナ リ。 爾 ホ其 ノ生死 ハ横隔

膜紳 樫 ノ左 右及 ビ手術後 室氣栓塞實験 マ デ ノ關

係 セズ。 第270號 及 ビ第272號 ノ如 キ手術2,1

時 間後 ノ實験 ニ テ艶死 シ、 同量注 入 ノ第289號

及 ビ第285號 二於 テハ5時 間 後 ニシテ爾 ホ死 テ

発 レ得 タ リ.

第四節 綜 括

以 上實験 ノ結果 テ総括 スルニ、室氣栓塞 ノ致死

量 ハ、 各種動物 ニ ヨリテ異 ナ レ リ.即 チ敦 レノ

禮 位、血 管、速 度 テ以 テ シテモ、必然的 二発死

セ シメ得 ル所 謂室氣栓塞 ノ縄封致死彙 ・・家 兎一

於 テハ膿重tsMi1.2姥 、 海猿 二於 テハ膿 重毎冠

3.0琵 、 犬ハ罷重毎冠8.0蛇 ニ シテ、猿 二於 テ

ノ・骨豊重毎瓦王3.O立 毛ナ リ.

即 チ室氣栓 塞 ノ致死量 ノ大龍 二於 テ各種 動物 ニ

ヨ リテ夫 々禮重 毎冠 二付 キー 定 スル モ、動脈 性

即 チ左 心室へ直接注入 セルモ ノニ於 テノ、、縄封

致死量 ハ却 ツテ大 トナルモ、跣 二甚 グ小量 ニ テ

艶死 セルモ ノヲ見 ル,之 レ猿 二於 テ比較 的多 キ

現 象 ナ リキ。

注 人血管 ト致死 量 トノ關係 二就 イテハ飢 二Ut-

erhart・ ・犬 二於 テ、心臓 ヨ リ遠 隔 ノ静脈 ヘ ノ注

入 ニ ヨツテハ、比較 的大量 ナ ルモ何等 障碍 テ來

タサザルモ、心臓 二近 キ静脈、例 ヘバ頸静脈 ノ

如 キ静脈 二侵 入 スル時 ハ小 量 ニテモ艶死 スルモ

ノナ リト構 シ、Moritzu.Tabora・ ・自己 ノ測

定 ニ ヨリ此 ノ歴差 ハ極 ク僅少 ナ レバ事實 二於 テ

大循 環系毛細管 ト右心臓 トノ歴差 ハ著 明ナ ラザ

ルモ ノナ リト記載 セ リ。

余 ノ實験結 果ニヨ レバ脊位 二於 テ、 耳翼縁 静脈

股 静脈及 ビ頸 艀脈 ヨリ夫 々注入 スルニ、 耳翼縁

静脈 ヨ リ注 入 シタル場 合 へ 股 静脈及 ビ頸 静脈

二注 入 シタル場合 二比 シテ致 死量大 ナ リキ。 之

レ耳翼縁 静脈 ハ解剖上他 ノ静脈 二比 シテ曲折宇

廻 シ心臓 二封 シテ遠隔 ナ レバナルベ シ。

要之、静脈 性本氣栓塞 ノ致死量 ハ其 ノ注入血管

ニヨ リテ異 ナルハ明 カナ リ.

膿 位 ト致死量 トノ關係 二就 イテGundermanハ

心 臓 ヨリ高位 一アル手術部位 二於 ケル血管ハ心

臓 ノ吸牧 力ガ血液 ノ重力 ニ ヨ リテ櫓加 スルガ爲

メニ加速度 ヲ以 テ心臓 二流入 スル ト構 セ リ。帥

Gundermanノ 説 二從ヘ バ足位 二於 テ・・耳翼縁

静脈 ヨ リ、頭位 ニ テハ股静脈 ヨリ各室氣 テ吸引

シ易 キ状態 ニア リト云 ハザ ル可 ラズ。

山本氏 ハ禮 位 ニヨ リテ死 所要時間 子異 一スル ト

構 シ、部 チ足位 二於 テハ血液 重力及 ビ室氣 ノ比

重 ノニ要約 ガ相 待 ッテ心臓 内へ移行 セル室氣 ガ

迅 速且 ・ソ廣汎 二肺動脈 ヲ栓塞 スル ガ故 二最 モ死

期 テ短縮 ス。而 シテ背位及 ビ腹位 ハ正常 ノ循環

}伏態 ニ ア リテ足位或 ハ頭位 ノ如 キ急 劇 ナル血座

ノ動揺 テ來 タス事 ナキガ故 二死 所要時間 テ逞延

スルモ ノナ リ ト。

然 ル ニ余 ノ實験結果 ハ租 支之 レ ト異 ナ リ、即 チ

足位 二於 テハ其 ノ耳翼縁静脈、股静脈等其 ノ注

入静脈 二關 セ ズ、足位 二比 シテ艶死 シ難 ク、而

モ脊位 二於 テ最 モ致死量 ノ大 ナ リシバ、余 ノ後

述 セ ン トスル静脈性室氣栓塞 ノ死 因 二關 シテ興

味 アル事實 ナ リ。

要之、静脈性室氣栓塞 ノ致死量 ハ注入時 ノ罷位

ニ ヨ リテモ亦 明 カニオ目違 セ リ。

致死量 二封 スル注入速度 ノ影響 ハ余 ノ實験 二於

テ家兎 ノ如 キ比較的致死 量 ノ小 ナル動物 二在 リ

テハ殆 ド攣 化 ラ認 メザ リシモPassetニ ヨ レバ

ノこ、兎 二頸 艀脈 二室氣 テ侵 入スル時小量 ニテハ

障碍 テ來 タサザルモ、大駆力 ラ以 テ注 入 スル時

艶死 セ リト。

Camerariusハ 室 氣 ノ急速 ナルi-L入 ニ テ・・動物

テ艶死 セシメ得 ルモ、小量 ニテ而 モ徐 々 二注入

スル時 ハ、唯撒時 間 ノ四肢 ノ庶痕 ノ外著攣 ナ ク

発死 セザ リキ。余 ノ實験結果 ニ ヨレペ 比較的

大量 ヲ注入 シタル場 合之 レテ急 速 二全量 テ注 入

シタル時、家兎或 ハ犬'急 劇 二麗 死 シ、之 レテ

徐 々二注 入スル時其 ノ発 死時間 二逓延 テ認 メタ

リ。

要之、注 入速度 一 ヨ リテハ致死昂 二著攣無 キモ

艶 死時間 二多少 ノ攣 化 テ來 タス。

Brauer・ ・瓦斯盟栓 塞 ・・之 レ全 ク機械的障碍 ナ
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レバ 瓦斯禮性歌 ノ如何 二關 セザルモ ノナ リ ト主

張 シ、爾來之 レヲ信 ズルモ ノ多 ケ レ ド、化學的

ノミナ ラズ叉物理的 二異 ナル性状 ラ有 スル各種

瓦斯罷 ニ ヨル瓦斯栓 塞 ノ致死量 二多少 ノ相 異 ア

ルベ シ トハ又想像 二難 カラザル所ナ リ。殊 二炭

酸瓦斯 ハ之 レガ含有量 ノ少 ナキ動脈 血 二封 シ大

量 テ溶解 サル症状 テ有 シ、Grass・ ・之 レガ事實

テ試験管 内二於 テ飢 二謹明 セ リ。即 チ、 此 ノ結

果ニ ヨ レバ、酸素 ハ之 レガ含有量 ノ少 ナキ静脈

血 二封 シテモ極 ク小量 テ溶解 スルニ過 ギザ レ ド

モ、炭酸瓦斯 ・・血液量 ノ3分 ノ1乃 至3分 ノ2

ラ比較的短時間 二於 テ溶解 スルモ ノナ リト。從

ツテ氏 ハ該瓦斯艘 ニ ヨリ栓塞 テ惹起 スルコ トア

リトモ、其 ノ危瞼、室氣 一比 シテ輕微 ナ ラン ト

樗 セルモ炭酸瓦斯 テ用 ヒタル實験 的研究無 シ。

余 ノ實験結 果ハ前記 ノ如 ク、各種 瓦斯禮 ニ ヨリ

テ、其 ノ致死量 テ異 ニ シ、殊 二炭酸瓦斯艦 三 ヨ

リテノ、、他 ノ窒素、室氣、酸素 二比 シテ、遙 カ

ニ其 ノ致死量大 ニ シテ、 小量 ノ注入 二際 シテ殆

ド症状 テ認 メズ、且 ツ致 死量以 内二於 テハ注入

量比較的大 ナルモ、症歌 ノ恢 復 ハ他瓦斯罷 二比

第20表 各種瓦斯及 ビ各種動物

ノ絶醤致死量

＼瓦
動凍

薇旗
家兎

犬

猿

窒素

0.9

空氣 酸素 炭 酸瓦 斯

5.0[38.0

1.2}1.69.0

8.0

2.5 2.8

45。0

30.00

シテ、速 カー シテ後胎症 ラ認 メザ リキ。

人 工氣胸 テ施行 シタル家 兎及 ビ結核家 兎 二於 ケ

ル室氣栓塞 ノ致死量 ハ、健康家 兎 ノ其 レニ比 シ

テ敦 レモナル モ、結核 家兎 二於 テノ・、必然 的 ノ

モ ノニ非 ラズ。 且 ツ、其 ノ肺臓 ノ結核病攣 ノ多

少 二關係 セズ、又、人 工氣胸家 兎 二於 テハ、胸

腔 内注 入室氣量 ノ大 ナ ル モ ノ及 ビ注入量比較

的小 ナルモ、 注入直後 一 シテ呼吸困難 ノ未 ダ輕

減 セラ レザル家 兎 二於 テ・・、 必然的 二其 ノ致死

量 ヲ減 ジ、胸腔 内注入量大 ナル モ、比較 的時 テ

経 テ、呼吸困難 ノ輕減 セ ラレタル モ ノニア リテ

ハ、其 ノ致死 量 二著憂 ヲ認 メザル場合多 シ。

他 方人 工氣胸家 兎 二於 テ ハ其 ノ注 入量比較的大

ナル場合常 二其 ノ血液 中酸素量 ノ減少 テ來 スモ

結核 家兎 ニア リテハ、酸素量 ノ減少 ハ必然的 二

現 ハ レズ。

即 チ、血管 へ室氣或 ハ瓦斯艘注 入前、 翫二血液

酸 素含有量 ノ減少 ラ來 セル場合、該動物 ノ致死

量 ハ明 カニ減 少 セ リ。即 チ血液 中酸素 含有量 ハ

室氣栓塞 ノ致死量 二影響 テ及 ボ スモ ノナルハ明

カナ リ。

故 二横隔膜紳経捻除 テ施行 シタル家兎 二於 テハ

其 ノ致死量 二著攣 テ認 メザ リシバ蓋 シ、該 手術

後 二於 テモ、其 ノ血液酸 素含有量 二減少 テ來 サ

ザ リシガ爲 メナ ラン。

要 之 二人 工氣胸家兎及 ビ結核家兎 二於 テハ、其

ノ致死量、健康家兎 一比 シテ小 ニ シテ而 モ之 レ

ガ減少 ハ該動物 ノ血液 中酸素含有量 ノ減少 二・基

因 ス。

第五章 瓦斯栓塞ノー般症状

第一節 緒 言

家兎及 ビ猿 ノ静脈及 ビ左心室へ各種瓦斯禮(空

氣、酸素、炭酸瓦斯)テ種 々ナル量二於 テ注入シ

之 レニ依 ッテ登來 セル諸症状及 ビ死二至ル迄 ノ

全経過 テ詳細観察 シ、併 セテ動脈性、静脈性雨

瓦斯栓塞 テモ比較 セリ。勿論前記 ノ致死量測定

二當 リテハ其 ノ殆 ド全例 二就 イテ之 レガー般症

歌及死 的経過 テ詳細親察 シタルモ此虚 二之 レガ

個 々二亙 リテ詳述 スルハ却 ツテ冗長 ノ嫌 ア リ。

且 ツ大罷 二於 テ相似 スル モ ノ多敷有 リシラ以 テ

唯各項 二就 イテ総括 的 二或 ハ其 ノ代表 的藪例 テ

探 記 スルニ止 ムベ シ。
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第二節 實験結果

第一項 家 兎或 ハ猿 ノ各種静脈 二各種

瓦斯瞳 ヲ注入セ ル場合

1.家 兎

致死 量 二遠 キ極 ク小量瓦斯禮 ノ注 入二際 シテハ

僅 カニ瓦斯膿 注入後数秒 ニ シテ來 ル輕 度 ノ呼吸

困難 ノ外各例多 クハ殆 ド症状 テ現 ハサザ リシガ

故 二、次 ギ ニ致死量 以上或 ハ致死 量 二近 カキ比

較的多量 ノ瓦斯 量 テ以 テ惹起 セル瓦斯罷栓塞 ノ

症歌 二就 イテ記 述 スベ シ。 即 チ家 兎 ノ耳翼静脈

股静脈或 ハ頸 押脈 ヨリ室 氣、酸素或 ハ堤酸 瓦斯

ラ夫 々艘 重毎冠0.8乃 至1.2耗 、0.t)乃 至].6

琵 、6.0乃 至8.0琵 ラ注 入セ リn

各 例 ハ實験動物 ノ生死 及 ビ其 ノ瓦斯骨豊ノ種類 二

關 セズ。瓦斯艦 注入 ノ直後 ヨ リ常 二心臓部 二高

調 ナル含漱様 ノ雑 音 テ…聴取 スルモ、炭酸 瓦斯 ノ

如 キ致死 量 ノ大 ナルモ ノラ以 テ瓦斯膿栓塞 テ惹

起 セシメタル場合 ハ注 入牛 バニ シテ既二雑 音 テ

雛取 スル コ ト多 シ。心搏 多 ク・・、頻 敷 ナ レ ドモ

規 則的 ニ シテ時 二不 整、微弱 トナル コ トア リ、

之 レ致死量以上 ノ注 入 二際 シテ殊 二著 明 ナ リ。

多 クハ血管 内ヘ ノ瓦斯膿 注入約数 秒後 ニ シテ呼

吸困難 ラ來 タシ,或 ハ腹部 テ床 上 二著 ケテ胸腹

式 呼吸 テ螢 ミ、或 ハ頭部 テ稽 支後方 二牽引 シ時

二 口角 ラモ亦呼吸蓮 動 二與 ルガ如 キ促迫 呼吸 テ

行 フ.腹 位 二於 テ瓦斯盟 テ注 入 セルモ ノ及 ビ注

入量 ノ大 ナルモ ノニ於 テハ呼吸困難 ハ速 カニ現

ハ レ、 且.ツ著明 一 シテ汁 入時背位 二在 リシモ ノ

及 ビd三入1}i::ノ比 較 的小 ナ リシモ ノニ於 テハ呼吸

促迫 ハ多 クノ場 合著 シカラズ、且 ツ之 レガ登來

ハ緩 徐 ナルモ之 レテ腹位 二憂 ズルヤ敦 レモ撒秒

ニ シテ突 如呼吸困難著明 トナ リ甚 ダ シキハ苦 悶

歌態 テ現 ハ シ途 ニハ艶 死 スルニ至 ルモ ノア リ。

尚 ホ此 ノ時多 クノ場合、瞳孔 ノ縮小 ヲ現 ハ スモ

瞳 孔 ノ反慮 ニハ著攣 ナ ク、 且 ツ眼底検査 二於 テ

網膜 血管 二肺泡 テ認 メズ。

血管 内瓦斯注 入後 数十秒乃至数分 ニ シテ心臓部

二於 ケル雑音 ハ清失 シ、致死昂:以下 ノ注入 二際

シテハ心搏 又規則的 トナルモ此 ノ時呼吸 ノ促迫

ハ却 ツテ檜 加 シ極度 二達 スル事 多 シ。

然 レ共死 セザルモ ノハ約20分 乃 至1時 間 ヨリ

漸次恢 復 シ、数 卜分乃至撒時間 ニ シテ蕾態 二復

セ リ。

炭 酸瓦斯 テ以 テ瓦斯栓塞 テ惹起 セ シメタルモ ノ

ノ、心臓部 二於 ケルi雑音 ノ消失甚 ダ速 カニ シテ瓦

斯艦 注 入直後 飢 二之 レテ聴 取 セザル コ ト多 ク呼

吸困難 モ亦致死 量以下 ノ注 入二際 シテハ、注入

後数分 ニ シテ飢 二著 シク之 レテ輕減 ス。

炭酸 瓦斯 ノ血管 内注 入二際 シテハ致死量以下 ニ

テ殆 ド=歩行及 ビ動 作 二異常 ラ認 メザルモ、室氣

酸 素 ノ注 入ニテハ致死量以 下 一テモ注入後撒秒

一 シテ飢 二歩 ノ踊罰 或 ハ不能 テ來 タス事 アリ。

多 クハ致死量以上 ノ多量注 入 二際 シテ之 レラ認

ムル事多 ク且 ツ症歌著 明 ナルモ、死 セザ ルモ ノ

ニ ア リテハ敦 レモ数分乃至撒 十分 ニ シテ殆 ド恢

復 シ稀 二数 時間 ニ シテ始 メテ萬態 二復 セ シガ如

キモ ノアルモ炭酸 酸瓦斯 ニ ヨル瓦斯栓塞 二於 テ

・・全症 状恢復 二30秒 以 上 ラ要 シタルモ ノナシ。

致死量 以上 ノ注入 ニ ヨ リテ死 セルモ ノハ其 ノ注

入瓦斯罷 ノ種類 二關 セズ瓦斯禮注 入 ノ直後、或

ハ前記 ノ如 キ著明 ナル呼 吸困難 ノ直後 、或 ハ前

記 ノ如 キ著明 ナル呼吸困難 ノ後数秒 ニ シテ突如

頭部 テ後方 へ牽 引 シ、 四肢 ノ擶搦 全身的痙攣 ノ

後多 クハー時的無呼吸}吠態 テ呈 シ時 二三土L量

ス トー ク氏型呼 吸 テ交 へ逐 二間歌的終末呼吸 ノ

後呼 吸絶ILシ 、瞳孔散 大、封 光反癒又消失 ス。

此 ノ時心音 ハ爾 ホ甚 ダ微弱 ナ レドモi聴取 シ得ル

コ ト多 ク、時 ニハ固有 ノ心音 ラi聴取 セズ シテ震

額 ヲ現 ハ スコ トアルモ敦 レモ、撒秒乃至撒分 ニ

シテ全 ク停 止 セ リ。

2.猿

第1例 猿、實験番號、第6號 、膿重2950瓦 、

雄。

右股静脈 背位 、注 入量全景 】・5耗、注 入速 度

5秒 、 注入前 、呼吸数65、 脈搏毎分240。

注 入直後 床 上 二放任 スルニ横位 ラ以 テ什 レ、

心搏 甚 ダ頻数 、不 規則 ナ リ。呼吸深 ク緩慢 ニシ
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テ且 ツ不規則、顔面 「チ ア ノー ゼ」ラ呈 ス。

1分 、 呼吸困難著 シク、次 イデ シヤイ子 ス トー

ク氏型 トナル、瞳孔散大、 且 ツ反 雁著 シク鈍 ニ

シテ逡 ニハ四肢 ノ痙攣 ト共 二呼吸停止 ス。時 二

心搏頻 藪不 整 ナルモ停ILセ ズ。

1分30秒 、EPチ 呼 吸維1ヒ ノ後3秒 ニ シテ再 ビ

シヤイ子ス トー ク氏型呼吸 テ恢復 ス。

4分 、瞳孔b角 膜反慮陽性、歩行 二異常 ナ シ。

5分 、呼吸撒60、 心搏240、 共 二規 則的 ナ リ、

瞳孔左右同大、瞳 孔及 角膜 反射 二異常 テ認 メズ

其 ノ他 ノ他罷 的刺戟 二良 ク癒 ズ、顔面依然 トシ

テ1チ アノー ゼ」テ現 ハス。

1時 間、 呼吸数54、 心搏246、 殆 ンド呼吸困難

ヲ認 メズ、歩行尋常 ニ シテ外観 李穏、後胎症 ナ

ク生存 ス。

第2例 猿、實験番號、第2號 膿 重96(1瓦 、

雄。

股 静脈,背 位、注 入量、全量1.(1耗 、 注 入速度

3秒 、注 入前、呼吸撒 符分42、 心搏毎分170。

注 入後1分 、心部 二尚 ホ小激 ノ含漱様 雑音 テi聴

取 ス。呼吸数40、 心搏191、 心音稽 ミ不規 則 ナ

リ。.T)分 、 心部 二雑音 ヲ聴 久 瞳孔尋常大 ニ シ

テ封 光反慮又陽性 ナ リ、 四肢 二蓮動障碍 テ認 メ

ズ、吸数 毎分52、 心撞220、 輕 度 ノ呼吸促迫 ア

リ。10分 、心部 二於 ケルi雑音未 グ消 失セズ、呼

吸数45、 心搏203、eli行 尋 常 ナルモ顔面梢 竃「チ

ア ノー ゼ」ラ呈 ス。

20分 、心部 ノ雑音最 早聴取 セズ、呼吸(17、 心 搏

192、 呼 吸利脈 促迫 スルモ其 ノ他動作 二著攣 ナ

シ 。

1時 間、 呼吸数 封、心博190、 呼 吸困難 ナ 久

外観 上ZF静 良 ク他昼的刺戟 二慮 ズ。

第3例 猿、實験番號、第51號 、禮重71)・5、雌

股静脈、背位、注入量、全量3.3耗 、 注入速度

4秒 、死所要時間4分30秒 。

注入前 呼吸数42、 心搏258。

注 入直後 心部 二高調 ナル含噺様雑 音 ラi聴取 ス

呼吸困難著明。

1分 、床上 二放置 スルニ歩行踊珊著 シ久 途 二

頭部 ラ後 方二牽 引 シテ横位 二什 レ全 身性痙攣 テ

表 ハ ス、心搏甚 ダ微弱且 ツ速 力三 シテ計算 スル

テ得 ズ。

2分 、瞳孔散大、封光反慮 ナ ク、眼底検査 二行

フニ網膜血管 二肺泡 テ認 ノズ其 ノ他乳頭 二異常

ナ シ、呼吸 ハ シヤィ子ス1・・一一ク氏型 ヲ呈 ス。4

分 、 口角 ヨ リ泡 テ吹 キ喘鳴 ア リ、撒同 ノ終呼吸

テ螢 ム。

4分30秒 、 呼吸絶止 ス心搏甚 ダ不整且 ツ微弱。

5分 、心音遂 二聴 取 セズ。

第4例 猿、實験 番號 、第8號 、禮重28卿 瓦、

雄。

股 静脈 注入量 全量5.8耗 、注 入速度5秒 、 注

入約3立 毛ニ シテ既 二心部 二於 テ含1漱様雑音 テi聴

取 シ同時 二心音 微弱且 ツ頻 数 トナル。

注 入直後、全量 ヲ注入 シ終 ル ヤ床 上二放任 ス、

歩行 ノ蹄踊著 明 ニ シテ恰 モ泥酔者 ノ如 シ。

1分 、突 如、側臥位 二什 ル、呼吸不整心音甚 ダ

微弱 ニ シテ且 ツ速 カナ リ。瞳孔散大 シ封光反鷹

ナ 久 角膜反射叉清失 スルモ眼底 ニハ網膜、孚L

頭 二異常 ナ シ。

3分 、全身性痙攣 議作 ノ後一時的無呼吸 ノ歌態

ヲ呈 ス。

4分 、吸息性終末呼吸 ヲ数同反復 ノ後呼吸絶!ヒ

スルモ心搏爾 ホ之 レテ錬 取 ス。

5分 、心搏 モ亦途 二停止 ス。

第5例 猿 、實験 番號 、第53號 、罷重12〔)O瓦

雄 、静脈 、炭酸 瓦斯、注 入量禮重符冠25.0耗 注

入速度{1秒 。

注入途 中ニテ既 二心部 二高調 ナル雑 音 テ燭知 ス

ル モ注入 テ中止 スルヤ直 チニ之 レヲ聴 取 セズ。

注 入直後、心部 ノ雑 音既 二消失 スルモ、 呼吸著ニ

シク促迫、一種 ノ咲:聲テ登 ス。

1分 、心音鞘 支頻撒 ナルモ規則 的、瞳孔尋常大

一 シテ封 光反射 二異常 ナ シ。

2分 、側 臥位 テ以 テ床上 二什 ル、呼吸尚 ホ促迫

シ、心音又頻撒 ナ リ、顔面 「チア ノーゼ」テ呈 ス

四肢個 々 ノ蓮動 ニハ障碍 ナ ク、夫 々他魔的刺戟

二良 ク癒 ズ。
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1舵1分、良 ク歩行 シ四肢 ノ蓮動 二異常 ナ シ、呼吸

困難著 シク輕滅 サルモ顔 面 ノ「チア ノー ぜ」未ダ

恢 復 セズ。

30分 呼吸、心捕共 二殆 ン ド注 入前 二蹄 ル、元氣

良 久 後遺症 テ認 メズ。

第6例 猿 、實験番號、第44號 、禮 重1330瓦

雄 。

右股輝脈、炭酸 瓦斯、注入量禮 重毎冠38.0琵 、

注 入速度 。

注 入牛 バニ シテ突 如、鳴聲 テ登 シ、心部 二高調

ナル含漱様 雑音 テ聴取 ス。

注 入直後 、心部 ノ雑 音既 二浦失 シテ聴取 シ得 ザ

ル モ心音甚 ダ微弱、不規則 ナ リ、 呼吸ハ既 ニシ

ャ イ子 ス トー ク氏型 テ呈 ス。

1分 、床 上二放仕 スルニ歩行不能 、他 蓼琶的刺戟

二慮 ぜズ、瞳 孔散 大、封光反射 ナ シ。

1分30秒 、排尿、糞 便 ノ排出 アリ、次 イデ呼吸

全 ク停止 シ心音又聴取 シ得 ズ、此 ノ時直 チニ該

動 物 ラ背位 二保 チ、人工 呼吸 テ連綾施行 ス。

6分 、途 二再 ピ吸息性呼吸 テ恢復、次 イデ心音

モ亦聴 取 スル ニ至 リ、 同時 二瞳 孔縮小封 光反射

又陽性 トナル。

15分 、吸吸、心音共 二規 則的 トナルー二及 ンデ床

上 二放任 スルニ未 グ歩行能 ハズ、呼吸撒毎 分18

心搏240、 意識 爾 ホ渾 沌 タルガ如 シ。

18分 、歩行 セン トスルモ未 グ蹄闘、元氣無 シ。

30分 、歩 行尋常、心音、呼吸共 二殆 ン ド恢復 ス

]時 間、元氣良 ク、他畳的刺戟 二良 ク磨 ズ、四

肢 ノ蓮動 二障碍 ナ ク歩行 二又異常 ナ シ、後貼症

ナ ク生 存 ス。

第7例 猿、實験番 號5第36號 、 禮重1270瓦

雌 、股 静脈 、炭 酸瓦斯 、注入量全 量50.`1立 毛、膿

重 毎冠39.0妬 、 注入速度。

注入4琵 ニ シテ心部 二高調 ナルi雑音 ナ聴取 スル

モ注 入ラ中止 スルヤ直 チニ之 レテ浦失 シ、再 ビ

注 入 テ績 クルニ及 ビ」叉心部 二i雑音 テ鯛知 ス。

注 入直後、既 二心部雑音 テ聞 カズ、心音甚 ダ微

弱、 且ツ頻数 ナ リ。

ユ分、呼吸 ノ促迫著 明ナ リ、突 如、奇聲 テ登 シ

テ床 上 二fトレ、 口角 ヨ リ泡 ラ出 ス、次 イデ後 弓

反張 テ示 シ全 身性痙攣iノ後 呼吸絶li殆 ン ド同時

二心搏又 停!Lス 、時 二注 入後1分15秒 ナ リ。

第s例 猿、實験番號 、第33號 、膣重3280瓦

雄 、左股 静脈 、炭 酸瓦斯、注 入量全量23髭 、注

入速度5秒 。

注 入前 呼吸数40、 心榑数128。

注 入量15耗 ニ シテ既 二呼吸促迫 シ、苦 悶1状ラ表

ハ シ四肢 テ腕 ク.

注 入直後 床上 二放置 スル ニ歩行 ノ蹄踊著明、

頭折 レ意識朦朧 タル ガ如 シ、瞳孔 、角膜反射 二

異常 ナ シ。

1分 、 呼吸困難著 シク輕減 シ、 心音又速 ヵナル

モ規則 的ナ リ、歩行尋 常 ナルモ鞘 ミ元氣無 シ。

3分 、元氣filB恢 復 シ、外観 上ZF穏 ナ リ、呼吸

撒46、'亡 、季尊180。

30分 、 呼吸数38、 心樽撒140、 元 氣良 ク後遺症

無 ク生存 ス。

第=項 家兎及 ビ猿 ノ左心室へ直接各

種瓦斯盤 ヲ注入セ ル場合

1,家 兎 ノ左心室 へ室氣 酸素或 ・・炭酸 瓦斯 テ注

入 セルモ ノ

致死 二遠 キ極 ク小量 ノ注 入二際 シテハ敦 レモ殆

ド症状 テ現 ハサザ リシモ、室氣及 ビ酸素 ノ毎冠

0.8琵 、 炭酸瓦斯 ノ毎冠4.0耗 一 テ既 二各例著

明ナ ル紳経症状 テ現 ハ シタ リ。

即 チ注 入瓦斯艦 及 ピ鴬該動物 ノ生死 テ問 ハズ注

入直後 ヨリ四肢 ノ蓮動障碍、歩行 ノ困難或 ハ其

ノ不能 ラ來 タシ、時 二後 弓反張、 全身性痙攣及

ビ張直 テ表 ハシ逡 二瞳孔散大、封 光反慮 又清失

スルモ ノアリ。

眼底検査 テ行 フニ多 ク ノ場 合網膜 血管 ハ虜 々蒼

白 テ呈 シ、小氣泡 ノ存在 テ思 ハ シムルモ、炭酸

瓦斯 ノ注 入 二際 シテハ特 二多量注 入セ シモ ノ・

外 一般 二之 レテ認 メザル事 多 シ。

瓦斯膿 注 入後撒 秒乃 至撒十秒 ニ シテ心臓部 二於

テ多 クハ含漱檬雑音 ラ聴 取 シ心音又不規則、緩

慢微弱 トナ リ且 ツ急速 ノ注 入二際 シテハー時的

心搏 ノ停 止 スルコ トアルモ、致死 量 ノ注 入二際
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シテノ、直チニ恢復、再 ビ心音 ヲ嘉取 シ撒分 ニ

シテ規則的且 ツ張盛 トナリ心部 ノ雑音モ亦清失

ス。瓦斯艘注入後多クハ数分ニシテ神経症状 ハ

消退 シ歩行尋常、瞳孔反鷹等又菖態二復スルモ

之 レガ清退ハ炭酸瓦斯 ノ注入二際 シテ比較的敏

速、室氣 ノ注入二於 テ比較的緩慢時二数十分以

上テ要 スルモ ノアリ。

呼吸多クハ卒静ニシテ唯、棘経症歌 ノ輕減或ハ

消失セル時二於 テ却 ツテ之 レガ促迫テ來 タスモ

ノアリ。而 モ致死量以上 ノ注入二際 シテハ漸次

著明 トナリ再 ビ心音微弱、不規則、途二後弓反

張 テ現ハシ全身性痙攣 ノ後呼吸先ヅ絶止 シ次 イ

デ心音又停止スルハ静脈性栓塞二於ケル死的経

過 ト大差無キモ致死量以上ニシテ甚 ダ多量 ノ瓦

斯禮注入二際 シテハ該紳経症状 ノ未ダ依復セザ

ルニ既二呼吸障碍テ惹起 シ遽 二之 レガ絶止テ來

タスコト有 リ。

2.猿 ノ左心室へ室氣或 ハ炭酸瓦斯 ラ注入セル

モ ノ

第1例 猿 、」實験 番號、 第220號 、・膿重900.0

瓦 、雄、 注入量禮 重毎冠1.0琵 注 入速度5秒 。

注 入直後 、梢 支頭部 テ後方 二牽 引 シテ側 臥位 ニ

イトル。

瞳孔梢 気散大 シ封 光反磨鈍 ナ リ。 呼吸困難 テ認

メズ心音又規則 的 ニシテ殆 ドi雑音 テi聴取 セズ。

1分 、瞳孔反磨 二異常 ナキモ意識 明晰 ナ ラザル

ガ如 ク、歩行 未 グ不能糞便 ノ排 出 ア リ、前肢 ニ

テ頭部 テ抱 クガ如 干動作 ラ表 ハ ス。

5分 、意識梢 い陵復 セルモ ノ・如 シ、右前肢 二

輕度 ノ蓮動障碍 アルモ歩行可能 ナ リ。 心音 二異

常 ナ ク、呼吸 二又促 迫 テ殆 ド認 メズ。

7分 、歩行正常、其 ノ他 二著攣 無 シ。

Z)4時 間、後胎症無 ク生存 ス。

第2例 猿.實 瞼番號、第222號 、膣重1530瓦

雌 、注 入量全量4.0耗 、 注入速度10秒 。

注入直後、放置 スルニ臥位 二什 レ偏癬様登作 ト

共 二心音停1Lス 。

30秒 、心音再 ビ恢 復 スルモ不規則 ニ シテ微弱
、

呼 吸ハ甚 ダ緩慢 ニ シテ深 シ。

1分 、雨側眼球上方 二偏 シ震額 ア リ、瞳孔散大

シ封 光反慮 又消失 ス、 此 ノ時眼底検査 テ行 フー

網膜血管 ハ殆 ン ド氣 泡 テ以 テ充塞 シ、全i血管 ハ

銀 白 色テ呈 ス。

5分 、心搏不規 則 一 シテ、瞳孔反慮未 ダナ シb

網 膜 血管 ハ筒ホ各虎 二氣泡 テ栓 塞 シ、乳頭又蒼

白 テ望ス。

7分 、 依然歩行不能、側位 ラ以 テ床上 一 アリ、

呼吸心音共 二著攣 ナ ク、網膜、乳 頭共 二又異常

テ認 メズ。

15分 、後肢 二握 力 テ認 ムルモ前肢 ニハ未 グナク

龍i騙 ノー一部 二刺戟 テ與 フル時 ハ四肢 ヲ動 カス、

口角 ヨリハ泡 テ混 ぜル唾液 ラ流出 ス。

20分 、瞳孔反慮恢復陽性 トナルモ眼球 ノ震額未

グ消失 セズ、顔貌 無慾状 テ呈 ス。

25分 、前肢 ニモ亦握力 テ恢復 シ歩行 スベ ク努力

スルモ未 ダ能 ハズ。

1時 間、歩行恢復 シタルモ尚ホ蹄闘著明 ニ シテ

元氣無 シ。

2時 間、歩 行殆 ンド尋常元氣 又恢復 ス。

24時 、後遺症 テ認 メズ生存 ス.

第3例 猿、實験番號、第22-1號 、艦重1・isO瓦

雄 。 注入量 全量5・0耗 、注 入速度5秒 。

注 入直後 一時的心音停 止、瞳孔散大、封光反

射 又消失 ス。

30秒 、心音再 ビ嘉取 スルモ甚 ダ緩慢 ニ シテ微弱

且 ツ含漱様雑音 テ混 ズ、眼底検査 ニ ヨ レバ網膜

血管 ノ各虜 二小氣 泡 ノ栓塞 テ認 ムルモ乳頭 ハ異

常 ナ シ。

1分 、 呼吸 ハ シヤイ子 ス トー ク氏型 テ呈 シ、心

音又不規則且 ツ微弱 ナ リ、瞳孔梢 ≧縮 小帳 復 シ

タルモ反鷹 未ダ鈍 ナ リ。

3分 、突如、全身性痙攣 ラ登 シ、呼吸停止 スル

モ心音尚 ホ之 レテ蕪 取 ス、 口角 ヨリ多量 ノ唾液

泡 テ流出 シ、顔面蒼 白、排尿 アリ。

3分30秒 、 再 ピ甚 グ緩 徐 ナル終末呼吸 テ纏 二

螢 ム、心音 甚 グ微弱 ニ シテ表在性、且 ツ不整 ナ

リ。

4分 、 呼吸先 ヅ紹止 シ次 イデ心音又聴 取 セズ
、



662 舳松=胸 腔及ビ血管内瓦斯注入 二依ル實験的研究 【第12巻

瞳孔極 度 二散開、封 光反慮 モ亦 浦失 ス。

第4例 猿 、實験 番號、第225膿 重1000瓦 、

雄 、注 入量全 量3.5耗 、 注 入速度10秒 。

注 入後10秒 、放任 スル ニ床h二 什 ル、心音不規

則 ニ シテ緩徐 且 ツ小撒 ノ水泡音 ヲi聴取 ス。

30秒 、瞳孔散 大 シ封 光反射 ナ シ、 呼吸困難 テ殆

ン ド認 メザルモ歩行不能 ナ リ。

]分 、瞳孔反慮恢復 セル モ未 ダ鈍 ニ シテ全 身 二

痙攣性登作 ア リ。

5分 、瞳孔反射殆 ン ド恢復 シ、 恰 モ眠 リヨリ麗

メ タル ガ如 キ表情 ア リ。

10分 、呼吸 ノ促迫著 明 ニ シテ心音 又頻 激 ナ リ、

歩行 未 ダ・陵復 セズ。

30分 、糞 便 テ排 出 ス、呼吸困難利脈 輕 減 シタル

モ心 鱒ボ グ速 カナ リ、歩 行爾 ホ蹄闘。

1時 間、呼吸 ノ促 迫最早 ナ ク、心音 父殆 ン ド恢

復 スルモ爾 ホ梢 支頻撒 ナ リ、歩行踊罰 ナ ク殆 ン

ド尋 常 ナ リ.

第5例 猿 、實験 番號、第325號 、禮重1480瓦

雄 、注入量全量10耗 、 注入速 度10秒 。

注 入直後、一種 ノ鳴聲 テ議 シテ床 ヒニ什 レ歩行

不 能、瞳孔 中等度 二散大 シ瞳孔反磨 ナ シ。心音

微 弱且 ツ不 規則 ナルモ雑音 テ蕪取 セズ。

1分 呼吸梢 支促迫 シ顔面蒼 白 テ呈 ス。排尿脱

糞 アリ。

2分 、心音、呼吸共 二正常 二恢復 ス。

3分 、瞳孔反鷹 陽性 トナル モ歩行 爾ホ不能 ナ リ

顔面紅潮 テ呈 ス。

4分 、歩行 スルモ梢 謡萌闘 ニシテ、他魔的刺戟

一良 ク癒 ズ。

7分 、歩行尋 常 ニ シテ其 ノ他 二著 攣 ラ認 メズ。

24時 間、後遺症 テ認 メズ。

第6例 猿、實験番號、第335號 、禮重1000瓦

雌 、注 入量全量5.0耗 、 注 入速度5秒 。

注 入直後 、心音 二著 攣 ナ ク、呼吸又準静 ナ リ。

瞳 孔及角膜 反射 二異 常 ナ シ。

30秒 、放置 スル ニ床上 ニイトル。顔面梢 ≧蒼 白、

心音不 整 トナ リ且ツ緩慢 ナ リ。

1分 、瞳孔 二著攣 ナク、意識 又明瞭、良 ク他罷

的刺戟 二慮 ズルモ歩行未 ダ恢 復 セズ。

2分 、心音規 則的 トナ リ呼吸 二又困難 テ認 メズ

歩行父恢 復 シタルモ荊与≧蹄珊 タリ。

7分 、歩行 ハ殆 ド尋常、元氣良 シ、後貼症無 ク

生存 ス。

第三節 総 括

以上實験ニヨリテ動物 ノ静脈へ各種瓦斯盟テ注

入 シタル謂所静脈性瓦斯栓塞 ノー般症状 ト、左

心室へ直接注入シタル謂所動脈性瓦斯栓塞 ノ症

月犬トニ著 シキ相異 アルテ認 メタリ。

即 チ静脈性瓦斯栓塞 二際 シテハ先 ヅ血管内瓦斯

注入直後 ヨリ心臓部 二高調 ナル含漱様雑音テi聴

取 シ、心音ハ微弱、心樽又頻数 トナリ次 イデ呼

吸ハ其 ノ数テ増加 シ其 ノ促迫 ラ招來 シ心部雑音

ノ清失セル時二於テ却 ツテ著明ナ リ。而 シテ発

死セザリシモ ノニ在 リテハ漸次之 レラ症状ハ輕

減恢復 スルモ致死量以上 ノ注入二際 シテハ呼吸

因難漸次檜大 シ逡 ニハ後弓反張 ラ現 シ全身痙攣

失尿 ノ後呼吸絶止 シ=次イデ心音又停ILセ リ。

瞳孔ハ注入後一過性縮小スルコトアルモ生死敦

レノ場合 ト錐 ドモ網膜血管二氣泡 テ詮明 シタル

コト無 ク且ツ乳頭ニモ亦異常テ認メザ リキ。

要之、静脈性瓦斯栓塞 ノ徴候ハ生死二關セズ先

ヅ呼吸因難、心機能 ノ充進 ヲ主 トセル肺循環障

碍 テ現ハ シ、発死セシモノニ於 テハ更 二全身性

痙攣、糞便 ノ失禁、呼吸、心機能其 ノ他 ノ反射

機能 ノ衰微、次 イデ之 レガ消失 テ來 セル中福瀞

経麻癖 ヲ現 ハシタルモ之 レニ反 シテ動脈性瓦斯

栓塞 二際 シテ・・其 ノ生死二關セズ先ヅ中福紳経

麻癖症}吠ヲ招來 セリ。自Pチ瓦斯禮注入直後 ヨリ

先 ヅ四肢 ノ蓮動障碍 ラ來 タシ、歩行 ノ困難或ハ

史 二不能 テ現ハシ、時二後弓反張、全身性痙攣

及 ビ張直テ來 タシ瞳孔 ノ散大、封光反射 ノ消失

更 二猿 ノ例二於 テハ眼球 ノ震頭及 ビ斜覗 テ現ハ

シタルモ、発死 セザ リシモノニ在 リテハ漸次清

退恢復 セリ.

多量且 ツ急速 ノ注入二封 シテハー時的心搏停止

スルコ トアルモ直チニ恢復、再 ビ心音テ魏i取セ
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リ。

呼吸バー般二注入直後 二著攣 ナク比較的ZF静 ナ

ルモ、一定時 テ経テ即チ瀞鰹症状 ノ輕減セル時

二於 テ却 ツテ呼吸 ノ促迫テ招來スルコト多 シ。

爾ホ眼底検査ラ行 フニ生死敦 レノ場合 ト難モ注

入後敷秒ニシテ既二網膜血管 二氣泡ラ詮明 シ得

タルモ数分後 ニハ最早之 レテ認 メ得 ザ リキ。

要之、動脈性瓦斯栓塞二際 シテハ動物 ノ生死 二

關セズ先ヅ中櫃神脛廠癖症状 テ現 ハシ綾 イテ肺

循環障碍 テ招來セルモ前記 ノ如ク静脈性瓦斯栓

塞二於テハ先 ヅ肺循環障碍 デ現ハシ中櫃祠脛 庶

癖ハ第二次的 ノモノナリキ。

以上諸症状 ハ瓦斯膿 ノ種類 ニヨリテ殆 ド差異 テ

認 メザ リシモ炭酸 瓦斯艦栓塞 二際 シテハ其 ノ多

量 テ要 シテ以 テ始 メテ重篤 ナル徴候 ラ現 ハ シ、

且 ツ症状 ノ依 復ハ又他 ノ瓦斯膿 二比 シテ遙 カニ

速 カナ リ。

爾 ホ人工氣胸 ノ後一定時間 テ経 テ室氣栓 塞 テ惹

起 セシメタルモ ノー於 テハ前記 ノ如 ク其 ノ絶封

致死量 ハ無塵 置家 兎 ノ友 レニ比 シテ小 一 シテ、

甑 二毎冠0.4耗 テ以 テ致死 セ シメ得 タルモ ノア

リ況 ンヤ其 ノ障碍 タルヤ更 二小 量 テ以 テ之 レヲ

生 ジ而 モ重篤 ナルモ ノ多 カ リキ。

尚 ホ諸症状 ハ猿 ノ實験 二於 テ著 明ニ シテ殊 二中

福瀞脛症状 ハ特 二明瞭、 且 ツ之 レガ消退恢復 ハ

兎 一比 シテ比較 的長時間 ラ要 セ リ。

第六章 瓦斯栓塞二於ケル解剖及ビ組織學的所見

第一節 緒 言

前章 二於 テ、艶 死 セルモ ノハ勿論、発死 セザ リ

シモ ノ ト錐 モ必要 二慮 ジテ撲殺 シ勃 レモ其 ノ肉

眼的及 ビ組織 的所見 テ検 索 セ リ。

解剖 二際 シテハ常 二細 心 ノ注 意 テ彿 ヒ、且 ツ各

種臓器 ノ別 出 二際 シテハ之 レニ出入 セル 凡テ ノ

血管 テ豫 メ結紮 シ血液 ノ流 出 テ防 ギ タ リ。

術ホ肺 ハ必要 二鷹 ジテ開胸前 二氣管 テ結紮 シ之

レガ縮小 ヲ防1Lセ リ。

第二節 實験成績

第一項 家兎、空氣 ヲ注入 シテ発死セ

ザリシモノ

第21表
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肉眼的及 ビ組織學的所見ノ総括

心臓 ハ敦 レモ心嚢 二異常ナク心冠静脈、稻 支怒

張 スルモ氣泡ヲ見ズ。
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右心房及 ビ右心室 ・・比較的多 量 ノ血液 テ以 デ梢

≧膨 隆 シ之 レラ切載 スルニ血液 ノ流出 ト共 二極

クノ∫・量 ノ氣 泡 ラ認 メタ リ。

左 心房及 ビ左心室 モ亦中等度 ノ血液 テ含 有 スル

モ之 レテ切割 シテ氣 泡 ヲ認 メズ。

上行大i糊 辰、下行大静脈及 ビ頸静脈其 ノ他胸 壁

立立二腹壁血管、及 ビ腹膜血管 ニモ亦 多 クハ氣 泡

テ認 メザ ルモ注 入量 ノ比較的致死量 二近 キ2例

二於 テ ノミ上行大静脈或 ハ下行大静脈 二小 量 ノ

氣 泡 ヲ謹明 セ リ。

肺動脈 ハ多量 ノ血液 テ以 テ膨隆 シ之 レラ切蔵 ス

ル ニ多量 ノ血液 二混 ジテ小量 ノ氣泡 ノ放 出 スル

ラ見 ルモ、肺棚 辰ハ萎縮 シテ殆 ド内容 子入 レザ

ルモ ノ多 シ。 心 内膜及 ビ各辮膜 二異 常 ナ 久 鏡

検 上叉心筋 二著攣無 シ。

肺臓 、豫 メ氣管 テ結紮 セルモ ノハ室氣 テ含 ミテ

膨 隆 シ外観上殆 ド異常 ナ リ、 且 ツ鯵血及溢 血斑

其 ノ他 ノ局限性病攣 チ認 メズ。

鏡 検 スルニ肺組織 ハ概 シテ網状 テ呈 スルモ虜 々

肺泡 ノ正 シキ圓型 テ示 サザル モ ノ或 ハ肺胞 ノ全

ク判明 セザル小斑部 テ認 ム。肺胞 バー般 二室氣

テ含 ミテ肺胞壁緊張 スルモ、肺胞 壁弛緩 シテ鐵

髪 テ呈 シ、肺胞 二於 ケル室氣 ノ含有甚 ダ小 ナル

テ思 ハ シムルモ ノア リ。彼 ノ肺胞 ノ刹 明 セザル

小斑部 二在 リテハ肺胞 中隔 相屡 シテ殆 ド零氣 テ

含 マザルモ ノ多 シ。

肺 毛細管 ハ多 クハ赤lfll球ヲ充盈 シー般 二輕度 ノ

響 血状態 ニ アルモ周邊部 二於 テハ輕度貧1血状態

テ呈 スル ア リ.

肺 動脈 ノ分 岐枝 ハ赤血球 テ充實 スルモ ノ多キモ

叉 各慮 二之,レガ脱出 シテ空虚 ナ ルテ見 ル。

肝臓 、三般 二1盆血斑 テ認 メズ、鏡検上叉中心艀

脈 及 ビ肝細胞索 間静脈 二輕 度 ノ鰐 血 ラ見ル外 溢

血 ナ ク、脾臓 及 ビ腎臓又殆 ド影lfltセズ1唯腎臓 二

於 テハ注入量 ・比較的大 ナルモ ノニ於 テ ノミ其

ノ惜造・二千省k琶筆lf吐ラ;認ムノレモ ノアリ。

脳、 各例硬 軟脳膜 二異 常 ナ久 胎 静脈管 ニハ醗

血 、接張 ヲ認 メズ。脳 動脈管 ハ多 ク萎縮 シテ血

液 テ入 ル ・コ ト甚 ダ少 ナク、且 ツ全 ク内容 テ見

ザルモノアルモ、各磯血管二氣泡 テ謹明セズ。

顯微鏡的ニハ全例壌死出血其 ノ他限局性攣化テ

認 メズ。

第二項 家兎、空氣ヲ注人 シテ莞死セ

ルモ ノ

.第 22 表
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肉眼的及顯微鏡 的所見 ノ総括

肺臓 豫 メ氣管 ラ結紮 セルモ ノニ在 リテハ膨 隆

シ割面又含氣 性 ニ シテ指 歴 ニ ヨリテ室氣 ノ脱 出

テ見、且 ・・肺臓 ノ左右 テ問 ハズ其 ノ周縁部 二氣

腫 ノ形成 テ認 ムルモ ノ有 リ。 多 クハ各慮 二大小

溢血斑 テ現 ハ シ割面54Ml液 二富 ム。

肺組織 ハ概 シテ網状 テ呈 スルモ庭 々網状 ノ判 明

セザル部 ラ認 メ殊 二周縁部 二多 キガ如 シ、肺胞

ハ比較的室氣 ラ含 ムモ彼 ノ網 状 ノ明 カナラザル

部 二在 リテハ肺胞 壁相接 シテ緻襲 テ現 ハ シ室 氣

テ含 マズ、

肺毛細管 ハ赤1血球 子以 テ充塞 セ ラレ肺胞 中間組

織 テ走行 シ肺 毛細 管 ノ謄 血 テ思 ハ シム、 且 ツ各

塵 二血球 ノ肺胞 内脱 出 テ見 ルモ周縁 部 二於 テハ

麗血 ナク却'ソ テ赤 血球 ノ含有不充 分 ナル モ ノ;

認 ム。

心臓、心臓 静脈 ハ多量 血液 テ以 テ怒張 シ小数例

二於 テ氣 泡 テ容 大し。

右心房 及 ビ右心室 ハ共二又多量 ノ1価夜及 ビ室 氣

テ以 テ極度 二膨大 シ之 レラ切割 スルニ多量 ノ1t旺

液 ト共 二中等量 ノ氣泡 ラ遊出 セ リ.

肺 動脈 ハ殆 ド氣泡 ノミ子以 テ膨隆 スル ガ如 ク之

レテ切裁 スルー 内 ヨリ多量 ノ1(11液泡 沫 テ遊 出

ス
o

左心房 及 ビ左心室 ハ執 レモ極 ク小lll:ノ血液 チ入

ル ・外氣 泡 子認 メザル モ第23例 二於 テ ノ ミ左

心房 二極 ク小量 ノ氣 泡 テ明 カニ認 メタ リ。

肺静脈、頸 動脈其 ノ他 ノ動脈 系統 ハ敦 レモ弛緩

シ∬旺液 手容 ル ・コ ト甚 ク少 ナキモ、頸静脈 上下

行大 静脈其 ノ他 腹腔 各艀脈 ハ各例 二於 テ怒張 シ

且 ツ注 入量 ノ大 ナルモ ノニ於 テ ノ ミ右心房 二近

キ上行大i翻 辰或 ハ下行大静脈 二小lll:ノ氣 泡 ヲ認

メ タ リ。

肝臓 、輕度 二膨Il旺シ組織學 的 二・・中心静脈 ノ顧

血著rリ]ナルモ盗 血 ナク、脾臓 及 ビ腎臓 ハ肉眼的

二異常無 キモ鏡検 上脾臓 ハ其 ノ赤 色實質 二比較

的高度 ノ騨 π『 呈 シ、腎臓 又其 ノ髄 二於 テ轡∬旺

高 度ナ リ。

磯、磯膜 二異常 ナ 久 拶 静脈 バー般 二怒張鰐 血

スルモ氣泡 テ認 メズ、拶 動脈 ハ萎縮 シ殆 ド血液

ラ.容 レズ且 ツ各例共 二氣泡 テ謹 明 セザ リキ。

割面 二異常 ラ認 メズ鏡検 上叉著攣 無 シ。

第 三項 家兎 、炭酸瓦斯 ヲ注入 シテ弊

死 セザ リシモ ノ

肉眼的及顯 微鏡 的所 見

胸部 及腹部 各静脈 二異常 ナ ク氣泡 ラ認、メズ。

心臓 、心嚢 二病 的攣化 子認 メズ、心冠 艀脈 ニハ

怒張 チ見 ズ殆 ド常態 ニ アリ。

頸 静脈、 上行 大静脈、 下行大静脈 一・・多量 ノ血

液7容 ル ・モ各例享1〔レモ積張 ヂ認 メズ氣泡又言登

明 シ得 ズ。

右心房 及右心室 共 二多一㌔㌃ノ血液 ラ坦 テ中等量 二

膨隆 スルモ氣泡 テ認 メズ。

肺動脈 モ亦 多量血液 チ以 テ箱注 膨大 ㍗ レモ外部

ヨリ氣泡 ラ察知 シ得 ズ、 切割 スル ニ及 ンギ極 ク

小量 ラ送 出 ス。

左 心房バー般 二砧 支萎縮 シ極 クiJ、量 ル血液4容

ル ・二過 ギサル モ左 心室 二・・中等量 舶1液 ヲ入

レ萎縮 うぐi脛度 ナルモ ノ多 シ。

肺静脈 モ亦納 ミー湊縮 スルモ爾 ホ・1・量 ノi([液一'入

Pレ
∩

心 内膜及 ビ各蜘…膜 ニハ異常無 ク鏡梅 ヒ心筋 二叉

著攣無 シ。

肺臓 肉眼上殆 ド著 鐘 ナ ク、 之 レ子鏡検 スルニ

肺組織 ハ多 クハ網状 ラ呈 シ室氣 テ含 ムモ、一部
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第 23 表

1例幡 罐
婁 兎號…重

性 注血
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2620

2140

1780

2600

2460

i

L窒_

♀

2130

1880

♂

土

♂

,,

2400[
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2400b,
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τ 一}3.6ヘ ト

"13・1

3.2

2.Ol4.8
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痂
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8.9
　 　

5.0113.3
_1

6.σ16.2
　

,,15.7

マ 13.0

,,

,,

10.6

_ユ ー

7.0}15.0

"}21.0

,,i16.8

i15.6

1・5.・

8.oi19.0

7 21.0

2ノ/

311

3ノ/

7

1"

1"

ア
7

5"

5ノノ

3"

2!!

7

2"

3"

7

5"

7"

Jr"

3ノ1

7
3"

ノ

テ思ハシムルモ ノ無 ク且 ツ氣泡ラ認 メズ。

腎臓 皮髄 テ通 ジテ著攣無 ク且ツ璽血テ認 メズ

脾藏 又解剖及 ビ組織的二著攣無 シ。

磯 磯膜 二異常ナク、各種磯静脈管蚊二静脈寳

二振張充盈 ナク叉氣泡ラ認 メズ。
'第四項 家兎

、炭酸瓦斯ヲ注入 シテ莞

死セルモノ

第24表

例 矧 膿 性

数酬 重 別

湘1禮 麟罫 蜘 髄
耀 位 網 全量 死問 入度

5 へ 　 ア　 　
20623201,,1児{と6

1、8魎÷塁蟹 譜 …匿;
3・SS卜2ろ ・…"1足 位 ⊥ …璽3'・ ・"[童

4画 塑 ⊥1⊥ 背 位
一鍾 ・9・・i214・1115/!

10/1922160

ケ
6
}
∩6

一
Q
り

10

τ
万
万
14

15

,D「

　

20712600_平,,,,

・93痂 『杳一了 一函

,,,,,,,,19.0

20.0 5/

19.03/201ノ

痂5・10〃

　 　へ
2400♂197

19412780』¥1-7-丁7飯b2・

195

廊
禰

頸 背 位10.024.020!

器iil茸 歯 ÷llil5撫
1

塑 一L」"睡 ⊥ …塑 ・2'
1980"1股1足 位208

　 へ 　コ 　

2091265σ,,"1背 仕

20.03!

E26 .54!20!!

3",

7

3!!　
5!ノ

6"

6!!

10"

41!

7
7

5!ノ

分肺胞壁弛緩 シテ正 シキ肺胞 ラ現 サズ鍛 髪 テ呈

スル モ ノア リ。

肺毛細管 二多 クハ毯血 テ認 メザルモ、一部分肺

毛細管 二於 ケル赤血球 ノ充塞著 明 ニ シテ、即 チ

輕度 ノ馨 血 テ思 ハ シムルモ ノア リ。

大小肺動脈 ハ赤血球 ラ以 テ充實 スルモ ノ多 キモ

各庭 二内容 ノ室虚 ナルモノラ認 ム。

肺静脈 ニモ亦 中等量 ノ血球 ラ容 レ、 内容 ノ室塵

ナル モ ノテ認 メズ。

肝臓 溢血斑 テ認 メズ、肝細胞索間毛細 管及 ビ

中心静脈 ハ赤 血球 テ以 テ充塞 サルルモ殆 ド鯵血

解剖及ビ組織學的所見

第4例 二於 テハ胸部内乳静脈 二氣泡テ認 メタル

モ腹壁腹膜血管 二之 レテ登見セズ。

心嚢ハ各例尋常、心冠静脈 ハ著=シク憤張 シ充盈

スルモ勃 レモ氣泡テ容 レズ。

頸静脈 上行大静脈 ハ各例血液テ以テ充實 シ鑛

大 スルモー般 二氣泡テ認メズ、但 シ第4例 二於

テノミ下行大静脈 二小量 ノ氣泡 テ詮明セ リ。

肺動脈 ハ敦 レモ多量血液 ト氣泡 ラ以テ膨隆 シ、

殊 二第4例 二於 テハ殆 ド瓦斯禮 ノミテ以 テ膨擶

セルガ如 ク切開 スルニ多量 ノ血液泡沫テ放出

ス。右心室及右心房ハ共二多量 ノ血液 テ以テ膨

大 シ外部 ヨリ多量氣泡 ノ浮動 スルテ認ムルモ、

左心室、左心房ハ敦 レモ萎縮 シ殆 ド内容テ入レ

ザルモノ多 シ。

肺静脈モ亦萎縮 シテ血液 テ全 ク容 レザルカ或ハ
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甚 グ小量 ヲ容 ル。

心 内膜及 ビ各辮膜 尋常 ニ シテ組織 的 二心筋又異

常無 シ。

肺臓 豫 メ氣管 ラ結紮 セ シテ以 テ比較的膨 隆 シ

正常歌態 二近 ク各例 各葉 テ通 ジテ多少共 二塵 々

小溢血斑 テ認 ムモ周縁部 二於 テハ却 ツテ貧血性

ナ リ。

鏡検 スルニ肺組織 パー般 二網状 テ表 ハスモ肺胞

壁租 く弛緩 シテ肺胞 ノ正 シキ型 ヲ示 サザ ルモ ノ

ア リ且 ツ肺胞中隔破壌 シテ相通 ゼルモ ノアリ.

肺 毛細管 ハ 各例 一般 二赤血球 テ充 實 シ肺胞 中隔

二相當 シテ曲折蛇行 ス、 且.ツ各腿 二赤血球 ノ毛

細管外漏 出 ラ認 メ外縁 ノー部 二於 テ肺胞 内浴血

著 シク爲 メニ網状 ノ判 明 セザルモ ノアルモ、他

部 二於 テハ却 ツテ赤 血球 ノ含有甚 グ少 ナク貧 血.

ヲ,思ハ シム。

大小肺動脈 ノ分岐枝 パー般 二IfE球 テ充 満 スルモ

肺静脈 ハ多 ク萎縮 シテ内容 テ見ザ ルカ稀 二小1堰t

ノ血液 テ容 ・レ・コ トア リ。

肝臓、割面 甚 グ血液 二富 ムモ溢 血 テ認 ノズ組織

的 ニハ中心静脈 ハ振大鰐 血 ラ認 メ腎臓 又一般 二

膨血状態 ニ アリ、殊 二髄 二於 テハ膨血著 明ニ シ

テ各虎 二溢 出斑 テ認 ム。

磯、一一般 二磯 静脈 ハ怒張 シ.静 脈寳又籏張充盈

スルモ氣 泡 テ認 メズ、月箇静脈 ハ各例 萎縮 シテ殆

ド内容 テ見 ズ、硬 軟磯膜 二異 常 ナ ク、組織 的 二

又壊死、出血其 ノ他 限局性病攣 テ認 メズ。

第五項 家兎、酸素 ヲ注入 シテ弊死セ

ルモ ノ

解剖及 ビ組織學的所見

心臓 右心房、右心室共 二膨隆輕度 ニ シテ外部

ヨリ又氣泡 ラ察知 シ得 ザ ルモ ノアルモ之 レテ切

割 スルニ敦 レモ、'多lll血液 二混 ジテ小量或 ハ中

等 壁 ノ氣 泡 ラ溢 出 ス、左心房及 ビ左心室 ニ ハ小

景 ノ血液 テ容 ル ・モ氣泡言窃明 セズ、心冠 罐脈 ハ

血液 テ以 テ振張 充 盈 スルモ亦氣 泡 ヲ認 メズ、心

嚢i二叉異常 ナシ。

左右頸 静脈、 上下各大静脈 ハ各例怒張 シ且 ツ第

2例 、第4例 二於 テハ1:行 大静脈 及下行大静脈

第 25 表

例 尿番1膿 性1注血1禮 職 入量 墜時!1聴
1

数 兎號;動 別 射管
11114 ♂1股2300
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"

7の
囮

一5一
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3・615ノ

2!!

7

2・5i5/5ノ1

3・42/31)!/i2"

3.24ノ:2ノ!

:;.46/3"

3.61/40"!2!!
一誼

,5・k,,,
ロ
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1

τ一1一三

7

"卜 ・

,,,'

5.52/2"

4.43!,:;"
　　

5.0、2!10"2"

200017133■9●,

二夫 々小 量 ノ氣泡 ラ認 メタリ。其 ノ他 、腹部各

静脈、 門脈 系統 ハ敦 レモ欝血輕度 ニ シテ又氣泡

テ讃明 セズ。

肺臓 、豫 メ氣 管 ラ結紮 セルモ ノーア リテハ良 ク

膨隆 スルモ然 ラザルモ ノノ・萎縮 ス、各例氣腫 テ

認 メズ。肺 パー般 二膨 血性 ニ シテ且 ツ第4例 二

於 テハ縦隔面 二近 ク小溢 血斑 テ認 メタルモ、肺

ノ外縁部 ハ却 ツテ貧血性 ナ リ。

鏡検 上肺組織 ハ比較的正 シキ網状 テ呈 スルモ、

肺胞 中隔 ノ厚 キ部 及 ビ比較的薄 キ部 二分 レ且 ツ

周縁 ノー部 二於 テハ網歌 ノ甚 ダ不 整 ニ シテ明 カ

ナラザ ルモ ノアリ。

肺毛 細管ハ 多クハ赤IM球 テ以 テ充 實 シ肺胞 中間

組織 テ走行、輕度 ノ膨 血 テ示 シ殊 二肺 ノ深 部 一

相常 シテ更 二麗血 ノ著 シキヲ思 ハ シムルモ ノァ

リ、 且'ソ各庭 二籏範 園 二 肺胞 内溢 血 ヲ認 ムル

モ、 又慮 々毛細管 二於 ケル赤血球 ノ充塞少 ナキ

モ ノア リと ハ外縁部 二多 シ、大小肺艀脈 ノ分岐

枝 ノ多 ク・・萎縮 シテ赤 血球 ヲ容 レザルモ稀 二比

較 的多量 テ容 ル ・モ ノアリ。肺動脈 ニハ釈脈 多

量 ノ赤 血球 テ充 塞 スルモ ノ多 ク、 且 ツ籏張 ラ示

5.715!21!
　　 　

5,3i2!50!!03!!
　 ミ

6.021i3"
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スモ庭 々全 ク室虚 ナルモ ノヲ認ム、術ホ各慮二

炭粉 ノ沈著テ見ル。

肝臓 脾臓、腎臓、共二解剖上著愛無 ク、鰐血

各輕度ナリ。

組織的 二肝臓 ハ中心静脈鞘 支充 盈スルモ氣泡テ

認 メズ、腎臓、脾臓共 二又鯵血テ見ズ。

謄 磯膜 二異常無 久 月嵩艀脈及ビ静脈賓共二梢

弓廣張充盈 テ認 ムルモ氣泡ヲ謹明セズ、磯動脈

又萎縮著 シク極 ク小量 ノ血液 テ容ル ・モ氣泡ラ

説明セズ。

其 ノ他割面 顯微鏡的二異常 テ認 メズ。

第六項 猿、空氣 ヲ注入 シテ弊死

セルモノ

第26表
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入度
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星二
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30001
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Jt

肉眼的 及 ビ顯微鏡的所 見

心臓 心嚢尋常、心冠静脈 ・・一般 二怒張 スルモ

氣泡 ヲ認 メズ、上行大静脈、下行大静脈共 二多

量 ノ血液 テ以 テ籏大 充盈 ス、 多 ク・・氣 泡 ヲ容 レ

ザルモ第2例 二於 テ ノミ上行大静脈 二小Ill:ノ氣

泡 ヲ認 メタ リ。

肺動脈 ハ殆 ン ド氣泡 ラ以 テ膨大 スルガ如 ク、之

レテ切蔵 スル時、 多量 ノ血液性 泡沫 テ噴 出 ス。

肺静脈 ・・一般 二牧縮 シ稀 二小 量 ノ血液 ラ入 ル ・

事 アル モ、氣 泡 ラ謹 明 セズ。

右心房 及 ビ右心室 ・・敦 レモ膨 隆 シ外 部 ヨ リ氣泡

ノ混 入ラ察知 シ且 ツ之 レラ切 開 スルニ、 多量 ノ

1価夜 ト共 二比較的 多lll:二氣 泡 テ併 出 ス。

左心 房及 ビ左心室 バー般 二萎縮 シ、小量 ノ血液

ヲ容 ル ・外氣 泡 テ護 明 セ ズ。

心内膜 及 ビ各辮 膜 二異常 ナ久 鏡検 上心筋 二著

攣 ナ シ.

肺 臓、 多 クハ灰 白色テ呈 シ、表面 二無数 ノ黒色

ノ小斑 鮎 ヲ有 ス。豫 メ氣管 テ結紮 セルモ ノーア

リテハ、肺 ハ良 ク膨隆 シ卒常獣態 二近 キモ結紮

セザ リシモ ノニ アリテハ、一般 二萎縮 シ爲 メー

ヨク各葉 ノ邊縁部 二氣腫 ノ形成 テ認 ム、各例肉

眼的 二鰐 血 ラ見 ザルモ第4例 二於 テハ塵 々小浴

血斑 テ表 ハス。

肺組織 パー般 二網状 テ呈 ヘルモ肺炮 壁 ハ弛緩 シ

テ肺胞 ノ膨隆 不全 テ來 タセルモ ノ多 シ。肺 ノ周

縁部 ハ比 較的肺胞 緊張 シテ室氣 子含 ミ肺胞中隔

ハ薄 ク此 ノ部 ラ走行 スル毛細管 ハ利㍗ 萎縮 シテ

血球 テ容 ル ・コ ト少 ナキ感 アルモ彼 ノ肺胞壁 ノ

弛緩 セル部 二於 テハ却 ツテ毛細管 ハ∬旺求テ以 テ

充實 シ各腿 二穫 血 テ思 ハ シムルモ ノアリ、且 ツ

肺胞 内漏 出 テモ認 ム。

肺血管 ハ肺動脈、肺静脈共 二赤血球 テ以 テ充塞

スルモ ノ多 ク殊 二肺動 脈分岐枝 ニハ籏大充盈 テ

見ル。

爾ホ 各慮 二炭粉 ノ貧喰 サ レタル テ認 ム。

肝臓、各例輕度 ノ健血 テ示 シ鏡検上叉一般 二鯵

血歌態 ニア リ。 腎臓 ハ皮質及 ビ髄 、敦 レモ鯵 血

ラ現 ハ シ、月卑臓 うぐ肉眼」=異常 無 キモ組糸哉的 ニハ

輕度慶血 ラ認 メタ リ.

臆 月嵩血管 ・・各例 、静脈 二振張充盈 テ認 ムルモ

中 二氣 泡 ヲ護 明 セズ、動脈管 ハ敢縮 シ血液 テ殆

ド容 レズ勿論氣 泡 ラモ認 メズ、硬軟磯膜 二異常

無 ク、割面 又脳 及髄共 二尋常、 且 ツ鏡検 上壌死

出lf皿其 ノ他局限性病愛 ラ認 メズ。

第 七項 猿、炭酸瓦斯 ヲ注入 シテ

艶 死セザ リシモ ノ

解剖 及 ビ組織學 的所見

心臓、心嚢 二異常 ナ 久 心冠静脈 ノ籏張叉輕 度

一 シテ且 ・ソ氣泡 テ諦 明 セズ。

左心房、左心室 ハ共 二萎縮 セル モ ノ多 〃、之 レ

テ切 割 スルニ左心室 ニハ小量 ノ血液 ト凝血 テ容

ル ・モ氣泡 テ認 メズ、 右心房 ハ利'R萎 縮 シ右心
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第 27 表

1例馨
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重 1別謄 位 毎酬 郵 入ノ隻
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♀!足 位120.060.020・ ・3000
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4134[2500
5321900
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28

1790

1850

4281350

gl44i1300
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♂1股1背 位23.07ろ.0£0"
　 　 　 　　 　　　

,,,,;,,125.062.025"
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♂
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背 位30.055.0

足 位35.047.0

38.0

25"

位背角又月

99

一♀

15!!

　

50.0{15"

35.089.oi20!/

テ充 塞 シテ輕度 ノ鰐血 子示 シ、腎臓 ・・皮 質 二鶴

血 ナ ク、唯髄 二於 テ輕度 ノ慶血 テ現 ハ スノミナ

リ、脾臓又各例殆 ド欝血 テ認 メズ。

磯、硬軟磯膜 二異常 ナ 久 切割 スルニ磯 室 二限

局性部位 ラ認 メズ、 各静脈 ハ鞘 ≧櫨張 テ示 セル

モ ノアルモ、氣 泡 テ諦 明 セズ,動 脈 バー般 二牧

縮 シテ殆 ド1(ll液テ容 レズ組織 的 ハ出血壌 死等 テ

認 メズ。

第 八項 人工氣胸家 兎、空氣 ヲ注入 シ

テ弊 死セルモ ノ

第 28 表

室又膨隆輕度 ニ シテ内二中等量 ノ血液 ト極 ク小

量 ノ氣泡 ラ容 ル.

肺 動脈 ハ1価夜 卜氣泡 トラ以 テ膨大 シタト部 ヨ リ氣

泡 テ透視 シ得、之 レテ切割 スルニ及 ンデハ血液

ト共 二多量 ノ氣泡 ヲ唾 出 ス。

上行大静脈 下行大静脈 及頸 静脈 、其 ノ他 ノ静

脈管 ハ多量血液 ラ以 テー般 二膨 隆 ス ・レモ輕 度 一

シテ目.ツ氣 泡 ラ認 メ ズ。

肺臓、豫 メ氣 管 テ結 紮 セザ リ シモ ノハ萎縮 シテ

庭 々特 二肺邊縁部 二於 テ輕度 ノ氣腫 ノ形 成 ラ認

メ且 ツ第一例及第 四例 二於 テハ各葉 二大小多敷

ノ溢 血斑 テ現 ハ ス、氣 管 ヲ結 紮 シタルモ ノニ ア

リテハ割面含氣 性 ニ シテ又血液 二富 ムモ其 ノ他

限局性病攣 テ認 メズ。

肺組織 パー般 二室氣 ヲ含 ミテ継歌 テ表 ハ シ肺胞

壁 ノ緊張 中等度 一 シテ肺胞型 又概 シテ正 常 二近

キモ、肺胞 壁著 シク弛緩 シテ鐡髪 ヲ示 シ網状 ノ

判明 セザ ル小斑部 テ認 ムルモ ノ有 リ。

肺毛細管 パー般 二赤血球 ヲ充塞 シテ肺組織間 テ

走行 シ蟹血輕度 ナルモ彼 ノ網状 ノ判明 セザル小

斑部 二於 テノ ミ鞘 支毛細管披 張 シテ慶 血状態 ニ

アリ且 ツ各庭 二肺胞 内盗 血 ヲ來 タセルモ ノラ認、

ムo

肺動脈 ノ分岐枝ハ旗大輕度、肺静脈 ニハ又小量

ノ赤血球 テ容ル ・モノ多 シ.

肝臓、慶血輕度其 ノ他肉眼的二著憂 ラ誌メズ、

組織學的ニハ中心艀脈、肝小葉間毛細管二血液

例絡 畦 魅 胸熱 胞 三杢纏 時

騨 號動 三縄 野 勝 デ哩1網 全量1死間
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肉眼的及組織學的所見

心臓 一般二無庭置家兎 ト大差無キモ右心房及

ビ右心室 ノ膨隆、無庭置家兎二比 シテ稚R高 度

ニシテ氣泡 ノ含有 ハ却 ツテ租 い1・量ナルガ如

シ 。

左心房及 ビ左 心室 ハ無腿 置家 兎 ト同様一般 二萎

縮 シ氣 泡又認 メザル モ、第2例 二於 テ ノミ其 ノ

左心房 ニハ極 ク小量氣 泡 テ明 カー 謹明 シ得 タ

も
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リ。

肺臓 健康側ハ概 シテ膨隆 シ含氣性ナルモ、氣

胸側バー般二萎縮 シ割面叉室氣 テ含マズ。筒ホ

雨側共二小鯵血斑及 ビ小溢血斑 テ各庭 テ現 ハシ

割面又血液 二富ム。

組織學的二氣胸側 ノ肺組織バー般二肺胞判明セ

ズー部之 レテ示 スモ ノアルモ多 クハ氣胸壁弛緩

シテ激髪ヲ呈 シテ肺胞 ハ室氣 テ含 ムコト甚 グ少

ナシ。

肺毛細管及 ビ肺動脈 ノ分岐枝バー般二鰐血状態

一アルモ第1、 第6、 第13例 等 ノ如 ク胸腔内へ

室氣注ス、量大ナルモ ノニ在 リテハ之 レガ鯵血輕

度 ナルカ、或 ハ之 レラ見ザルモノ多 シ。

健康側二於 テハ肺組織概 シテ含氣性 ナルモ稀 二

外縁部 二於 テ肺胞 ノ判明セザルモ ノアリ、肺胞

壁バー般二緊張 シテ肺胞ハヨク室氣テ含 ミ各塵

二肺胞中隔テ破壌 シテ相通ズルモノアリ、肺毛

細管ハ敦 レモ氣胸部 二比 シテ麗血1高度 ナリ。

大小肺動脈 ノ分岐枝ハ概 シテ赤血球 ラ充實 シ、

肺静脈又小量或ハ中等量 ノ赤血球 ヲ充塞スルモ

ノアルモ其 ノ多 クハ萎縮 セリ。

肝臓 割面血液二富ムモ外観上溢血斑 テ認 メズ

組織學的 ニハ肝小葉間毛細管及 ピ中心静脈ハ各

例赤血球 テ以 テ充實 シ、一般 二中等度 ノ鰐血 テ

示 ス。

腎臓ハ割面稚 ミ血液 二富 ミ組織學的ニハ皮質 ノ

膨血、敦 レモ比較的輕度ナルモ、髄 二於 ケル充

血比較的高度二1テ 脾臓叉一般二輕度鰐1虹テ現

ノ、 スO

艦 各静脈ハ梢 、怒張 スルモ、動脈多 クハ牧縮

シテ殆 ド内容無 ク、且'ソ氣泡ハ月勘肛管 ノ何庭_

モ護明セズ。

爾ホ鏡検上出血、軟化、壊死等 テ認ノズ。

第九項 結核家兎、空氣ヲ注入シ

テ発死セルモ ノ

解剖及組織學的所見

心臓 各例、心嚢 二異常ナク、心冠静脈鞘 ミ怒

張 スルモ氣泡ヲ諦明セズ。

h行大1顕脈、下行大静脈及頸静脈 パー般 二籏張

第 29 表
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充 盈 スルモ氣泡 ハ必 ズシモ之 レテ謹 明 セズ、唯、

第1例 ハ下行大艀脈 二、 第3例 ハ上行大静脈 二

夫 々小量 ノ氣 泡 テ認 メタ リ。

肺 動脈 ハ血 液 卜氣泡 トテ以 テ膨満 スルモ、肺静

脈 ハ萎縮 シテ殆 ンド内容 テ入 レザ ルモ ノ多 シ。

右心房及 右心室又多量 ノ血液 ラ以 テ膨隆 シ外 ヨ

リ大 小氣 泡 ノ混 入テ察知 シ、 之 レテ切載 スルニ

多量 血液 ト共 二氣 泡放 出 スルヲ認 ム。
り

左 心房 バー般 二萎縮 シテ極 ク小量 ノ血液 ノ外氣

泡 デ謹 明 セザルモ、第3例 二於 テ ノミ小量 ノ血

液 二混 ジテ極 ク小量 ノ氣 泡 テ認 ノタ リ。

左心室又多 クハ牧縮 シテ殆 ン ド空虚 ニ シテ、唯

小量 ノ血液 ラ容 ル ・モ ノアルモ、氣 泡ハ之 レラ

詮明 セズ。

各種辮膜 装 置 二異常 ナ ク、 且 ツ組織學 的二心筋

其 ノ他 二著攣 ナ シ。

肺臓 、左右肺 各葉 テ通 ジテ各塵 二粟粒大 ヨ リ米

粒 大 ノ結 節、 多撒 ラ認 ム。肺 バー般 二含氣性 ニ

シテ各葉庭 々膨血斑 デ現ハ スモ ノ多 シ。

鏡検 上肺組織 パー般 二網歌 ラ呈 シ、室氣 ラ含 ム

モ各威 二結核病攣 ラ認 メ之 レテ中心 トシテ周園

二網歌 ノ判 明 セザル部 ア リ、結 節ハ類 上皮細胞

ヨ リ成 リ中央 乾酪攣 性 二 陥 レルモ ノ多撒 ラ認

ムo

肺毛細管バー般 二赤血球 ラ充塞 シ壁血ラ示 シ肺

ノ深部二於テ殊二高度ナルガ如 シ。

肝臓 輕度 ノ膨血 ラ見ルモ其 ノ他肉眼的二著慶
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ナシ、鏡検上中心静脈 二輕度 ノ雀血 テ認 ムルモ

溢血無 久 腎臓皮質 二於 テハ比較的高度 ノ幽 血

テ示 スモ髄 二於 テハ之 レガ慶血輕度 ナリ.

脾臓 又中等度 ノ膠血 テ認 ムル外著攣無 シ。

拶 硬軟拶膜 二異常 ナク、磯静脈、静脈賓二輕

度振張 テ認 ムル外氣泡テ謹明 ヒズ、拶動脈・・一

般二牧縮 シテ血液少ナク勿論氣泡テ認 メズ。割

面二又著攣ナク、鏡検上ニモ亦壊死、出血其 ノ

他限局性病攣テ見 ズ。

第三節 総 括

心嚢 ハ各例異常 ナ シ。心冠静脈 ハ注 入量 ノ多少

二關 セ ズ多少 トモ怒張 テ表 ハスモ氣 泡 ・・致死量

以下 ノ注 入一 テ殆 ド之 レヲ見 ザルナ リ。且 ツ艶

死 セルモ ノ ト錐 モ人工氣胸家 兎二於 ケル如 キ比

較 的小量 テ以 テ艶死 セ シノタルモ_テ ハ之 レテ

謹明 セザル コ ト多 カ リキ。

右心室 ノ膨隆 モ亦實験動物 ノ生死 テ問ハズ比較

的多量 ノ注入 二際 シテハ常 二之 レテ示 シ而 モ之

レガ膨大 ハ発死 セルモ ノニ於 テ著明 オ リキ。右

心房 又然 リ ト錐 モ右心室 二比 シテ・・一般 二輕度

ナ リ←

右心 房及 ビ右心室 二於 ケル氣泡 ノ存在 ハ多 クハ

實験動物 ノ艶 死 セルモ ノニ於 テ之 レテ認 ムル所

ナルモ、 注入量 ノ致 死量 二近 キモ ノニ於 テハ発

死 セザ リシモ ノ ト錐 モ之 レテ謹 明 シタ リ(第 一

哩瓢、第2WiJ、 第3'iilij)。

人 工氣胸家 兎 二於 テ右心室 ノ膨隆、殊 二著 明 一

シテ多言1」1旺液 テ入 ル ・モ氣泡 ハ却 ツテ小量 ナ リ

キ。

左心房及 ビ左心室 バー般 二牧縮 シ血液 テ容 ル ・

コ ト甚ダ小量、殊 二艶死 セルモ ノニ在 リテ・・左

心室硬 ク萎縮 シテ之 レテ切戴 スルモ、 多 クハ空

虚、稀 二極 ク小量 ノ血液或 ヒバ小凝血塊 テ出ダ

スニ過 ギズ。

氣泡 ハ各例 ラ通 ジテ殆 ド常 二之 レテ謹 明 シ得 ザ

リシモ第二項、第23例 、第八 項第2例 及 ビ第九

項第3例 二於 テハ明 カニ左心房 二中等虻 ノ氣泡

テ認 メタ リ。

心臓 二於 ケル各種辮 膜装置 一ハ各例 異常 ナ ク心

内膜又尋常 ナ リ。

肺動脈 ハ各例、其 ノ生死 二關 セズ静脈∬ILテ以 テ

充満 シテ膨大 ス、氣 泡又 多 クノ場合之 レテ謹明

シ而 モ艶 死 セルモ ノニ於 テハ必然的 一且 ツ多量

テ認 メタルモ、 比較的 少量 ノ室氣 ノ注 入或 ハ炭

酸瓦斯栓 塞死 二際 シテハ之 レガ存 在比較的 少量

時 二之 レテ謹 明 セザ ル コ トア リ。

肺静脈 バー般 二萎縮 シ血 液 ノ容量甚 ダ寡 キカ全

ク室虚 ニ シテ且'ソ各 例氣泡 チ讃明 シ得 ズ。 各種

静脈管 バー般 二櫨 大充盈 スルモ氣 泡 ハ、比較 的

多量 テ以 テ艶死 セルモ ノニ 多ク且 ツ右心 二近 キ

静脈 管 二之 レテ認 ム。即上行大静脈 、下行大静

脈 二於 ケル存 在多 ク、頸静脈、 内乳静脈等之 レ

ニ次 ギ其 ノ他 ノ静脈管 ニ ハ之 レヲ認 メザ リキ。

肺臓 ハ豫 メ氣管 ノ結紮 七 ラレクルモ ノー ア リテ

ハ室氣 テ ヨク含 ミテ常 二膨隆 シ正常状態 二近 ク

割 面又含氣性 ニシテ且'ソ血液 二富 ムモ、豫 メ氣

管 テ結紮 セザ リシモ ノ、及 ビ入工氣胸 テ施行 シ

タル家兎 ノ氣 胸側肺 ハ敦 レモ萎縮 シテ零氣 ラ殆

ド含マズ割面又然 リ。

肺 ハ其 ノ生死 二關 セズー般 二鰐血 テ現 ハ シ、 且.

ツ艶 死 セルモ ノニ在 リテハ著 明、且 ツ所 々 二小

盗 血斑 テ顯 示 セルモ ノアリ(第 二項第2例 、第

3例 、第4例)該 彫 血 バー般 二肺 ノ深部 二多 ク、

其 ノ周縁 部 二於 テハ却 ツテ貧血 性 ナルモ ノ多 ク

且 ッ小数 例 二於 テハ氣腫 ノ形 成 テ認 メタ リ。

肝臓 バー般 二醗 血 テ示 シ、割面 又多 クハ血 液 二

富 ムモ、實験 動物 ノ発 死 セルモ ノニ於 テ著 明且

ツ極 ク小数 例 二在 リテ浴i血斑 ヲ認 メタ リ。

肝 小葉 バー般 二明瞭 ニ シテ其 ノ他 肝臓 二限 局性

病憂 ラ認、メザ リキ。

脾 臓又外面 二著憂 ナ ク割面濾胞著 明 ナ リ.實 質

バー般 二f懲 血液 二富 ミ死 セルモ ノニ於 テ高度

ナ リ.

腎 藏 ハ雨側 共二被膜 ノ剥離容 易ニ シテ腫大叉 各

例 ニナ シ、割而 叉不滑 ニ シテー般 二著憂 ナキモ

死 セルモ ノ殊 ∴多硅 ノ注 入二際 シテハ比較 的 κ且

液 二富 ムモ ノ多 シ。
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磯、 苔例硬 軟磯膜及 ビ拶室 二異常 ナ ク、割面 二

又病髪 テ認 メズ。拶 静脈 バー般 二接 張充盈 テ現

ハ スモ死 セルモ ノニ於 テ著 明 ナ リ。

之 二反 シテ磯動脈 パー般 二萎縮 シテ多 クハ内容

物 ラ見 ズ.死 セザ リシモ ノー シテ且 ツ注 入量 ノ

寡 キモ ノニ於 テハ極 ク少量 ノ血液 テ容 ル ・モ、

氣泡 ハ生死 テ問 ハズ磯 血管 ノ何庭 ニモ之 ヲ謹明

シ得 ザ リキ。

組織學的所 見

注 入瓦斯量 ノ多寡、 實験動物 ノ生死 二係 ラズ、

心筋断裂、軟化、 出血1、澗濁及腫 脹、其 他著攣

テ譜 メズ。

肺 臓 ハ豫 メ氣管 テ結紮 ヒルモ ノニ於 テハ肺組織

一般 二正 シキ肺泡 テ現 ハ スモ
、所 々其 ノ網 状 ノ

不 整 ナル モ ノ及 ビ制 明 セザ ル小斑部 子認 ムルモ

ノア リ
o

殊 二氣管 テ結紮 セサ'リシモノ及 ビノ＼工氣胸側 肺

二於 テ・・肺氣胞 ノ網状 至 ク判 明 セスー般 二質實

様 ラ呈 ス、即 チ強按大 ニテハ肺胞 壁著 シク弛緩

シテ肺胞 中隔相 接 シ爲 メニ肺胞 ハ鍛髪 ラ呈 シテ

殆 ド室氣 テ含マ ズ。

大 小肺動脈 ノ分岐枝 二萎縮 セルモ ノテ殆 ド認 メ

ズ、其 ノ多 クハ赤 血球 テ以 テ充 塞 サルモ、叉所

々室虚 ナルモ ノラ見 ル、肺:,r脈 ハ各例 一般 二牧

縮 シテ内容 〃見 ザル モ注 入量 少 二♪テ廃死 セザ

ルモ ノニ於 テハ多 クへ 赤 血球 サ容 ル。

肺 毛細管 ハ赤tin球a以 テ充實 シテ欝1f旺ラ思 ハシ

ムりレモ ノ、或 ハ又然 ラザルモ ノアリ。一般 二比

較的少量 ノ注 入ニ テ艶 死 セザ リシモ ノニ在 リテ

ハ肺 毛細管 ノ璽 血輕度 一 シテ廣範園 一ア リ、之

レー反 シテ比較的 多量 ハ1入 シテ整死 セルモ ノ

ニ在 リテハ彫血斑小 ナルモ、肺細毛管 二於 ケル

赤 血球 ノ充 實著明 一 シテ鯵 血 ノ高度 ナル テ思 ハ

シ メ且'ソ肺胞 内溢血 テ認 ムルモ ノ多シ。

人 工氣胸肺 ニ シテ胸 腔 内一 ノ室氣 注 入量 ノ甚 グ

大 ナルモ ノニ在 リテハ之 レガ慶 血甚 グ輕 度 ナル

力或 ハ之 レテ認 メザル コ ト多 キモ反封側 二於 テ

ハ敦 レノ場 合 ト云 ヘ ド無庭置家 兎 二比 ンテ之 レ

ガ慶血 高度 ナ リキ。

該膨血毛 細管バー一般 二全 切片標本 ノ中央 二多 ク

其 ノ周縁部 二於 テハ却 ツテ赤血球 ノ充塞悪 ル ク

即 チ貧血 テ思ハ シムルモ ノ多 カ リキ。

術 ホ結核家 兎肺 ハ其 ノ他 肺毛細管 二特有 ノ所 見

テ認 メズ。

肝臓 ハ三般 二小葉 間 ノ分 野明 カー シテ且ツ肝細

胞索 ノ配列 二異常無 シ.中 心静脈、小葉間静脈

パー般 二旗張充盈 シテ穫 血歌 態 ニ アルモ、艶 死

セザ リシモ ノニ於 テハ之 レガ鰐 血甚 ダ輕度、 且

・ソ之 レラ認 メザ リシモ ノアリ
、之 レニ反 シテ艶

死 ヒルモ ノー ア リテハ之 レガ麗 血著明 ニ シテ各

庭 二浴i血 ■見 久ルモ ノア リ。

腎藏 死 セザ リ⊃モ ノニ於 テ・・殆 ド鯵血 ラ認 メ

ズ。 死 セ・レモ ノト云 ヘ ド輕度 一 シテ唯髄 ノ直行

艀脈 及星駄静脈 一比較 的著 明 ナル子認 メ タリ。

脾臓 バー般 二鰐血輕微 ニシテ且 ツ死 セザ リシモ

ノニ在 リテハ、殆 ド之 ラ見 ズ、唯小撒例 二於 テ
　

ノ ミ赤色實質 二於 ケル静脈寳 二振張充盈 テ見 タ

ル外、 白色實質 中心静脈 二著攣 号認 メザ リキ。

拶 、軟 化、出 血、壊 死等其他 限局性病 攣 テ示 サズ。

要之、瓦斯罷 栓塞 二於 ケル該動物 ノ解剖及組織

學・rl勺均〒ラ乙ハ糸吉1、1γク(ノ女fiシ。

1.肺 臓 二於 ケル鰐 血/1ピ ー般静脈系統 ノ輕度

ノ璽滞 、拉 二肝擁、脾臓、腎臓等 主 ナル内臓 二

於 ケル輕 微 ナル鰐 血 テ認 ムルモ死 セザ リシモ ノ

ニ在 リテハ該彫 血更 二輕微且 ツ之 テ見ザルモ ノ

ア リ(

2.右 心臓 及 ビ肺 動脈 ノ膨隆、拉 二氣泡 ノ存在

ハ死 セル モ ノニ於 テ必 獲的 ナルモ人 工氣胸家兎

二於 テハ氣 泡 ノ存 在一般 二少量 ナ リ。

3.左 心臓 及 ビ其他 一般 動脈 系統 ニハ殆 ド全例

二於 ラ氣泡 ラ認 メザ ルモ室氣 子注 入 セル三例 二

於 テ ノ～之 ラ左心房及 ビ左心室 二認 メタリ。

第七章 瓦斯栓塞時 二於 ケル血厘i卜呼吸

第一節 緒言及 ビ實験方法 各種 瓦斯艦 二依ル瓦斯栓塞時 二於 ケル動脈ln1歴
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テ測 定 シ併 セテ同時 二呼吸 トノ關係 ラモ知 ラ}

トセ リ。

實験動物 トシテハ卑 ラ健康家兎 子川 ヒ先 ヅ、家

兎 ラ背位 二固定 シ法 二從 ツテ右側或 ・・左側頸動

脈 及 ピ氣管 ラ露 出 セシメ、頸 動脈 ニハボ ー ター

氏 血腿計 テ連結、氣管 ハ切 開 シテ「カーウ レ」子

第30

描 入 シ テ之 デ ータ ン ブ ー ル 」一 同 様 連 結 シ テ同 時

二 雨 曲 線 ラ 「キ モ グ ラ フ'オ ン 」 テ用 ヒ テ煤 紙 上

二描 爲 セ シ メ タ リ。

第二節 實瞼成績

第一例 實験 家兎番號 第327號 、膿 重27ろ 〔1瓦

表

ll箋総
時i

血 歴 粍(水 銀柱1

問

1時

1間1

3

呼 吸

一 『 『 一 '一 一 一 一一 幽一一一 一臨 一 一 心 一 一 一 一 　 一一一一 一 一一一一 一一

・一聯
一 一 一 一一 一一 一
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1
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1

注入前190}

2

I

l329

…26501同
1

『 噌 諜
諭:驚Il突 畿
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注入前80
1
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328麟 簿1同

、1脈1
・1

2.0

1注入 後9"75
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同27/ノ63
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11
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同2/30!/1絶 止一 }一 一1　 r
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レ
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ll;難憲漕
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急湧気二手辰巾畠ヲ墳プ(
無呼吸状態
弧盛呼吸ヲ恢復
漸次不規則、緩徐 トナルレ
再 ビhl正呼吸
終末呼吸 ヲ行 フ
絶ILス

雄 、右耳翼静脈 室氣 注 入前血 歴、98粍(水

銀柱)、呼吸及 ビ血歴 ノー 定 スルテ待 チテ先 ヅ全

量0.5妬 ノ室氣 ヲ注入 ヘルニ、 血腿及 ビ呼吸 二

殆 ド攣化 ラ認 メズ。

約一分時 テ経 テ更 二全量LO耗 子注入 〒ヘルニs

血 歴 ハ注入直後 ヨ リ漸次 上昇約一分時 ニ シテ其

ノ最高125粍 二達 ・・ルモ是 ヨ リ漸降 シテ注 入1

分50秒 後 ニ シテ殆 ド注入前 ノ値 二蹄 ル。

呼吸 ハ注入直後 ヨ リ稚iミ其 ノ振幅 テ士曾シ、1f【L巫

ノ上昇 ト共 二更 二増加 ス。 注 入後30秒 時 ニ シ

テ其 ノ最大 二達 スルモ、之 レヨ リ再 ビ漸次減少

シ、Il且巫 ノ1陵復 二遅 ル ・事約5分 時ニ シテ、之

レガ、振幅 モ亦殆 ド注 入前 二等 シ。

第二例 實験番 號第329號 、 艦 重2650瓦 、 雄

右 耳翼 艀脈 室氣 注 入前 血巫go粍(水 銀柱)。

先 ヅ全 量1.5娩 テ注 入 人ルニ、ll入 直後 血歴

ハ90粍 ノk銀柱 ヨリ漸次 上昇 シ、 約1分 時 ニシ

テ最高120粍(以 下水銀 柱 テ省略 つ 二達 スルモ
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之 レヨリ漸次 下降 ノ傾 向 テ示 シ、注入後3分;)0

秒 時 ニハ105粍 テ示 ス.注 入後{分 時 ニシテ更

二全量]・ う耗 ノ室氣 テ同塵 ヨ リ注入 人ルニ、直

後 ヨリ急劇 ナル下降 テ來 シ、 最低74粍 二ILマ

ル モ、再 ビ漸 次上昇、第2回 注入後1分30秒 時

ニハ殆 ン ド注 入前 二恢復 ス
。

呼吸 ハ注 入直後 ヨ リ漸次 其 ノ振幅 ラ檜 シ、注 入

一分時 ニ シテ其 ノ最大 二達 スルモ
、 第2同 目 ノ

注 入二際 シテハ殆 ン ド攣 化 テ認 メザ リキ(第1

囲滲 照)。

第 三例 實験番號 第328號 、膿重2235瓦 、

雄、右頸静脈 室氣 注入量艦重博冠1.2立 毛、

注 入速度3秒 、注 入前 血墜80粍,

第

勉 祝ケ
〆 〃

LA,

脚 噛 繭帥 馳 ・1・・

注入直後 ヨ リlll1魅ハ急1剥 ナル直線的下降 ノ後 直

チー上昇、約3秒 時 ニシテ殆 ン ド注 入前 ノ値

二達 シタルモ、5秒 時 ニ シテ再 ビ漸降、 約12

秒 時 ニハ最低!8粍 トナル。il.入後27秒 時 ニ シ

テ再 ビ約15粍 ノ上 昇 テ示7.モ 、三度漸次下降、

且 ツ不規 則 トナル曲線 ヲ叢 キツ ・約1分 後 ニハ

25・0粍 ラ示 ス。之 ヨ リ血歴 ハ更 二不規 則 ナル上

下蓮動 テ示 シツ ・殆 ン ド同値 ヲ保 チ シガ、注 入

後約2分27秒 時 ニ シテ 更 二 下降逡 二零線 二至

ル時 二注入後3分 ナ リ。

呼吸 ハ注入後3秒 ニ シテ、其 ノ振幅 テ大 一、 彊

盛呼吸 テ螢 ミ、 尚ホ漸次檜大 ノ傾向 アリ。注 入

後約40秒 時=シ テ、 其 ノ最大 テ示 シタルモ、

2圖

,1、懸 鼎 繍 ト
"Cvvara ,tst・ee。'

一 一



●

676 舳松=胸 腔及ビ血管内瓦斯注入二依ルレ實験的研究 【第12巻

・再 ビ漸次減 少、注 入後1分 時 ニ シテ不現 則 且ツ

緩徐 トナ リ、其 ノ問二 三 ノ無 呼吸時 テ交 ヘテ逡

二絶ILセ リ、時 二.血駆 停止 二先 キグッコ ト約30

秒 ナ リキ〈'第:)圖参 照)。

第四例 實験番號 第333號 、龍 重2900瓦 、

雄、左 耳翼静脈 室氣、注 入量膿 重 厩冠2.(1琵

注 入速度2秒 、 注 入前血腿103粍 。

注 入直そ麦一過 ・1生$勺1.5粍 ノ上昇 ラ認 メタルモ、

直 チニ急 劇 ナル殆 ン ド直線 的下降 テ示 シ、注 入

後6秒 時 ニ シテ22粍 トナル。 之 レヨ リ少許 ノ

上下動揺 テ表 ハ ギ ソ・更 二下降、途 二呼吸維止

二逼iル ・コ ト30秒 口寺二1テ 零糸泉トナル
。

呼吸 ハ注入後2秒 時 一T一シテ、其 ノ振 幅及 ビ其 ノ

呼吸 撒 テ漸次 檜加 一i、注 入後8秒 時 ∴ハ其 ノ極

二達 ス。 之 レヨリ振 幅 二漸減 ラ認 メタルモ、約

1分 時 ニ シテ突如、不規則、緩徐 トナ リ、逡 二

絶 止 ス、時 二注 入後2分 時 ナ リ。

第五 例、實験 番號、 第337號 、膿 重21;50瓦 、

雄、 右耳翼 静脈 、室氣、注 入量禮重毎冠2.0妬

注 入速 度20秒 、 注入前 血P1尽9壬粍。

注 入後5秒 侍ニ シテ血歴 ハ急劇 二殆 ン ド直線 ラ

,!をキ テ約20粍 テ下降 シ、 後数秒 ラ出 デズシテ

ー過性
、僅 カー 上昇 子示 シ タルモ、再 ビ下降、

レ

注 入後約55秒 時 二Lテ27粍 トナ レリ.注 入後

1分 時 二 ・・梢 気上昇 シテt;:".0粍 ラ示'ヘ モ、1分

20秒 時 二・・、22粍 一ゴド降、1分50秒 時 ニハ再

ビ』27.0粍 二上昇 一1タツレモ、2分30和 レ日寺ニハ更

二下降17粍 二止マル。 爾後、少許 ノ上下蓮動

ヲ表 ハ ジ ソ・漸次 下降 シ、途 二呼吸絶 止二遅ル

ル コ ト約51)秒 時 ニ シテ令 ク停 止零線 トナル。

呼吸 ハlll入後 約10秒 時 二 ⊃テ、 其 ノ振幅 ヲ増

シ、注 入後1分30秒 時 ニ シテ稚il其 ノ振幅 テ

減少 ヘル傾 向 アリタルモ、突 女口、再 ビ其 ノ振幅

ラ増 大、 皿 ・ソ不規則 トナル。遂 二注 入後2分 時

一ハ、 無 呼吸 ノ状態 二陥 リ、 約30秒 時 ノ後再

ビ緩 慢 ナル、所謂終末呼吸 ラ螢 ミタルモ、呼吸

間隔 ハ漸次 延長 シ注入後3分 時 ニ シテ全 ク絶 止
}へ

)

第 六例、實験 番號、 簗338號 、 禮重1960瓦 、

雄、右股 静脈、 室氣、 注 入量膿重 符冠0.8耗 、

注入速 度2秒 、注 入前1血駆90粍 。

注入直後急 劇 二約5粍 ノ下降 ラ示 シタルモ、直

チー上 昇、 殆 ン ド注入前 二蹄 リ、是 レヨ リ同位

一テ少許 ノ上下動揺 テ表 ハ スコ ト約30秒 時 ニ

シテ再 ビ漸次 下降 ス。 而 シテ注 入2分40秒 時

後 ∴ハ75粍 二達 シ、 其 ノ後一過性梢 ミ上昇、

79粍 二至 ルモ・渡 漸次 下降、遂 二注 入後5分 時

… シデ零線 トナ リ2Dチ 心動 停1ヒセ リ、呼吸 ハ注

入直後 ヨ リ、其 ノ振幅 テ増 加 シ、約1分10秒 時

ニハ其 ノ最大 二達 ス。 而 シテ之 レヨリ漸次 減少

ノ傾 向 ラ認 メ タルモし 注入後2分40秒 時 ニハ

不規則 且 ツ緩 徐 トナ リ、3分 時 ニ シテー時的無

呼吸 ノ}吠態 二陥 ル、 約40秒 時 ニ シテ再 ビ呼吸

テ螢 ムモ、其 ノ間隔甚 グ延長 シ、遂 二之 レモ亦

絶1ヒ シタ リ。時 二注 入後4分 時 ニ シテ血 巫停 止

二先 キ立 ツコ ト約1分 時 ナ リキ。

第 七例、實験 番號、第336號 、 禮重2000瓦 、

雄、右股静脈、酸 素、 注入量罷 重毎冠0.8耗 、

注 入速度3秒 、 注入前血 駆98粍 。

注 人後3秒 時 ニ シテ急劇 二呼吸 ノ振1幅 テ増大 シ

且 ツ不規則 トナ リ、 約10粍 時 二於 テー座攣性

深 呼吸 子行 ヒ之 レヨ リハ更 二其 ノ振幅 子檜 ス。

1佃曝ハ注 入直後、98粍 ヨリ急 劇 ナル直線的 下降

テ來 シ約4秒 時 ニハ最低73粍 トナルモ直 チー=

上 昇、約1り 秒 時 ニハ91粍 ラ示 へ。 之 レヨ リ再

ビ約5粍 ノ下降 ノ後著 シキ動揺 テ表 ハサズ、李

均約86粍 テ保 チツ ・比較ll勺ZF坦 ナ ル曲線 テ喬

キ シガ、注 入,後1・分時 ニ シテ1斬次 上昇、2分 時

ニ シテ殆 ン ド注入前 ノ値 二達 入。

r呼吸 ハ注 入後3分 時 ヨ リ漸次其 ノ振1幅 ラ減 ジ、

華勺5・分時 ニ シテク台ン ドゐ陵復、 之 レヨ リ:宮攣 テ認

メズ。

第八例、實験番號、第340號 、meili12080瓦 、

雄、右頸 静脈 、酸素、注 入量膿重 毎砥1.2耗 、

注 入速 度4秒 、注 入前 血歴100粍 。

注 入直後、血歴 ハ100粍 ヨ リ急劇 ナル約19粍

ノ下降 ア リ、次 イデ急劇 ナル直線的 上昇 テ來 シ

注 入後6秒 時 ニ シテ最高130粍 二達 λルモ再 ピ

●
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下降 シ、比 較的大 ナル 上下蓮動 ラ螢 ミツ ・約

115粍 テ示 ス。同位 二」Lマルコ ト1$秒 時 ニ ーiテ

更 二階段 的 二漸降、 注 入後 】分15秒 時 ニハ最

低90粍 二ILマ 大レモ、再 ビ上昇、3分 時 一=シテ殆

ン ド注入前 ノ値 二蹄 ル。

呼吸 ハ注 入後約3秒 ニ シテ突如、其 ノ振幅 及 ビ

其 ノ数 ラ増加 スルモ、比較的規則的 ナ リ、注入

2分 後 ニ シテ稚 結辰幅減少 ノ傾向 テ示 シタルモ

著 明 ナ ラズ、[1田墜曲線 ノ恢復 シタル後 モ、尚 ホ

注入前 二比 シテ遙 カニ大 ナ リ(第3圖 勢照)。

第九例、實験番號、第343號 、膿 重2250瓦 、

雄、右頸静脈 、酸素、注入量膿重短冠1.2立 毛、

注入速度2秒 、注入前 舐旺巫95粍 。

第

注人直後s血 腿 ハ95粍 ヨ リ急 劇 ナノレ直線的下

降 テ來 シ、4秒 時 ニハ最低55粍 トナルモ、再 ビ

上昇、6秒 時 ニ シテ殆 ン ド尋常値 服 帯ル。

呼吸 ハ注 入直後 、一過 性梢 、其 ノ振幅 テ減少 セ

ルモ直 チニ増大 シ、血 墜 ノ下降 卜共 二不規則 且

ツ強盛 トナ リ、血歴 ノ上昇恢復 二従ッテ振幅 モ

亦梢 ミ減少比較的安静呼吸 テ螢 ム。

注 入後3秒 時 ニ シテlflLwtハ不 規 則 ナル階段的上

下蓮 動 テ表 ハ シツ ・漸次 下降40秒 時=シ テ80

粍 、更 二2分 時 ニハ73粍 テ示 スモ、再 ビ漸次 上

昇 ヲ來 シ、注入後 壬分 時 ニシテ殆 ン ドi-1二入前 ノ

値 二恢 復 ス。

第十例、實験 番號、第341號 、 艦 重2融 瓦、

{岡

5ど御 距

』匿
,蹴
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雄、左股 静脈 、酸素、注入量艦 重毎冠1,5耗 、

注 入速度3秒 、注 入前血 墜90粍 。

血厘iハ注入直後、急 劇 ナル直線 的下降 テ始 メ 壬

秒後 ニハ:)r)粍 テ示 スモ之 レヨリ上昇、7秒 後 一

へ80粍 テ表 ・・ス。 注入後16秒 時 ニ シテ漸次

階段的 二下降 テ來 タ シ、注 入後3分 時 二最低35

粍 トナル。之 レヨ リ再 ビ梢 ミ上 昇 ノ徴 ラ示 セル

モ呼吸 ノ縄 止 ト共 二更 二下降 注入後4分 ニ シテ

逡 二零線 二至 リ上下動揺 テ示 サザ ルニ至 ル。呼

吸 ハ酸素注 入後2秒 時ニ シ テ突 如其振幅 テ 増

大、一時的恢復 ノ後再 ビ呼吸振幅 テ大 二且 ツ緩

徐 トナ リタルモ、 注 入後23秒 時 ニ シテ漸次恢

復 同時 二振 幅 モ亦更 二檜大 シ、注 入後4秒 時 ニ

ハ其最大 二達 ス、之 ヨリ呼吸 ハ再 ビ振幅 テ漸減、

且 ツ其 ノ間数同 ノ痙攣性深呼吸 テ交 ヘ ツ ・緩徐

トナ リ、注 入後3分20秒 ニ シテ逡 二緬Lセ リ

(第4圖 参照)。

第 十一例 實験番號、第342號 、艦重2270瓦 、

雄 、左頸静脈、炭酸瓦斯、注入量艦 重毎冠1.5

琵 、 注 入速度3秒 、注入前血歴106粍 。

注 入2秒 時 ニ シテ血歴 ハ突如約5粍 ノ直線 的下

降 ノ後 上昇、1秒 ニ シテ最高114粍 テ示 シタル

モ再 ビ漸降、注 入後 約5秒 時=ハ110粍 、1分

後 ニハ殆 ド注入前 ノ値 二恢 復 シ、之 ヨリ著憂 テ

認 メザ リキ。

呼吸 ハ注 入後3秒 時 ニ シテー痙攣性深呼吸 ノ後

稽 ζ其 ノ振幅 テ増大 且 ツ呼吸 数 ラ増加 シタルモ

佐 ㌘ 〃

..__一 溜

1昭TItlパ 甘//一,41P剛 甲 Ψ1

'「 「

第

注 入後2分 時=ハ 殆 ン ド注 入前 二蹄 リ、 此 レヨ

リ著 憂 ナ シ(第5圖 参 照)。

第5

"Vlvz・ ・%
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圖

6
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第1一二t　iJ、繧『験 番号刀ヒ、第345号 虎、骨豊重20、0=正己、

雌、右股 静脈、炭 酸瓦斯 、注 入量膿重毎既3.0

髭 、 注入速度!秒 、注入前血歴1]0粍 。

注 入後4秒 時 一シテ呼吸 ハ突 如、其 ノ振幅 テ増

大 シ、注 入50秒 時=ハ 其 ノ最大 二達 シタルモ、

此 レヨリ漸次減 少 ノ傾向 ア リ。

血歴 ハ110粍 ヨ リ注 入直後急激 ナルー時的下降

ノ後h昇 、却 ツテ12δ 粍 テ示 シタルモ、再 ビ漸

降 注 入1分 後 ニハ最低80粍 トナル、此 レヨリ

π且歴 曲線 ハ低位 ノ儘不規 則ナル上 下蓮動 ラ表 ハ

シツ ・ア リタルモ、注 入後1分50秒 ニ シテ規則

的 トナ リ、次 イデ漸次 一ヒ昇恢復注 入後3分 時 ニ

ハ殆 ンド尋常値 二達 セ リ
。時 二呼吸ハ未 ダ注 入

前 二肺 ラズ、振幅依 然 トシテ爾 ホ大 ナ リ.

高 轡濃 　
一灘
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第 十三修虹.實 験 番号虎1第347号 虎、畳豊重2700瓦 、

雄、右耳翼静脈、炭酸瓦斯、注入量艦 重侮竜6.0

耗 、 注入速度4秒 、注 入前血歴85粍 。

注入直後、血厘iハ急激 ナル直線 的下 降 テ來 シ、

後却 ツテ上昇、注 入後11秒 ニ シテ最 高105粍

テ示 スモ直 チニ再 ピ下降、2・5秒時 ニハ奮態 二候

復 セリ。

呼吸ハ注 入後3秒 時 ニ シテ突如彊盛 トナ リ、次

fデ 甚 ダ不規則且 ツ緩徐 逡 二注入後45秒 ニ シ

テ無呼吸 ノ駄態 二陥 リタルモ、此 ノ時血 墜 ノミ

ハ依然 トシテ規則的且 ツ尋 常値 テ以 テ曲線 テ書

キツ ・アリ。 注入後約1分5秒 時 ニ シテ呼吸 ハ

再 ビ不規則 ナル張盛呼吸 テ以 テ恢復 、後漸次規

則的 トナル。

血歴 ハ呼吸 ノ恢 復 ト共 二上昇再 ビ105粍 テ示 シ

後再 ビ下降、1分20秒 後 一ハ70粍 トナルモ注

第 [イ

入1分50秒 後 ヨリ漸次 上昇、 注入前 二近 ヅキ

注 入後7分 時 ニシテ殆 ド尋常値 二達 ス。 時 二呼

吸未 ダ注入前 二蹄 ラズ振幅依 然 トシテ大 ナ リキ

(第6圖 参照)。

第十 四例、實験 番號、第344號 、龍 重2400瓦 、

雄、右 耳翼静脈、炭酸瓦斯、注入量艦重毎冠8・0

娩 、1圭入速度5秒 、注入前血歴100粍 。

注入直後血墜ハ急激 ナル直線 的下降 ヲ來 タシ3

秒 時 ニ シテ最低32粍 二達 シ、 之 ヨリ急激 ナル

上昇、9秒 後 ニハ却 ツテ最高132粍 ヲ示 スモ再

ビ下降、 注入後2(レ 秒 ニ シテ殆 ド注 入前 ノ値 二

恢復 セ リ。

呼吸 ハ注入後3秒 ニ シテ其 ノ振幅 ヲ増 シ、血巫

ノ恢復 二關 ラズ依然 トシテ振幅減 少 ノ徴 ナカ リ

キ(第7圖 参 照)。

圖

ほ ロ ト コ

璽1・購1騨 囎蠣 鵬1韓 灘

;煽
.}・

第 十五例 、實験 番號、第349號 、艦 重2320瓦 、

左頸静脈、炭酸 瓦斯、注入量艦 重毎冠9.0耗 、

注入速度4秒 、注 入前血墜96粍 。

注入直後血歴 ハ急激 ナル直線的下降 ノ後一時的

稻 い依復 ノ徴 ラ示 シタルモ、再 ビ漸減 シ、注入

後1分32秒 ニハ著 シク零線 二近 ケ リ。 比 ノ時

既 二血液凝固 テ來 シ、血座 曲線 ハ動揺 ヲ表 ハザ

ズ、唯李坦 ナル直線 テ叢 ク ノミナ リ.

呼吸 ハ注入後2秒 時 ニシテ其 ノ振幅 テ梢 く増加

シ、数秒 ニ シテー時的無 呼吸 ノ}1犬態 ヲ示 シタル

モ、直 チニ候復再 ビ強 盛呼吸 ヲ螢 ム。注 入後 釦

秒 ニシテ漸 次緩徐且 ツ不規 則 トナ リ、1分20秒

ニ シテ再 ビ呼吸停 止 ノ状態 二陥 ルモ此 ノ間50

秒 ニ シテ甚 ダ緩慢 ナル十撒 同 ノ終 末呼吸 テ行 ヒ

注入後3分 時 ニハ全 ク縄 止セ リ。

第三節 綜 括

生死及 ビ瓦斯艦 ノ種類 テ問ハズ、呼吸曲線 ハ常

一、瓦斯注 入後数秒 ニ シテ其 ノ振幅 ヲ増大、 且

ツ其 ノ数 テ増加 ス、而 シテ艶死 セザ リシモ ノー
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ア リテハ、漸次正常曲線 二恢復 スルモ、艶 死 セ

ルモ ノニ於 テハ強盛 ナル曲線 モ漸次其 ノ振幅 テ

短縮 且 ツ緩徐 トナ リ、後不規則 ナル終 末呼吸 二

績 イテ絶 止 スルテ普通 トス。 多 クハ此 ノ終 末呼

吸 二先 チテー時的無呼吸状 態 二陥 ルモ、或 ハ注

入後藪秒 ニ シテ既 二呼吸停止 ノ駄態 テ呈 スル コ

トアリ。 此 ノ間血墜曲線 ハ著攣 ナ ク動揺 テ綾

ク6

血厘 曲線 ハ瓦斯艦 ノ種 類及 ビ生死 ノ如何 二關 セ

ズ、各其 ノ致死量前後 ノ注 入二際 シテハ、其 ノ

直後或 ハ撒秒 ニ シテ急激 ナル下降 ラ來 シ、一時

的恢復 ノ後、二次的下降 テ來 シ、或 ハ尚 ホ敷同

ノ上下動揺 二領 イデ漸次下降逐 二零線 二近 ヅク

モ、死 二堪 へ得 タルモ ノニアリテハ漸次正常値

二蹄 ル、而 シテ此 レガ曲線下降 ハ急速 二多量 テ

注 入 シタル場合最 モ顯著 ニ シテ、心 二近 キ静脈

二注 入 シタル時、之 レガ下降 又急激 ナ リ.

比 較的小量 ノ注 入二封 シテハ注 入撒秒 ヨ リ漸次

却 ツテ上 昇 スルコ トアルモ、更 二小量 ノ注 入 一

際 シテハ殆 ン ド血 歴曲線 二攣 化 テ來 サズ、唯僅

カニ檜大 テ認 ムルニ過 ギザ リキ。

艶 死 セザ リシ場 合、血 歴曲線 ノ恢 復 ハ比較 的速

カナ リシモ、 呼吸曲線 ハ比較 的小量 ノ注 入二封

シテモ、 之 レが陵復 甚 ダ緩慢 ナ リキ。

血歴 曲線 ノ下降 ハ呼吸曲線 ノ振 幅檜加 ニー致 ス

ルカ之 レニ先 チテ來 リ、血 歴曲線 ノ動揺 停 止ハ

呼吸絶 止後 二來 ルテ常 トス。

要 之 二、

1.静 脈 二瓦斯艘 テ注 入 シタル時、動脈血歴ハ

下降 シ、呼吸振 幅 ハ増大 スルモ、瓦斯注入量 ノ

比較的小量 ナ リシ場合 ハ血歴曲線 二著攣 ナキカ

反 ツテ上昇 ス。

2.注 入瓦斯膿 ノ種類 ニヨ リテ、 呼吸及 ビ血歴

曲線 二著憂 ナ カリキ。

3.一 時的無呼吸状態 ニ アル場合 ニテモ血歴曲

線 ハ依然 トシテ上下動揺 テ示 セ リ。

4.呼 吸紹止後 ト云 ヘ ド倫 ホ藪秒乃 至敷分間 ハ

血歴曲線 二動揺 テ認 メタ リ。

第八章 瓦斯栓塞二於ケル血液瓦斯

第一節 緒 言

家 兎 ノ耳翼静脈 ヨリ比較的小量 ノ室氣、或 ハ炭

酸 瓦斯 テ注 入 シ死 セルモ ノ、及 ビ死 セザルモ ノ

ニ就 イテ其 ノ注 入前後 二於 ケル左右 心室 ノ血液

瓦斯 テ夫 々測定比較 セ リ。

實験 動物 トシテハ2.0冠 乃 至2.5冠 ノ成熟家 兎

第31

テ使用 セ リ。

血液瓦斯測定法 ト シ テ・・、1921年 ヴ 。ンス ラ

イク氏 ノ登表 セル全血液 ニ ヨル測定法 テ選定 セ

リ。

第二節 實験成績

第一項

表

空氣ヲ注入セル場合

番

號

禮

重

注部

1入位
1
『 一 一一一 一 一 一一

左
耳

翼

静
脈

輔1酸 素量(容彫)1炭 酸瓦斯最(鶴t%)
昭[探 血 時 間

錦

注 入 前 盈.210.OI12・2132.51

左峰1恥 室 差1加 室瞬 室陵
例

一 　

t

1

蓋雍垂

iO.6
58・0125.5

:同21.5「 一 一 34.0 58.oi24.0
1

32512500

1
[

注 入 後3!-5!14.37.0 7.3 38・2160・0121・8
生 、

1
"3哩 ・7・718・ ・ 9.3 37.6'58.220.6

1

"1時 間19・5}9・0 10.5 34,150.0 15.9

ー ii

葬嗣
"24"22.oi10.3 11.7 36.0 55.3 19.3

2

1

324 2170 5)

ト

注 入 前i20・0 10.4 9.6 39.2 52.0 12.3

同119.31 9.2 10.11 40.0 56.O
I

16.0

注 入 後1ノ ー3!16.8

5

3.2}3.6 42.0 60.oi18.0



第9號 】 舳松=胸 腔及 ビ血管内瓦斯注入二依ルレ實験的研究 681

6
　0

左
股
静
脈

000
召
O
」

7の
召
33

4 8●0
静
脈
左
耳
翼
0600

」
8Φ
ヨ
3

生

I
l踊

右
耳
翼
静
脈

0040
ヨ
60
635

120.0

えF.入そ麦31-5ノ

,,1時 間

14.0

18.0

9.4 10.6

5・218・8

7・gf
-!iL・0

40.1157.016.9

1-1

6329

7330

!右

2… 憐

L亟

1980

右

股
1静

1脈

0.7

0.9

0.7

1一一注 入 前
24,,

)
死
@ 同

42.6i53.0』10.4

20.8}10.ol10.8i41.5

24・ ・[8・3・5・ZE,7・ ・15S・ ・1・ …

42・0}55・7卜13・7

55.013.5

0530"133

0810
召

9
召
り03

8

9

レ

左

股

静

脈

静
脈
右
耳
翼

生

23.〇 一

注入 後2ノ ー4!}6.0

注入 前20.0

45.51

3.0 3.0

「訂一

10.010.0

21.引9.6i11.4

51.0・55.04.0

39.3iろ3.614.3

38.5156.017.51

注 入 後3i--5!

.,1時 間

)
死
似

生

,。24,,

注入前

同

11.35.45.9142.056.2・14.2

了 蕊6.0・0.4135.:}54.0・8.7
　 　

9.010・6139・052・013・0】9.6

22.610・8111・838・3152・013・1

37.ろ23.0

注 入 後1!-3!,7.2 3.53.7

注入前

注 入 後3/-5!

21.911.210.7

6.76.513.2

16.518.ol8.5

48.0…56.28.2

40.257.917.7

一 一一

evI時 間

・・2・]・6.・}7.8

,,24,,22.511.9

0.7

44.05S.314。3

42.257.5115.3

注入前
　

i注 入 後3!-5!

19.5

10.0

生"
1時 間;14・5

,,3"116.5

9.8

5.0

5.5

8.240.553.012.5

10.642.458.215.8

9.7

5.0

9.0

"SM,"117.819.6.8.2

0.1
)
死
@

,,48

7.39.2

118.910.08.9

注入前 19.0

20.6

注 入 後1!-3!'6.8

9.39.7

10.010.6

4.OI2.8

35.Oi51.216.2　

38.353.014.7

40.155.215.1

42.0{52.010.0

38.引50.0コ2.5

35.0152.417.4
　

38.2154.015.8

蕊
41.0

52.017.0

58.117.1

第三節 綜 括

家 兎 ノ静脈 二室氣 ノ致死量前後 テ注 入 スル時、

該 家兎 ノ生死 テ問 ハズ、 左右心室内 ノ血液 瓦斯

量 二著 シキ慶化 テ認 メ タ リ.

即 チ先 ヅ酸素量ハ,各 表 ニモ明 カナル如 ク、各

例共 二室氣 ノ注入後、3分 乃至5分 ニ シテ既 二

注入前 ヨリ、右心室 ハ4.2容 量%乃 至7.3容 量

%、 左心室 二於 テノ・、6.2容 量%乃 至17.0容 量

%ノ 減少 ラ表 ハ シ、左 右心室 ノ差異 又1.8容 量

%乃 至12.7容 量%ノ 減 少 テ示 シタル モ、24時

:間後 ニハ各例敦 レモ殆 ド注入前 ノ値 二蹄 ル。 而

シテ之 レガ減少 ハ、第2、 第4、 第6及 ビ第9例

ノ艶死 シタルモ ノニ於 テ著明、殊 二左右心室 ノ

差 ハ、室氣注 入直後既 二2.S容 量%乃 至3.7容

量%ト ナ リ、左右心室 内血液 ハ酸 素量 二於 テ著

シク相接近 セル ラ認 メタ リ。

次 ギニ炭酸瓦斯量 二就 イテ見 ルニ、先 ヅ左 心室

内血液 二於 テハ第2、 第 一1,、第6、 第S及 ビ、第

9例 、敦 レモ注 入後短時間 内二5・0容 量%乃 至

10.0容 量%ノ 」曾加 テ表 ハスモ、第5例 及 ビ第7

例 ・・反 ツテ3.6容 量%乃 至7・8容 量%ノ 減少 ラ

示 シ、艶死 セル第2、 第4、 第 吟 第9例 及 ビ第

8例 ラ除 キテ、 注入後2壬 時間 ニ シテ殆 ン ド注

入前 ノ値 二蹄 リタ リ、 而 シテ第8例 ハ24時 間

後 二於 テ反 ツテ尚 ホ壇加 テ表 ハ シ、第3例 ハ注

入前後 二殆 ン ド憂化 ラ認 メザ リキ。

右心室 内血液 パ、第3例 、第4例 ラ除 キテ各例
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共 二室氣 ノ注入後短時間 内 二於 テ、1.7容 量%テ ハ其 ノ生死 二關 セズ該動物 ノ血液 二酸素量 ノ

乃 至6.0容 量 劣 ノ増加 テ示 シタルモ、第3例 及 減少 テ來 ス。而 シテ之 レガ減 少ハ殊 二左心室 内

t'e#+例 ハ4.o容 量%及 ビ3.0容 量%テ 減少 シ 血液 二於 テ著 シク從 シテ左右 心室差 モ亦減少且

第2、 第4、 第6及 ビ第9例 ノ艶死 セル モ ノラ除 ツ艶死 セルモ ノ更 二著明 ナルモ、炭酸 瓦斯量 ハ

キテ敦 レモ、 注 入後2-1,時 間 ニ シテ注 入前 ノ値 檜減定 マ ラズ、 且 ツ左右心室 二於 テ之 レガ檜減

二近 シ。 ヲ・異 ニ ス。

要之 一比較的小量 ラ注 入 シタル空氣栓塞 二際 シ 第二項 炭酸瓦斯 ヲ注入セ ル場合

第32表

例暦 隈 榔1葉毎 陣
號 ,馴 入雌 難 臨

探 血 時 間

、i∴:1…
1脈

逢天前

{注 入 後2i-5!

!Ll司30!-35!

同1時 間

同24,,

酸 素 量(容 最96).'戦

左心室右心室 差

21.0

19.8

9.411.6

8.011.8

炭酸瓦斯量(容量%)

2 336

19.0

20.2

20.5

2100

右
耳
翼
静
脈

!注 入 前19.5

i注 入 後2'『5/17・6
5.0「 生,,30!-35120.O

i,,塒 間

左峰 秘 室陵
53・5「11・542.0

52.012.040.0

8.011.0…45.4

S.012.244.5

9.0111.5146.0

9.010.546.0

8.78.9144.6

8.511.5148.0 　

18.O-19.O:9.047.1

「

…:左
　

3]337i2280股

」 誤

t,24,,

1 注

入 前

同
'

5.ol

∴撃鱒
注入前

ユ9・31S・710・6[46・0

20.6110・719・937・3

10.2110.8138.021.0

50.3 4.9

50.015.5 　

54.oi8.0

壬338

56.2ト10.2
　

57.012.4

53.05.0

56.39.2

』6

左
耳
翼
静
脈

03006
ψ 生i注 入 後2!一,5/

30ノー35!

Jt24R5…1昔1

50.04.0

49.dln.7

16.0

]8.5

19.0

20.5

17.8

17.0

20.0

50.5!12.5

8.Ol8.037・045・Oi8・0

9.88.7140.044.54.5
4

49.4i12.410・oig・0137・0
↓

58。013.011.Od9.545.0

10.oi7.843.0
12.05.04S.0

11.518.5142.2

49・9
-16・Ol

篇一諭
炭 酸瓦斯 テ家兎 ノ静脈 二注入 シタル場合 モ亦、

前項 ト同様 、注 入後短時間 内二於 テ、左右心室

共 二血液 瓦斯量 二増 減 テ來 シ、多 クハ注入24時

間後 一テ注入前 ノ値 二恢復 スルモ、之 レガ増減

ノ・前 項室氣 ノ注入 一比 シテ甚 ダ僅少 ナ リキ。

即 チ酸 素量ハ第3例 ノ ミ、左心室 二於 テ1.R容

量%、 右 心室2.3容 量%ノ 減 少 テ來 セルモ他 ノ

第,1、 第2及 ビ第4例 ハ敦 レモ、 左心室1.6容

量%乃 至2.7容 量%右 心室0.3容 量%乃 至1.0

容 量%ノ 減 少 テ表 ハ スノ ミナ リ、左右心室 内血

液 ノ差モ亦 注入短 時間 内二於 テ、第2例 ハ8.9

容 量%、 第3例 ハ8.(1容 量%、 第4例7.8%テ

示 シ、注入前 ノ値 二比 シテ夫 々1.6容 量%2.5

容 量%、1.7容 量%ラ 減少 シタル ノミナ リキ。

次 ギニ炭酸瓦斯量 ・・左心室 内血液 二於 テハ、各

例共 二1・8容 量%乃 至0.6容 量%ノ 減少 テ來 セ

ルモ、右心室 二於 テハ、 第3例 、4・5容 量%、

第4例 、9.0容 量%テ 減 少 シ、 第2例 ハ反 ツテ

1.0容 量%ノ 増加 ラ示 セ リ、 叉左右心室 ノ差 ハ

第2例 、2.8容 量%ラ 増加 スル モ、第3例 ハ3・9

容 量%、 第4例 ハ6・0容 量%テ 夫 々減少 セリ。

要之 二家兎 ノ静脈 二炭酸瓦斯 テ注 入 スル時、左

右 心室 共 二酸素 量ハ減 少 ヂ來 スモ、r炭酸 瓦斯量

ハ檜減不 定ナ リ、 而 シテ此 レ等増減 ハ前項 二比
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シテ遙 カニノJ、ナ リ。

卸 チ以上結果 ラ綜括 スレバ

A,室 氣 ラ注 入 シテ艶死 セザ リシモ ノ

1.酸 素量、注 入短 時間 内二於 テ左右 心室 共 二

減少 テ來 シ、24時 間後 ニハ多 クハ注入前 ノ値 二

恢復 ス、而 シテ之 レガ減少 ハ左 心室内血液 二於

テ著明 ナ リ。

2.炭 酸瓦斯郵:、左右心室共 二増減不 定且 ツ認

ムベ キモ ノ無 シ。

B.室 氣 ヲ比較 的小量 テ注入 シテ艶死 ジタルモ

ノ

1.酸 素 量、注 入短時間 内 二於 テ左右心室共 二

之 レガ減少著明 ナ リ。

2.左 右心室 内血液 二於 ケル酸素量 ノ差 モ亦著

シク減 少、故 二左右心室内血液 ハ酸 素含有 量 二

於 テ甚 グ接 近 セルヲ思ハ シム。

3.炭 酸 瓦斯 左右心室勃 レモ、多 クハ増加 ラ

示 スモ、右心室 二於 テハ反 ッテ減 少 テ來 セルモ

ノア リ。

C.炭 酸 瓦斯 テ比較的多量注 入 シテ発死 セザ リ

シ モ ノ

1.酸 素 量、左右心室共 二注入短時間 内二於 テ

減少 シ30分 乃 至2,1,時 間 ニ シテ殆 ン ド注入前 ノ

値 二蹄 ルモ、之 レガ減少 ・・室氣 ノ注入 二比 シテ

甚 グ輕度 ナ リ。

L).炭 酸 瓦斯 左 石〒心室共 二著攣 ナキモ、 一般

二減少 ノ傾向 アリ、増加 テ示 サズ。

第九章 瓦斯栓塞 二於ケル肺臓 ノ生禮染色 ニヨル所見

第 一節 緒 言

各種瓦斯栓塞二際 スル肺臓、主 トシテ肺血管 ノ

態度テ知悉セン トシ、健康家兎 ハ勿論人工氣胸

家兎、結核家兎及 ビ横隔膜神脛捻除家兎二就 イ

テ、且ツ種々ナル注入量二於 テ瓦斯艦栓塞 テ惹

起セシメ然ル後生膿染色テ施 シ之ガ肉眼的及ビ

組織學的検索 ラ行ヘリ。

第 二節 正常 ナノレ肺 ノ血 管 状態

(劃照試験)

第一編二於 テ之ラ詳述セルテ以テ愛 二省略 ス.

第三 節 實験 成績

第1例 實験番號3ろ5號 、膿重172U瓦 、雄、

耳縁静脈、背位、注入室氣量禮重毎冠0.2蝿 、

約10秒 テ経 テ墨汁1(1耗 ラ同塵 ヨリ注入約5分

ノ後撲殺。

肉眼的所見

左肺、上葉 ハ其 ノ周縁部ラ僅 カニ残 シテ殆 ド全

般 二亙 リヴ黒色ラ呈スルモ其 ノ染色斑紋歌 ラ呈

スルガ如 シ、下葉 ハ上葉 二接 スル部 二於 テ比較

的濃染 スルモ残部ハ庭 々極 ク薄 ク黒染 スルニ過

ギズ。

右肺 、中葉 ハ殆 ド全般 二亙 リテ濃 キ黒色 ラ呈 ス

ルモ上葉 ハ其 ノ中央部 二於 テ、下葉 ハ其 ノ上縁

二於 テ夫 々一部分 子濃染 スル ノ外 、全 ク黒 染 セ

ザルカ、或 ノ・各庭 二極 ク薄 キ黒 色斑 テ認 ムルノ

ミナ リ。

肝臓 、普遍 的 二紫黒 色 ラ呈 スル外、聾血 テ思 ハ

シムルモ ノ無 ク、其 ノ他外面割面共 二著攣 ラ認

メズ。

顯微鏡的所 見

左肺上葉、肺組織 バー般 二網状 ラ呈 スルモ其 ノ

型 不整 ニ シテ且 ツ肺胞 中隔破壊 シテ隣接相通 ズ

ル モ ノアリ。著 色部 二於 ケル肺毛細管ハ濃 キ黒

色 ラ呈 シ、概 シテ全著 色部 全般 二普及 スルモ、

又各1麸 々色調 ノ甚 ダ薄 キモ ノ或 ハ全 ク染 色 テ見

ザル小斑部 ラ認 ムル モ封照 二比 シテ小、且 ツ寡

シ、強籏大 ニ テ見ル ニ墨汁穎粒 テ以 テ充塞 サ レ

タル肺毛細管 ハ肺胞 中隔 二相常 シテ蛇行 シ、肺

胞 ノ鍛襲 テ表 ハ ス部分 二於 テ殊 二密集交錯 ス。

肝臓、 中心静脈及 ビ細胞索間毛細管 ニハ墨汁穎

粒 テ充填 シ全般 二行 キ亙 ルモ封照 二比 シテ梢 支

寡 キ感 ア リ。

第2例 實験番號第350號 、 膿重2310瓦 、 雄
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耳翼静脈、腹位、注 入室氣量膿重毎ぼ0.5蛭 、

約10秒 テ経 テ8.0%「 リチ 才ン、 カル ミン」溶

液9.0琵 テ同庭 ヨ リ注 入約2分 ノそ表撲殺,

肉 眼的所 見

右肺、上葉 ハ中央 ノー部 即 チ全葉 ノ約 四分 ノー

ヲ赤染 シ中葉 二於 テハ周縁 テ除 キテ全葉 ノ約三

分 ノニ ニ亙 リテ濃 キ「ヵル ミン」色 テ呈 スルモ、

下葉 ハ縦隔 面 二於テ上葉 二接 シテ極 クー部染色

テ認 ムル外殆 ド全葉 二亙 リテ著 色 ヲ見 ズ。

左肺、上葉 ハ其 ノ外縁部 ヲ除 キテ全葉 ノ約二分

ノー テ赤染 スル モ、下葉 ハ全 ク無著色 ナ リ。

顯微鏡 的所 見

肺組織 ハ概 シテ網状 テ呈 シテ、室氣 ヲ含 ムコ ト

多 キモ腿 々其 ノ型不整 ニ シテ室氣 ヲ含 ム事 少ナ

キ部分及 ビ網状 全 ク判 明 セザ ル小斑部 ヲ認 ム。

著 色部 テ見 ルニ肺毛細管 ハ「ヵル ミン」色 ヲ呈 シ

該著 色部全般 二亙 リテ走行 スルモ稀 二 「カル ミ

ン」色 ノ甚 グ薄 キモ ノ有 リ.彊 櫨大 ニ テ見 ルー

著 色部 二於 ケル肺 毛細管 ハ「カル ミン」色素 テ以

テ充實 シ肺胞 中隔 テ蛇行 シ、肺胞 ノ制 明 セザル

部 二於 テハ更 二密集相交錯 シテ細網欺 テ呈 ス、

彼 ノ「ヵノ・ミン」色 ノ薄 キモ ノーア リテ・・毛細管

ハ「カル ミン」色 素 ノ充塞不充分 ナ リ。

肝臓、 中心静脈及肝細胞索間毛細管 ・・全切 標本

二亙 リテ「カル ミン」赤色 テ呈 スルモ之 ガ 「カル

ミン」色素 ノ充 實梢 ヒー般 二不充分 ナ リ。

第3例 實験番號第3δ2號 、艦 重2150瓦 、雄

耳翼静脈、背位、注 入室氣 量家兎罷重 毎冠0.5

1、 約10秒 ヲ経 テ8.0%「 リチオ ン、カル ミン」

溶液8.0姥 テ同虎 ヨリ注入、約5分 ノ後撲殺。

肉眼 的所 見

右肺、 上葉 ハ殆 ド全般 二亙 リテ「カル ミン」赤 色

ヲ呈 スルモ、各塵 二其 ノ色調 ノ甚 タ薄 キ小斑貼

テ認 ム。 中葉 ハ全面著色 シ、 下葉 ハ縦隔面及 中

葉 二接 シテ全葉 ノ約 二分 ノー テ染 色 ス。

左肺、上葉及 ビ下葉 ハ共 二其 ノ周縁 ノー部 テ除

キテ殆 ド全葉 二亙 リテ濃 キ「カル ミン」色調 テ呈

スルモ腱 々又無染 色 ノ小斑部 アリ就 中下葉 二多

シ(第1圖 参照)。
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組織學的所見 肺組織 ハ概 シテ網状 テ ナスモー

般 二肺胞 中隔厚 ク、肺胞壁 ノ緊張 中等度 ニ シテ

肺胞又良 ク空氣 ヲ含 ムモー部肺胞壁弛緩 シテ正

シキ網歌 テ現 ハサ ・『ルモ ノ有 リ。

著色部 テ見 ルニ肺毛細管 ハ多 ク「カル ～ン」色素

テ充實 シテ濃 キ「カル ミン」色 テ呈 シ該 肺胞 間組

織 中ラ曲折走行 スルモ虎 々「カル ミン1色 素 ノ含

有不充分 ナルモ ノ、或 ハ全 ク之 レテ鋏 クモノ有

リ。大 小肺動脈 ・・著 色部 ト否 トニ關 セズ多 クハ

「カル ミン」色素 ヲ充塞 スルモ虎 々之 レチ認 メズ

シテ赤血球 ノミテ容 ル ・モ ノ或 ハ全 ク室虚 ナル

モ ノテ認 ム。

肝臓、肝細胞索毛細管 ハ「カル こン」色素 ヲ充填

シ、標本 ノ全般 二亙 ルモ腱 々赤血球 テ混 入 スル

ヲ認 メタ リ。

第 壬例 家 兎番號第351號 、 罷重2500瓦 、 雄

右耳翼静脈、 腹位注 入室氣量家 兎盟重毎冠0.5

琵 約10秒 テ経 テ墨 汁10.0娩 テ同虚 ヨ リ注入、

i麦2分 ニテ季奨殺。

肉眼的所見

右肺、中葉 ハ殆 ド全葉 二亙 リテ且 ツ普遍的 二墨

染 スル モ上葉 ハ其 ノ中央 二於 テ黒色 ノ小斑鮎 テ

認 ムル ノξニ シテ下葉 ハ 其 ノ全葉殆 ド著色 セ

ズ。

左肺、上葉 ハ其 ノ周縁部 テ除 キ テ全葉 ノ約二分
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ノー チ黒染 スルモ、下葉 ハ上葉 二接 シテ極 クー

部分 ノ外、殆 ド染色 セズ(第2囲 蓼 照)。

肝臓、黒褐 色 ヲ呈 スル外著憂無 シ。

第2圓

写 鴫 つ 懸 ・.覧1

箆磐 塾
∵ 議オ

顯微鏡 的所 見

著色部 二於 ケル肺毛細管 ハ黒色 テ呈 シテ全切片

標本 ノ肺組織 ノ殆 ド全般 二亙 リテ禰蔓 スル モ周

縁部 二於 テ之 レガ色調 ノ戴 キモ ノア リ。

肺組織 ハ概 シテ網 状 テ呈 スルモ、所 々肺胞 二於

ケル室氣 ノ含有比較的少 ナキモ ノ有 リ。

弓副廣大 ニテ見 ルニ肺毛細管 ハ墨 汁穎粒 ヲ以 テ充

實 シ該肺組織 テ曲折蛇行 スルモ彼 ノ黒色調薄 キ

モ ノニ有 リテハ墨汁穎粒 ノ含有不充分 ナ リ。

肝臓 中心静脈 二旗張 テ認 メズ、肝細胞索間毛

細管 ハ墨汁頼粒 ト共 二赤血球 テ充塞 シ、切片標

本 二普遍 白勺二存拍Eス。

第 ・5例 家兎番號第354號 、 罷重2550瓦 、 雄

右耳翼静脈 腹位、注 入室氣量禮重毎冠1.O娩

約5秒 テ経 テ墨汁10.0琵 テ同虎 ヨ リ注 入、 死

所要 時間4分 直 チニ解剖 ス。

肉眼的所 見(第3圖 喫照)。

右肺、上葉 ハ外観上全 ク染色 セズ、中葉 ハ虎 々

黒色 ノ小斑鮎 テ認 ムル ノ ミ。下葉 ハ縦 隔面 二近

ク極 クー一部分 二於 テ薄 キ 黒色調 ノ小斑 鮎 テ見

ノレo

割面 二於 テハ上葉 ハ縦隔面 二接 シテ極 ク灘 ク染

色 スルニ過 ギザルモ、 中葉 二於 テハ其 ノ周縁部

第 3 圃

ヲ除 キテ、殆 ド全般 二亙 リテ黒 色テ呈 シ、 下葉

又中央部 二於 テ薄 ク黒 色調 テ認 ム。

左肺、上葉 ハ小数 ノ黒 色小斑鮎 ヲ認 ムル外殆 ド

著色 セザルモ、割面 二於 テ・・其 中心 二黒色調 ノ

比較的濃厚 ナル部分 ア リ。下葉 二接 シテ極 クー

部分 ノ薄 キ黒色斑 テ有 スル ノミーシテ割面又殆

ド同檬 ナ リ。

肝臓、全般 二亙 リテ黒色調 テ呈 スルモ其 ノ色調

薄 シ。

顯微鏡的所 見

肺臓、肺胞 ハ概 シテ網 駄 テ呈 スルモ、一部分弛

緩 シテ網歌 ノ明瞭 ナ ラザルモ ノ或 ハ肺胞 中隔 ノ

甚 ダ厚 キモ ノア リ。

著色部 テ見ルニ肺胞壁毛細管 パー般 二黒 色 ヲ呈

シ、該部 二於 ケル肺胞中間組織全般 二亙 リテ禰

蔓 ス、強旗大 ニテ見 ルニ肺胞 ハ緊張 シー般 二含

氣性 ナルモ、塵 々肺 胞壁 ノ弛緩著 シク室氣 ノ含

有寡 キモ ノア リ。 墨汁穎粒 ヲ坦 テ充實 サ レタル

肺毛細管 ハ該 肺胞 中間組織 テ曲折走行 シ無染色

部 ノ毛細管 ハ全 ク頼粒 ヲ混入 セズ赤血球 テ以 テ

充 塞 スル ノ ミナ リ。

肺動脈分 岐枝 ハ全切 片標 本 テ通 ジテ其 ノ著 色部

ト無著 色部 トチ問ハぎ墨 汁穎粒 ヲ混 入スルモ無

著 色部 二於 テ之 レガ充塞却 ツテ著 シキガ如 シ。

肝臓、肝小葉 ハ其 ノ限界著明 ナ リ。小葉 間及 ビ

肝細胞索間毛細管 ハ全般 二亙 リテ黒 色調 テ呈 入
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ルモ其 ノ色調薄 ク強旗 大 ニテ見 ルニ墨汁穎粒 ノ

含有不充分 ナ リ。

第6例 家 兎番號第357號 、 禮重1950瓦 、 雄

左 耳翼静脈、腹位、注 入室氣膿重毎冠1.0耗 、

死所要時 間4分 。

肉眼的所 見

右肺、上葉 ハ其 ノ中央部 二於 テ ノミ撒 個 ノ赤色

斑鮎 テ現 ハ シ、 中葉叉上葉 二接 スル極 クー部分

ヲ赤染 スル ノミ、 下葉 ハ殆 ド其 ノ全般 二亙 リテ

著 色部 テ有 セズ。

左肺、 上葉 ハ其 ノ約三分 ノー テ染色 シ、 下葉 ハ

上葉 二近 キ極 クー部 二於 テ「カル ミン」赤色 テ呈

スル外殆 ド著 色部無 シ。

肝臓 、外面、割面共 二全般 二亙 リテ「カル ミン」

色調 テ表 ハス外著攣 テ認 メズ。

顯微鏡 的所 見

各切 片標 本 テ見 ルニ著色部 ハ各切片標本 ノ中心

部 二多 ク、該部 二於 ケル肺毛細管 バー般 二濃 キ

「カル ミン」赤色 テ呈 シ、肺組織全般 二亙 リ禰蔓

ス、 張旗 大 ニテ見 ルニ著 色部肺毛細管 ハ 「ヵル

ミン」色素 ラ以 テ充塞 シ肺胞 中間組織 テ曲折走

行 スルモ、無著色部 二於 ケルモ ノハ「カル ミン」

色素 テ含 マズ。

肝臓 、中心静脈 ハ梢 丸旗張 スルモ「カル ミン」色

素 ラ容 レズ赤血球 ノ ミラ多量充塞 ス。肝細胞索

間毛細管 ニハ全般 二亙 リテ「カル ミン」色 テ呈 ス

ル モ其 ノ色調甚 グ薄 ク強旗大 ニ テ見 ルモ毛細管

二於 ケル「カル ミン」色素 ノ充塞少 シ。

第7例 家兎 番號 第359號 、 禮 重1940瓦 、 雄

右 耳翼 静脈 、腹位 、注 入室氣禮重毎冠1.5妬 、

約10秒 テ経 テ8・0%「 リチ オン、カル ミン」溶液

8.0琵 テ同腿 ヨリ注入、後1分 ニテ殺撲 ス。

肉眼的所見

肺臓 左右 肺上葉及 ビ右肺中葉 ハ敦 レモ外 面上

其 ノ中央 ノー部 二於 テ僅 カニ赤 色小斑 貼 テ現 ハ

シ、 下葉 又左右肺共 二其 ノ全葉 二亙 リテ著色 部

テ有 セザル モ割面 二於 テハ各葉其 ノ中心部 二於

テ濃厚 ナル 「ヵル ～ン」赤色 テ呈 ス。

顯微鏡 的所 見

肺臓、 肺胞 バー般 二網歌 テ呈 スルモ肺胞 中隔比

較的薄 久 且 ツ塵 々 二破壌 シテ相通 ジ大室胞 テ

形成 セルモ ノア リ。 ・

著 色部 テ見 ルニ、肺毛細管 ハ「カル ミン」赤 色 テ

呈 シ該部全般 二亙 リテ禰蔓 スル モ又塵 々 「カル

ミン」色調 ノ甚 ダ薄 キモ ノヲ認 ム。

強籏大 ニテ見 ル ニ肺胞壁 ノ緊張 中等度 ニ シテ肺

胞 ハ概 シテ室氣 ヲ・含 ム、著 色部 二於 テ肺毛細管

バー般 二「カル ミン」色素 ラ以 テ充實 サルモ、彼

ノ色調 ノ薄 キ部 二在 リテハ「カル ミン」色素 ノ充

塞甚 ダ寡 シ。

肺動脈 ノ分 岐枝 バー般 二接張充盈 シ、其 ノ著色

部 ト否 トテ問 ハズ「カル ミン」色 素 テ充填 スルモ

ノ多 キモ、又各威 二赤血球、 「カル ミン」色素共

一入 レザル内容室虚 ナルモ ノ有 リ。

肝臓 、中心部静脈 二小量 ノ「カル ミン」色素 テ容

ル ・外細胞索問毛細管 一ハ殆 ド色素 テ含有 セズ

赤血球 ノ ミテ以 テ充 塞 ス。

第8例 家 兎番號第353號 、 禮重2150瓦 、 雄

左耳翼静脈 、腹位、注 入炭酸 瓦斯量、盟重概

2.0耗 約5秒 テ経 テ8.0%「 リチオ ン、カル ミン」

溶液8.O立 毛テ同慮 ヨリ注 入、後1分 ニ シテ撲殺

スb

肉眼的所 見

肺臓 、左肺上葉 及 ビ下葉 ハ其 ノ周縁部 テ除 キテ

殊 二下 襲・・上葉 二近 ク各全葉 ノ約二分 ノー ラ赤

染 ス。

右肺、 上葉 ハ其 ノ約三分 ノー 中葉 ハ其 ノニ分 ノ

ー共 二濃厚 ナル「ヵル ミン」赤 色部 ヲ有 スルモ其

ノ周縁部及下葉 ハ其 ノ全面 二於 テ殆 ド著色 セズ

唯縦 隔面 二接 シテ極 クー部 ノ染 色部 テ認 ムル ノ

ミナ リ。

肝臓 全般 二亙 リテ「カル ミン」色調 デ呈 スル外

著攣 ナ シ。

顯 微鏡 的所 見

肺臓、全切片標本 二於 ケル著 色部 テ見ル ニ 「カ

ル ミン」 色 テ呈 スル肺毛細管 ハ該著 色部 ノ全般

二亙 リテ存在 スル モ爾 ホ、腿 々「カル ミン」色調

ノ甚 ダ薄 キ或 ハ全 ク示 サザルモ ノア リ、彊櫨大
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ニ テ見ルニ肺胞壁 ノ緊張一般 二中等度 一 シテ中

隔厚 ク殊 二肺胞 ノ網状不整 ナル部 二在 リテハ肺

胞壁著 シク弛緩 シ鍛髪 テ呈 ス。該部 二於 テ肺毛

細管 ハ蝟集蛇行 シ且 ツ「カル ミン」色素充塞充分

ナルモ彼 ノ色調 ノ判 明 セザル小斑部 ニア リテハ

「カル ミン」色素 ノ充實甚 ダ不充分 ナ リ.

肝臓、肝小葉 ノ境界及 ビ肝細胞索 ノ配列 二異常

ナ シ。 中心静脈及 ピ肝細胞索毛細管 ニハ接張充

盈 テ見ザルモー 見一様 二鮮 明 ナル 「カル ミン」赤

色 テ呈 シ、弓蜀廣大 一テハ該 毛細管 二於 ケル「カル

ミン」色素 ノ充 ・塞セルラ認 ム。
の

第9例 家 兎番號第356號 、 膿重2480瓦 、 雄

右耳翼静脈、腹位、 注入炭 酸瓦斯 量、膿重 毎冠

6.5耗 、 約10秒 テ経 テ8・O%「 リチオン、カル ミ

ン」溶液8.0耗 テ 同慮 ヨリ注 入、後2分 ニ ー1テ撲

殺 セ リ。

肉眼的所 見

肺 臓

右肺、 上葉 及 ビ中葉 ハ其 ノ外縁 ノー部 テ除 キテ

殆 ド全葉 二亙 リテ濃 キ「カル ミン、赤 色 ヲ呈 スル

モ、各庭 二梢 丸「カル ミン」色調 ノ薄 キ小斑部 ア

リ。下葉ハ縦隔面 二於 テ且 ツ上葉 二接 シテ極 ク

ー部 ノ著 色 テ認 ムル ノミナ リ。

左肺、上葉 ハ殆 ド普遍 的 二赤 色 ラ呈 スル モ其 ノ

周縁部及 ビ其 ノ他 ノ各塵 二「カル ミン」色調 ノ薄

キ小斑貼 テ有 ス。 下葉 ハ上葉 二接 シテ赤色小斑

部 テ示 ス外殆 ド全般 二亙 リテ著 色 テ認 メズ。

顯微鏡的所 見

肺臓、肺組織 ハ概 シテ網 状 テ呈 スルモー般 二肺

胞中隔厚 ク且 ツ各庭 二肺胞壁 ノ弛緩 シテ網黙 明

カナ ラザルモ ノアリ。著色部 テ見 ルニ肺毛細管

・・一般 二鮮明 ナル「カル ミン」赤色 テ呈 シ、該肺

組織全般 二亙 リテ禰 蔓 スルモ稀 二「カル ミン」色

調薄 キモ ノ有 リ。

彊旗大 ニテ見 ルニ著色部 二於 ケル肺毛細管 バー

般 二「カル ミン」色素 テ以 テ充實 シテ肺胞 中間組

織 テ走行 スル モ「カル ミン」色調 ノ戴 キ毛細管 二

「カル ミン」色素 ノ含有不充 分 ナ リ。

肝臓、中心静脈 梢 支旗 大 スルモ ノ・如 ク 「カル

ミン」色素 テ以 テ充實 シ且 ツ之 レラ中心 トシテ

肝細胞 間静脈 ニモ亦 「カル ミン」色 素 テ充填 スル

モ ノモ末梢 二及 ブニ從 ヒテ其 ノ量 テ減 ジ外周部

二於 テハ之 レラ全 ク含 マズ赤血球 ノミラ容 ル ・

モ ノアリ。

第11)例 家 兎番號 第360號 、 膿重2400瓦 、 雄

左側人工氣胸、胸腔注 入量51D姥 、 約10分 ラ経

テ室氣栓塞、右耳 翼静脈、 腹位、 注入室氣量盟

重毎冠1).6耗b後5秒 ニ シテ8.0%「 リチオン、

カル ミン」溶液8.O立 毛ラ同庭 ヨリ注入、 注射2

分 ラ経 テ撲殺 ス。

肉眼的所 見

肺 臓

左肺(氣 胸側)、 上葉 ノ極 クー部 ラ赤染 スル外 、

下葉 ノ全面殆 ド著色 セザルモ、割面 二於 テハ各

葉 ノ中心部 ニ テ濃 キ「カル ミン」赤 色テ呈 シ、其

ノ外縁 二於 テハ全 ク著色 テ認 メズ。

右側(健 康側)、 上葉及 中葉 ハ其 ノ中央 ノー部 テ

赤染 シ下葉 二於 テハ普遍的 二「カル ミン」赤色 テ

呈 スルモ、之 レガ色調甚 ダ薄 シ。 割面 二於 テハ

上葉及 ビ中葉共 二其 ノ中心部 ニテ「カル ミン」赤

色濃 ク下葉 二於 テハ全般 二亙 リテ「カル ミン」赤

色 テ呈 スル モ之 レガ色調極 メテ薄 シ。

肝臓、肝小葉 ノ境界及 ビ肝細胞索 ノ配列 二異常

無 シ。 中心静脈 ハ旗大 ジ カル ミン」色 素 テ以 テ

充實 ス。

顯微鏡的所 見

肺 臓

左肺(氣 胸側)、 肺胞 ノ網状 ラ呈 スルモノ殆 ド無

久 多 ク・・糊 犬判 明 セズ。肺胞 ハ大小種 々ナル

間隙 ラ表 ハ シー 見質實様 ラ呈 ス、著色部 ヲ・見 ル

ニ肺毛細 管 「カル ミン」赤 色 テ示 シ、該肺組織全

般 二亙 リテ密集 ス。

張接 大下 ニテハ肺胞壁極度 二弛緩 シ、肺胞 中隔

相接 シテ肺胞 ハ鐵状 テ呈 シテ室氣 ヲ含 ムコ ト極

メテ寡 キカ或 ハ全 ク無氣 ノ状態 ニァリ。著 色部

テ見 ・レニ肺毛細管 ハ「ヵル ミン」色素 テ以 テ充實

シ該肺組織 二蝟集相交錯 ス。

右肺(健 康側)、 概 シテ肺組織 ハ網状 テ呈 スルモ
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肺胞中間組織一般 二厚 ク稀二肺 ノ周園部二於テ

ハ氣胞 ノ判明セザルモノ或ハ肺胞中隔破壌 シテ

大室胞 テ現出セルモノアリ。

濃染部テ見ルニ毛細管ハ濃厚ナル「ヵルミン」赤

色テ呈 シ該組織 テ普遍的二走行 ス。

強櫨大 ニテ見ルニ肺胞壁 ノ緊張中等度ニ シテ概

シテ室氣 テ含ムモ又肺胞壁弛緩 シテ鍛髪 テ呈 ス

ルモノアリ.著 色部二於ケル細毛管ハ 「カル ミ

ン」色素テ以テ充實 シ該肺組織二密集蛇行スル

モ、彼 ノ「カルミン」色 ノ薄キモ ノニ在 リテハ肺

毛細管二於ケルβカル ミン」色素 ノ充填不充分ナ

リ。

肝臓、中心静脈梢 肩廣張 シ「カル ミン」色素ハ該

静脈 ラ中心 トシテ小葉間静脈及 ビ肝細胞索間毛

細管二普遍的二充1眞スルモ中心静脈 ヨリ遠ザカ

ルニ從 ヒテ漸次之 レガ充塞テ減 ズ。

第11例 家兎番號第362號 、罷重L)OOO瓦 、雄

右側人工氣胸、胸腔室氣注入量50耗 、約10分 ラ

経 テ右耳翼静脈 ヨリ室氣 テ注入、注入量、禮重

概0.6琵 、後10秒 ニシテ墨汁10妬 ヲ同虎 ヨ

リ注入、約2分 テ経 テ撲殺 ス。

肉眼的所見

肺 臓

右肺(人 工氣胸側)、 左肺 ノ約三分 ノニ大 二萎縮

シ、中葉ハ其 ノ周縁 ノー部テ除キ殆 ド全葉二亙

リテ黒色テ呈 ス。上葉及下葉ハ共二外面上、著

色部 テ認 メザルモ割面二於 テハ其 ノ深部殊 二縦

隔面二接 シテ黒染部 アリ。

左肺(健 康側)、 上葉及 ビ下葉 ハ敦 レモ其 ノ縦隔

面 二接 シテノミ黒色テ呈 ス。

肝臓 黒青色デ呈スル外著攣 ラ認メズ。

顯微鏡的所 見

右肺(人 工氣胸側)、肺組織 ハ周縁部及 ビ肺尖 ノ
ー部 テ除キー般 二肺胞 ノ網状判明セズシテ實質

檬 テナス。

全切片標本 ノ著色部テ見ルニ肺毛細管ハ黒色ヲ

呈 シ該肺組織全般二亙 リ禰蔓 ス、弼 廣大 ニテ見

ルニー般 二肺胞壁弛緩 シテ室氣 テ含ムコト甚ダ

少ナク、殊 二彼 ノ網状 ノ制明セザル部 ニアリテ

ハ肺胞壁極度二弛緩 シ肺胞中隔相接 シテ全 ク室

氣 テ含マザルコ ト多 シ。

肺毛細管ハ該肺胞中間組織 テ密集蛇行 シ且ツ著

色部二在 リテハ墨汁穎粒 ヲ以 テ充塞 サル。

左肺(健康側)、肺組織ハ概 シテ網歌 テ呈 シ肺胞

二於 ケル室氣 ノ含有多 キモ腿 々殊 二肺尖端及 ビ

周園部二於 テ室氣 ノ含有少ナキモノ有 リ。著色

部肺組織 テ走行セル肺毛細管バー様 二黒色 ラ呈

シ、殆 ド無染色部 ラ示サズ。強振大下ニテハ肺

胞壁 ノ緊張高度ニシテ著色部 二於 ケル肺毛細管

ハ墨汁穎粒 弐以テ充塞 シ該肺胞中隔二相當シテ

曲折蛇行ス。

肝臓、中心静脈梢 く振大 セル ノ感 アリ、且 ツ墨

汁穎粒テ多量二混 ズ、肝細胞索間毛細管モ亦赤

血球 ト共二墨汁穎粒 ヲ混入 シ、中心静脈二近 ク

之 レガ充填著明ナリ。

第12例 家兎番號第363號 、膿重2270瓦 、雄

左側人工氣胸、室氣注入量50耗 、約10分 テ経

テ左耳翼静脈 ヨリ室氣 ラ注入、注入量膿重毎冠

1.0耗 、 注入直後8.0%「 リチオン、カルミン」

溶液8.oqia同 慮 ヨリ注入、約2分 ラ経テ撲殺

スo

肉眼的所見

肺臓

左肺(人 工氣胸側)、 稚 丸萎縮 シ外観上各葉 二著

色部 テ認 メ其 色調 ハ右肺 ヨリ稽 ≧鮮明 ナルガ

如 キ感 アリ。

右肺(健 康側)、 一般 二含氣 性 ニ シテ外面 ハ各葉

テ通 ジテ色調簿 キ「カル ミン」赤 色テ呈 スルモ割

面 二於 テハ其 ノ深 部殊 二肺門 二近 ク濃染色部有

リ。

肝臓 全般 二亙 リテ「カル ミン」色調 ヲ帯 ブルモ

矛肖ll奪 キ感 ア リ。

顯微鏡 的所見

肺臓 左肺(人 工氣胸側)、 肺組織 ノ多 クハ肺胞

ノ網封犬判 明 セズ シテ實質様 テ呈 シ殆 ド室氣 テ含

ムコ ト無 シ。2.3網 状 テ呈 スルモ ノァルモ其 ノ

形不規 則 ニシテ其 ノ中間組織 叉厚 ク肺胞 ハ室氣

テ含 ムコ ト甚 ダ少 ナシ。
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著 色部 二於 テ肺毛細管 ハ「ヵル ミン」赤 色 テ呈 シ

該肺組織 ラ普遍的 二禰蔓 ス。 強籏大 ニテ見 ルー

肺胞壁 ハ著 シク弛緩 シ殊 二肺胞 ノ網 月犬判明 セザ

ルモノニ在 リテハ肺胞 中隔相密接 シテ摺状 テナ

シ殆 ド無氣獣態 ニ アリ。

著色部 二於 ケル肺毛細管 ハ「カル ミン」色素 テ以

テ充填 セラ レ該組織 ラ密集相交錯 ス。

右肺(健 康 側)、 肺組織 バー般 二網歌 テナ シ肺胞

室氣 テ含 ム コ ト多 キ周縁 ノー部 二於 テハ網歌 ノ

制明 セザルモ ノ及 ビ肺胞 中隔破壌 シテ大室胞 テ

形成セルモ ノアリ。

著色部 二於 テ肺毛細管 バー般 二薄 キ「カル ミン」

赤色 テ呈 シ該肺組織全般 二亙 リテ禰蔓 シ且 ツ各

庭 二「ヵル ミン」色 ノ濃 キ樹 枝状血管 ノ介 在 スル

テ認 ム。強籏大 ニテ見 ルニ肺胞壁 ・・比較的緊張

シ肺胞中隔薄 キモ、周縁 部 ノ網状 則明 セザルモ

ノニ在 リテハ肺胞壁弛緩 シテ多 クノ・搬 髪歌 ヲ呈

シ肺胞 ハ室氣 テ含 ムコ ト寡 シ。

著色部 ノ肺毛細管 ニハー般 二「カル ミン」色素 テ

充塞 スルモ不充分 ニ シテ彼 ノ「カル ミン」赤色 ノ

濃キ樹枝状 血管 二在 リテハ色素 ノ充塞充分 ナ リ

比較的大 ナル肺動脈 与・多 クハ 「カル ミン」色素 テ

容 レザル ゴト多 ク赤血球 ノミヲ含有 シ、肺静脈

ハ多 ク萎縮 シテ内容 ヲ有 セズ。

肝臓、中心静脈及 ビ肝細胞索間毛細管 ニハ普遍

的二多量 ノ赤血球 ト「ヵル ミン」色素 トヲ充 實 ス

ルモ「ヵル ミン」色素 ノ含有一般 二少 ナ シ。

第13例 家 兎番號第364號 、 禮重2350瓦 、 雄

左側横隔膜神経捻 除約4糎 、手術後2日 ニ シテ

室氣栓塞 チ惹起 セ シム。

右耳翼静脈、 腹位、 注入室氣 量、膿重毎冠0.5

耗、約2分 テ経 デ8.0%「 リチオ ン、カル ミン」溶

液8.0耗 テ同庭 ヨリ注 入、 直 チニ撲殺 ス。

剖検 スルニ左側横 隔膜紳経 ハ所期 ノ如 ク捻除 サ

レ居 タリ。

肉眼的所 見

肺臓、左右肺共 二含氣性 ナ リ.右 肺 ハ中葉 ヲ除

キテハ上葉及下葉 共 二外 面上著 色 ヲ見 ザルモ、

割面 二於 テハ各葉 ノ深部 二相當 シテ比較 的濃 キ

「カル ミン」赤 色 テ呈 ス
。 中葉 ハ殆 ド全般 二亙 リ

テ濃 キ「カル ミン」赤色 テ表 ハ シ而 モ之 レガ著 色

ハ普遍的 ニ シテ斑紋歌 テ示 サズ。

左肺、 上葉 ハ其 ノ外縁部 テ僅 ヵ二除 キテ其 ノ大

部分 テ染色 スルモ、下葉 ノ・外面上、上葉 二接 シ

テ ノミ著 色小斑部 ラ有 スル外、殆 ド全葉 二亙 リ

テ染 色 セズ。

肝臓、 濃赤 紫色 ヲ呈 シ「ヵル ミン」色調 比較 的明

ナ リ。

顯微鏡 的所見

肺臓、右肺、肺組織 ハ概 シテ網男犬テ呈 スルモ、

一般 二肺胞 中間組織厚 ク肺胞 二於 ケル室氣 ノ含

有梢 ミ少 ナ キ感 アリ。且 ツ周縁 ノー部 二限 リ網

状 ノ判 明 セザルモ ノア リ。著色部 二於 テ肺毛細

管 バー般 二「ヵル ミン」赤色 テ呈 シテ該組織 テ走

行 シ該著色部 二普及 シ且 ツ各虞 二樹枝歌血管 ノ

更 二濃 キ赤色 ヲ呈 スル モ ノテ認 ム、弓蜀廣大 ニテ

見 ルニ著色部 二於 ケル肺 毛細管 ハ「刀ル ミン」色

素 テ充實 シ肺胞 中間組 織 テ曲折蛇行 シ大小肺動

脈 ノ分枝 ハ多 クハ極 ク小量 ノ「カル ミン」色素 ト

共 二赤血球 ラ充塞 スルモ、又各虜 二之 レ等 テ全

ク含有 セザル室虚 ナル モ ノアリ。肺静脈 ノ・一般

二萎縮 シ殆 ド内容無 キモ ノ多 シ。

左肺 、肺組織 ハ概 シテ網駄 テ呈 シ室氣 ノ含有比

較 的多 キモ其 ノ肺胞型 ハ不整 ナ リ。著色部 ラ見

ルニ肺 毛細管 ハ其 ノ全般 二亙 リテ「カル ミン」色

テ呈 スル モ其 ノ色調梢 支薄 キ感 ア リ。強接大 一

テ見ルニ肺毛細管 ハ「ヵル ミン」色素 ノ含有稽 支

不充分 ニ シテ大小肺動脈 ハ「カル ミン」色素 ハ勿

論赤血球 テモ充塞 スルモ ノ少ナ ク、殊 二肺静脈

二至 リテハ敦 レモ内容室虚 ナ リ.

肝 臓、肝細胞索 ノ配列稚ド 明瞭 ラ訣 クモ、濃 キ

「ヵル ミン」色素 ハ中心静脈 ヨリ放射 テナ シテ普

遍的 二存在 ス。

第14例 家兎番號第366號 、 禮重21100瓦 、 雄

右側横 隔膜 示申経捻 除、約5糎 、手術後1日 一 シ

テ室氣栓 塞 テ惹 起 セ シム。

左耳翼静脈、腹位、注 入室氣量禮 重毎冠0.5耗 、

約1分 ラ経 テ8.o%「 リチ オン、 カル ミン」溶液
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8.oiyEラ 同Jl・ヨ リ注入、5分 ラ経 テ撲殺 セ リ.

解 剖 二際 シテ右側横隔膜神経 ノ所期 ノ如 ク捻 除

サ レタル テ認 メタリ。

肉眼的所 見

肺臓

右肺(手 術 側)、 上葉 ハ其 ノ中央部 二於 テ僅 カニ

染 色 スル ニ過 ギザルモ中葉 ハ其 ノ周縁部 テ除 キ

テー様 二鮮 明ナル「カル ミン」色 ラ呈 シ且 ツ斑紋

黙 テ示 サズ。下葉 ハ殆 ド無著 色部 ナ ク全葉 二亙

リテ染 色 スル モ其 ノ色調 甚 ダ薄 シ。

左肺、上葉 ハ其 ノ外縁 テ除 キテー般 二 「ヵル ミ

ン」赤 色 テ呈 シ、下 薬又全 葉 二亙 リテ普遍 的 二赤

染 スルモ、之 レガ色調 甚 グ薄 ク僅 カニ上葉 二接

シテ濃ii染音Bラ認 ム。

肝臓、肝 ノ全般 二亙 リテ「ヵル ミン」色調 著明 ナ

リ6

顯 微鏡 的所 見

肺臓 鴨

右肺、肺組織 ハ概 シテ網状 テ呈 スルモ全 切片標

本 ノニ分 ノー ハ肺胞中間組織比較的厚 ク各腱殊

二外縁 二於 テ網状 ノ判明 セザ ル實質様部 テ認 ム。

著 色部 ラ見ルニ肺毛細 管ハ極 ク薄 キ「カル ミン」

色 テ呈 シ、該組織全般 二亙 リテ禰蔓 スルモ、 中

央部 二於 テ比較的 「カル ミン」赤 色 ノ濃 キ肺血管

ノ走行 スル テ認 ム。

強櫨大 ニ テ見ル ニ肺胞壁 ノ緊張 中等度 ニ シテ比

較的室氣 ラ含 ムモ網状 ノ判 明 セザル部 二在 リテ

・・肺胞壁極度 二弛緩 シ肺胞 中隔 相接 シテ摺歌 テ

呈 ス。肺毛細管 ハ該肺組織 テ走行 ジ殊 二實質様

部 二在 リテハ密集相交錯 スルモ「カル ミン」色素

ノ栓塞 不充分 ニ シテ彼 ノ中央部 二於 ケル 「カル

ミン」色 ノ明瞭 ナル モ ノニ在 リテハ 「カル ミン」

色素 ノ充 塞著明 ナ リ.

左 肺、肺組織 バー般 二網歌 テナ シ室氣 ノ含有右

肺 二比 シテ梢 支大 ナル ガ如 キ感 ア リ。腿 々網歌

ノ判明 セザル小斑部 アル モ寡 シ。著 色部 テ見 ル

ニ肺毛細管 ハ濃 キ「カル ミン」赤 色 テ呈 シ、該著

色肺組織 テ普遍的 二走行 ス。

強憤大 ニテ見 ルニ肺胞壁多 クハ緊張 ヲ示 シ、肺

胞 中隔比 較的淳 ク、著 色部 二於 ケル肺毛細管 ハ

「カル ミン」色素 テ以 テ充 實 シ該 肺胞中隔 ラ曲折

走行 ス。

肺動脈 ノ分岐枝 バー般 二「カル ミン」色素 テ充塞

スル モ ノ少 ナク多 クハ赤血 球 ノミ充填 スルモ、

又 各庭 二之 レラ容 レザ ル内容室虚 ナルテ認 メ肺

静脈 二又多 クハ内容 ラ見 ザルモ、虚 々赤血球及

ビ極 ク小 量 ノ 「カル ミン」色素 ノ侵入 セル ラ認

ムo

肝臓、 中心静脈 ハ赤 血球 テ以 テ充 盈 スルモ 「ヵ

ル ミン」色素 ノ混 入少 ナ ク、肝細胞 索問静脈 ハ赤

血球 及「カル ミン」色素 テ充 塞 シ而 カモ中心静脈

ヨ リ遠 ザ カルニ從 ヒテ「カル ミン」色素 ノ充填漸

次 多 キガ如 シ。

第15例 家 処番號第365號 、 艦重2500瓦 、 雄

肺結核家 兎(牛 型菌 ノ家 兎禮重毎冠2・0箆 ラ氣

管 ヨリ注入、 後約30日 テ経 タルモ ノ)右 耳翼静

脈、腹位、 注入室氣 量、禮 重短竜0.5妬 、約30

秒 テ経 テ8.O%「 リチオ ン、 カル ミン」溶液8.0

テ同庭 ヨ リ注 入、約4分 後 一 シテ撲殺 ス。

肉眼的所 見

肺 臓 ●

左肺、上葉 ハ其 ノー部 ラ除 キテ殆 ド全葉 二、 下

葉 ハ其,ノ全般 二亙 リテ共 二著 色部 テ認 メズ且 ツ

各葉 テ通 ジテ多数 ノ大小結 節 テ表ハ シ、殊 二下

葉縦隔面 二接 シテ多 シ。

右肺、全般 二亙 リテ染 色斑 テ見ズ、唯割面 二於

テ ノミ庭 々「ヵル ミンJ赤 色 ノ小斑部 テ認 ム、結

節 ハ上葉 中葉 二多 ク下 襲 二比較的少 ナ シ。

肝臓、結節 テ認 メズ、全面 ハ普遍的 二淡赤紫色

テ呈 シ「カル ミン」色調薄 キ感 ア リ。

顯 微鏡的所見

肺臓、肺組織 ハ概 シテ網駄 テ呈 シ肺胞 ノ室氣 テ

含 ム コ ト多 キモ鬼 々大小結核病攣 ノ介在 スルラ

認 メ多 クハ之 レニ近 ク網状不整 ナル モ ノ或 ハ全

ク判 明セザルモ ノア リ。

著色部 ヲ昭見 ルニ「カル ミン」赤 色 テ呈 セル肺毛細

管 ハ彼 ノ結核病愛 テ除 キテ該肺組織 二普及 ス。

強籏 大 ニテ見 ルニ結節 ハ類 上皮檬細胞 ヨ リナ リ
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稀 二中央 乾酪様攣性 二陥 レルモ ノア リ。健康肺

組織 ハ肺胞 壁一般 二緊張 テ示 シ肺胞中隔比較 的

薄 キモー部肺胞壁弛緩 シテ摺状 テ呈 セルモ ノ或

ハ肺胞中隔相接 シテ密接 ナル鍛髪 テ表ハ スモ ノ

有 リ。 「カル ミン」色素 ニヨ リテ充塞 セラ レタル

肺毛細管 ハ肺胞 中間組織 二相 當 シテ曲折蛇行 ス

ルモ、彼 ノ網}伏 ノ判 明 セザ ル部 二於 テハ殊 二蝟

集 シ相錯綜 スル事著 明ナ リ。

肝臓、中心静脈 二著墜 ナ ク肝細胞索間毛細管 ニ

ハ普遍的 二「ヵル こン」色素 ト赤 血球 トテ充塞 ス

ルモ之 レガ含 有量比較 的少ナ シ。

第三節 綜 括

以上 ノ各實験結 果 テ更 二概括 ス レバ次 ノ如 シ。

肉眼的所見

肺臓 ハ家兎 ノ生死 テ問 ハズ全肺 一様 二染 色 スル

事無 ク常 二大小種 々ナル著 色斑 テ生 ズ、而 モ著

色斑 ハ注 入量 ノi,fll'加二從 ツテ漸次減少 ス。即 チ

第1、 第2、 第3、 第4ノ 各例 二於 テ室氣 ノ注 入

量比較的小 ニ シテ比較的多量 ノ第5、 第{1、 第7

ノ各例 二比 シテ其 ノ著 色部多 シ、而 モ第1例 及

ビ第3例 ハ注 入時脊位 ニ シテ、注 入時腹位 ノ第

2例 、第 壬例 二比 ス レバ更 二其 ノ染色部大 ニ シ

テ注 入時 ノ禮位 ニ ヨリテモ著 色斑 二増減 ア リ。

省 ホ著 色部位 ハ其 ノ罷i位二於 テ然 リ。

第9例 、第8例 ノ炭酸瓦斯注 入二於 テモ街 ホ肺

ノ著 色部 ハ明瞭 ニ シテ大 ナ リ。人工氣胸家兎、

横隔膜紳経捻除家 兎、結核家 兎 二於 テモ外面上

肺 ノ著 色歌態 ハ健康家 兎 ト大差 ナ カ リシモ第12

例 ノ血管 内ヘ ノ室氣注 入後直 チニ色素 ラ注 入 セ

ルモ ノニ在'ソ テハ左右肺各葉 二於 ケル染色状態

良 ク無染 色部 甚 ダ小数 ナ リキ。

各例 二於 ケル各 葉著色部 ハ肉眼上封照 二於 ケル

ガ如 キ斑紋状 テ呈 セ ズ殆 ド著 色部 テ普遍 的 二染 二

色 シ唯極 ク小量 テ注入 シタル場合稀 二斑紋歌 ノ

濃淡 テ認 メタルモ封照 二比 シテハ尚ホ著 シカ ラ
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ズ。

顯微鏡的所見
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著 色部 ハ主 トシテ肺 ノ深部即 チ全切片標本 ノ中

心部 ヨリ周縁部 二及 ブ、該部 二於 ケル肺 毛細管

バー般 二黒色或 ハ「カル ミン」赤 色 テ呈 シ肺組織

テ曲折走行 スルモ、各庭 二之 レガ色調 ノ薄 キモ

ノ或 ハ全 ク著 色 セザル小斑部 テ有 スルモ ノアル

モ勃 レモ封 照 二比 ス レバ甚 ダ寡 ク且 ツ小 ナ リ。

強旗 大 ニ テ見ル ニ肺毛細管 ハ墨汁穎粒或 ハ 「カ

ル ミン」色 素 テ以 テ充實 スルモ、色調 ノ薄 キモ ノ

ニ於 テハ之 レ等 色素 ノ充塞 不充 分 ナル事 多 シ
。

大小肺動脈 ノ分 岐枝 バー般 二接張、色素穎粒 テ

以 テ充塞 サル ・モ庭 々之 レテ見ザ ルモ ノ、或 ハ

全 ク内容室虚 ナ ルモ ノア リ。

肺静脈 バー般 二萎縮 シテ多 クハ内容無 キモ極 ク

小量 ノ注 入例 二於 テハ萎縮 輕度 ニ シテ色素 テ容

ル ・モ ノ有 リ。

無著 色部 二於 ケル肺毛細管 バー般 二萎縮 シ小量

赤 血球 ノ外 、色素穎粒 テ入 レザル事 多 キモ肺 動

脈 ノ分岐枝 ニハ該部 ト云 ヘ ド墨汁穎粒 或 ハ 「カ

ル ミン」色素 テ充塞 スルモ ノア リ。

著 色部及 ビ無 著 色 ノ境 界 二於 テ以上雨所 見 ノ移

行型 ト思 ハル ・モ ノテ認 メザ リキ。

肝臓、外面上一様 二染 色サル ・モ之 レガ色調、

封 照 二比 スレバー般 二薄 シ。

鏡 検 スルニ色素穎粒 ハ中心静脈、或 ハ肝細胞索

間毛細管 二普及 スルモ、多 ク ノ場合之 レガ充填

封照 二比 シテ不充分 ナ リ。

要之

1.室 氣 或 ハ炭酸 瓦斯 テ家兎 ノ静脈 二注入後

一定時 ラ経 テ色素 テ注 入 スル時該動物 ノ肺臓 ハ

全肺 テ著色 スル事無 ク、各葉 各塵 二無著色斑 テ

表 ハ ス。

2.該 著 色斑 ハ瓦斯注 入量 ニヨ リテ大小増減 ア

リ。

3.左 右各葉 二於 ケル著 色部位 ハ注 入時 ノ膣 位

一ヨ リテ異 ナ リ、 同量 ノ注 人同醒位 ノ各例 二於

テハ殆 ド相等 シ。

4.著 色部 ハ封照 二於 ケル ガ如 キ斑紋歌 テ示 サ

ズ多 クハ普遍的 二染 色 ス。 但 シ極 ク小量 ノ注入

二際 シテ.斑 纐 犬二濃淡 テ表 ハスコ トアルモ、

之 レ又封照 二比 シテ小 ナ リ。

5.著 色部 二於 ケル肺 毛細管 ハ色素、穎粒 ラ以

テ充實 シ無著 色部 二於 テハ之 レラ認 メズ多 クハ

萎縮 シ赤血球 ノ充塞 少 ナキモ氣 泡 ラ謹 明 セズ。

6.大 小肺動脈分 岐枝 ハ著 色部、無著 色部 テ問

ハ 礼 憤張 シ、 色素穎粒 テ充塞 スルモ ノアルモ

各虎 二又 内容室虚 ナル モ ノテ認 ム。

7.肺 静脈 バー般 二萎縮 シテ赤 血球及 ビ色素 テ

含有 セザル事 多 シ。

9 .肝 臓 バー般 二鯵 血 テ示 シ,色 素 ラ普遍的 二

容 ル ・モ封 照 二比 シテ不充分 ナ リ。

第十章 考 案

(1)静 脈性瓦斯栓塞 ノ死因二就 イテ

静脈へ注入セラレタル室氣或ハ其 ノ他瓦斯膿ハ

上下大静脈 ヲ経 テ右心臓二流入 シ績 イテ心臓 ノ

敢縮蓮動二從 ヒ肺動脈二移行 セラル ・ハ余 ノ各

章實験二於 テ既二明白ナル事實ナルモ、肺動脈

二騙逐 セラレタル瓦斯禮ガ更二肺毛細管 テ通過

シテ左心臓二至ルヤ、將又通過 セズシテ右心臓

或 ハ肺臓二止マルヤ、此 ノ問題二關 シテハ古來

種々論議 セラル ・所ナ リ。

今余 ノ各章二於 ケル實験結果 テ見ルニ、第五章

ノ屍禮解剖 二際 シテ其 ノ肺静脈及 ピ左心臓二少

量 ノ氣 泡 テ駿 見 シタルハ假 へ其 レガ全431例 中

僅 カー3例 ノ小撒例 ト云 ヘ ド、 之 レガ事實 ヨリ

ス レバ室氣 ノ肺 毛細 管通過設 テ必 ズ シモ否定 シ

得 ザルベ ク、反 ツテ前記Beancher及Panum

等 ノ磯 血管栓塞詮或 ハJungu.Anger等 ノ心

冠歌 動脈栓 塞設 ラ肯定 セザル可 ラザルガ如 シ、

蓋 シ此 レ等磯 血管 栓塞設 及 ピ心冠駄 動脈栓塞設

ハ共 二氣泡 ガ肺毛細管 テ通過 シテ以 テ始 メテ惹

起 シ得 レバナ リ。

然 レ ドモ余 ノ其 ノ他大撒例 二於 ケル解剖學 的所

見殊 二右心室 二著 明 ナル膨隆、振大 アルニ拘 ラ
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ズ左 心室多 クハ萎縮 シ且 ツ磯 動脈 其 ノ他 ノー般

動脈系統 ニハ未 グ嘗 ツテ氣泡 テ謹明 シ得 ザ リキ

事實。

又、第四章一般症状 ノ検索 二於 テ、氣泡 ガ肺 ラ

通過 シタ リ ト假定 シタル左心室 ヘ ノ直接注 入二

際 シテハ、室氣或 ハ瓦斯禮 ノ比較的小量 ニテ、

而 カモ動 物 ノ生死 二關 セズ既 二著 明ナル中福紳

経麻癖 ノ症状 テ表 ハシタルニ、静脈 ヘ ノ注 入 一

於 テハ第一次的 ニハ決 シテ斯 ノ如 キ紳経症状 テ

招來 セズ唯 々艶 死 セルモ ノニ限 ツテ、第 二次的

二之 レテ示 シタル事 實 ヨリス レバ、氣 泡 ハ肺 毛

細管 テ通 過 スルコ ト甚 ダ稀 レニ シテ、 而 モ假 へ

通過 シタル場合 ア リトスルモ之 レガ氣 泡 ノ甚 ダ

少量ニ シテ脳 栓塞 ニ ヨル紳経症状 テ呈 スルニ至

ラザ リシモ ノナルベ シ。

加 フル ニ第 章 二於 ケル動脈血巫曲線 ハ更 二之

レ等事實 ラ裏書 キ スルモ ノニ シテ即 チ動脈血歴

ノ下降ハ肺 ニテ遮断 セラレタル室氣 ガ肺静脈 ヘ

ノ灌流作用 テ不完全 ナ ラシメタル ガ爲 メニ生 ジ

タルー現象 ナ リ。

要之 二静脈 へ注入 セラ レタル室氣 ハ上下大静脈

ヨ リ右心臓 二流 入 シ.綾 イテ肺動脈 へ移行 スル

モ、多 クノ場 合肺 毛細管 テ通過 セズ ト看倣 シテ

可 ナルベ ク、假 へ稀 レニ肺 ラ通過 スルコ トア リ

トスルモ、其 ノ通過氣泡 タル ヤ甚 ダ少量 ニシテ

結局、注入瓦斯禮 ノ大部分 ハ肺 ニテ遮断 セラル

ルモ ノト思惟 シテ可ナ ルベ シ。

術 ホ室氣或 ハ他 ノ瓦斯禮 テ家兎或 ハ猿 ノ左心臓

く 直接注入 シタル余 ノ實験 二於 テ、其 ノ発死 セ

ザ リシモ ノニァ リテ、 中福示申経症状 ノ多 ク場 合
つ

一過性 ナ リシバ、室氣 ガ容 易 二磯血管 テ通 過 シ

タルモ ノト考ヘ ザル可 ラズ、 然 リ余 ノ實験 中、

家 兎 ノ頸静脈 テ露 出 セシメタル撒例 二於 テへ

左心臓 ヘ ノ注 入後 撒秒 ニ シテ多藪氣 泡 ノ雨側頸

静脈 ラ右心 二向 カツテ通過 スルラ透 覗 シ、且 ツ

其 ノ艶死 セザ リシモ ノ・剖見 二際 シテモ亦其 ノ

磯 血管 二鬼 々比較 的多藪 ノ小氣泡 テ謹明 シタル

事實 ヨリ、Beancher,Weissenrieder等 ノ如 ク

脳 血管 二於 ケル氣泡 ノ謹明 テ以 テ直 チニ之 レガ

死 因 ノ磯死 トハ云 ヒ得 ザルベ ク、即 チ静脈性室

氣 栓塞死因 ノ磯死説 タル ヤ其 ノ論嫁更 二薄弱 ト

ナ レル観 ア リ.

次 ギ ニJungu.Anger及 ビGundermannニ

ヨ リテ叫 バ レタル心冠歌血管栓 塞設 モ亦、氣抱

ガ肺 テ通過 セザル限 リ成立 シ得 ザルモ ノニ シテ

從 ツテ之 レガ瑳來 モ亦甚 グ稀 ナルハ當然 ノ事 ニ

シテ、且 ツ肺 テ通過 シタル場合 ト云 ヘ ド、前記

ノ斯 ノ如 キ僅 少 ノ氣 泡 ニ ヨリテ心麻癖 テ惹起 ス

可 キ榮養障碍 アルベ シ トモ考 へ得 ザル所 ナ リ、

正 二余 ノ實瞼 二於 テ室氣 ノ多量 テ且 ツ急速 二注

入 シタル時 二限 リ、之 レガ発死 直後 ノ剖見 二際

シテ未 ダ停止 セザル心 ノ搏動 二從 ヒ、多撒氣泡

ノ心冠駄静脈 内二於 テ末梢 二向 カツテ逆行 スル

テ認 メタル事實 ハ静脈 性室氣栓塞死因 ノ心冠状

血管栓塞設 テ良 ク反駁 シ得 ルモ ノナ リ。而 シテ

斯 ノ如 キ多量氣泡 ノ存在 ハ、之 レ恐 ラ ク多量室

氣 ノー時 二大静脈 ヨ リ右心 二注入 セ ラル ・二際

シ先 入氣泡 ノ肺動脈栓塞 二基 ク肺循覆歴 元進 ノ

結果心冠駄静脈 ヘ ノ逆行 ニ ヨルモ ノナルベ シ。

若 シ其 レ静脈性室氣栓塞 ノ死 因 ノ多 クガ磯 血管

栓塞 ニモ非 ラズ、將」叉心冠歌血管栓塞 ニモ非 ラ

ズ トス レバ果 シテ之 レガ死因 ハ何 レニ アリヤ、

自ロチ肺死 二質 スベ キカ、或 ハ心臓死 テ信 ズベキ

カ、殊 二心臓死 ハ古來之 レテ提唱 スルモ ノ多 ク

而 カモ、 此 レテ主張 スル諸學者 ノ多 クハ室氣 ノ

心内集積 ニヨル右 心 ノ極度 ノ膨隆 ガ逡 二心臓 ノ

牧縮 不全 ラ來 シ以 テ死 二至 ル モノナ リトセリ。

然 ルニ余 ノ實瞼結果 ハ正 二此 ノ心臓死 ニモ亦矛

盾 スル庭 多 久 即 チ先 ヅー般症状 二就 イテ見 ル

ニ、艶死 セルモ ノ・多クハ心搏 ノ停止 二先 キ立

チテ呼吸紹止 シ、且 ツ呼吸及 ビ心動 ノ停止 シタ

ル後 二於 テモ数分 時間 ノ人 工呼吸 ニヨ リテ再 ビ

之 レテ恢 復蘇生 シ、第五章解剖 二際 シテハ常 二

右心 ヨ リ肺動脈 二氣泡 多 久 且 ツ艶死 シタルモ

ノー シテ右心 二氣泡 テ認 メザ ル場 合 ア リト云 ヘ

ド肺動脈 二之 レテ登見 セザ リシモ ノ無 カ リシ事

實、更 二叉血歴、呼吸 ノ描 爲 二於 テハ呼吸絶 止

後 モ爾 ホ動脈血歴 ノ曲線 テ叢 キ、且 ツー時 的呼
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吸 ノ停止時 二於 テモ尚 ホ依然 トシモ血歴曲線 二

著攣 ナ カ リシコ ト等 ハ先人 ノ心臓死 二甚 ダ遠 ク

加 フルニ第三章致死量測定 二際 シテ氣泡 ガ右心

室 二停滞 スルニ都合 ヨキ位置 二於 テ艶死 セズ反

ツテ右心 ノ荷重輕減 セ ラレタ リト思惟 セラ レタ

ル禮 位 ニテ発死 シ易 カ リシ事實 ハ、 之 レ心臓 テ

去 リシ氣泡 ノ大部分 ガ肺動脈 デ迅速 二且 ツ廣汎

二栓塞 シ小循環障碍 テ來 シタルガ爲 トナルベ ク

眞 二肺臓死 トシテ意義 アルベ シ。

志村氏 ハ先 キニ法署學的 見地 ヨ リ死 ノ窒息死 ナ

リヤ或 ハ心臓 死 ナ リヤ ノ決定一法 トシテ左右心

室 ノ瓦斯 含有量 テ比較 セ リ、即 チ氏 ニ ヨ レバ、

窒 息死 二於 テハ先 ヅ呼吸停ILス ルニ爾 ホ心動停

止 セズ爲 メニ血行 ハ依然 トシテ存在、漸時間 ハ

肺 泡 ノ室氣 ノミテ以 テ静脈 血 ノ動脈化 ガ行 ハ レ

i途二之 レモ不 可能 トナ リ從 ツテ右心室 内血液 ハ

肺 テ通過 スルモ何 ラ攣化 ラ受 クル コ ト無 ク左右

心室血 液 ハ艀脈 血二近似 スルニ至 ル ト。

之 レニ反 シテ心臓死 ハ心機能 停止 ガ第 一一次 的 二

來 ル故 二左右心室 ノ血液状態 ハ生前 ノ其 レト殆

ン ド相等 シカルベ シ トシ、 志村 氏 ハ之 レガ心臓

死例 トシテ空氣栓塞死 テ選 ピタ リ。

印 チ氏 ハ家 兎 ノ静脈 二罷 重毎冠 二付 キ5.{1妬 内

外 ノ比 較的多量 ノ室氣 テ急速 二注入 シ、艶死 ノ

後該家 兎ノ左右心室 二於 ケルガ且液 瓦斯含有量 テ

測定比較 セ リ。

然 ル ニ之 レガ實験結果 ハ全 ク氏 ノ豫 想 テ裏 切 リ

途 二氏 ハ室氣栓塞 死 テ以 テ勿論純粋 ノ窒息 一 テ

モ非 ラザル モ、叉理 想的 ノ心臓死 ニハ非 ラズ ト

結論 セ リ。

即 チ志村氏 ノ實験 ノ如 キ比較的 多量 ノ注入 二際

シテモ倫 ホ純梓 ノ心臓死 トシテノ型式 テ表 ハサ

ザ リキ、況 ンヤ余 ノ實験 ノ如 ク比較的小量 ニテ

艶死 セシメ タルモ ノニ於 テオヤ、然 リ余 ノ第

章血液 瓦斯測定 二於 テハ室氣栓塞 ノ心臓死 テ去

ル コ ト更 二遠 久 窒息死 二甚 ダ近 キ結果 ヲ暴示

セ リ。

以上余 ノ各章二於 ケル實験結 果 ヨリ見 レバ静脈

性室氣栓塞 死 ノ多 クハ肺臓死 ナ リ ト結論 セザル

テ得 ズ。

即 チ余 ノ動物 二於 ケル實験結果 ヨ リス レバ、静

脈 二注 入 セラ レタル室氣或 ハ其 ノ他 瓦斯膿ハ先

ヅ右心臓 二入 リ更 二肺動脈 二移行 シ肺動脈及 ビ

其 ノ分岐枝 テ栓塞 シテ殆 ン ド肺毛細管 テ通過 セ

ズ、稀 二其 ノー部分 ヲ通過 スル コ トアリ ト云ヘ

ド其 ノ大部分 ハ肺 ニテ遮断 セラル ・ガ故 二、其

ノ爲 メ瓦斯代謝 障碍 テ來 シ、血 中酸素鋏乏、炭

酸瓦斯 蓄積 ハ途 二中福紳経 麻癖 ラ惹起 シ、呼吸

及 ビ心臓 ノ停止 ラ招來 スルモ ノナルベ シ。

而 シテ肺 毛細管 テ通 過 シタル氣泡 ハ蠣 テ磯 血管

テ栓塞 シ、從'ソ テ之 レヨ リ來 ル第一次的中福瀞

経 庶痴 モ亦 之 レテ全 ク否定 スル能 ハズ ト云ヘ ド

通過氣 泡 ノ甚 ダ小 量 ナル ガ爲 メニ、或 ハ容易一

磯血管 テ通過 シテ栓塞 セザルモ ノアルガ爲 メー

殆 ンド紳経症駄 ラ呈 スルニ至 ラザ ルモ ノアルベ

シ 。

爾 ホ以上 ハ比較的小量 ノ致死 量 ニテ艶 死 セシメ

タル場合 ニ シテ若 シ其 レ志村 氏 ノ如 キ多量 テ且

ツ急速 二注 入 センカ、心臓 ハ多量室氣 一 ヨル牧

縮不全 テ來 シ、第一次的 二心動 ノ停止 テ來 シ、

動 物 ハ甚 グ短時間 ニテ艶 死 スルハ余 ノ實験 二於

テモ明 カナル事實 ナ リ。

由之観之、静脈性室氣栓塞 ノ死因 バー定 セズ、

即 チ余 ノ所謂絶封致死量 内外 ノ比較的小量 ニテ

艶 死 セルモ ノハ、 多 クノ場合、殆 ン ド肺臓死 ニ

シテ、 比較的 多量 且 ツ急速 ナル注入 二際 シテハ

又心臓 死 ヲ惹起 スルコ トアルベ 久 稀 二肺 ラ通

過 シタル小 量小氣 泡 ハ更 二磯 血管 栓塞 ヲモ亦招

來 スベ シ.

爾 ホ人 工氣胸 二際 シテノ・、前述 ノ如 ク、其 ノ障

碍 血管 ニ ヨリテ動脈 性及 ビ静脈 性瓦斯栓塞 ノニ

種 テ登來 スルガ故 二、此 レヨリ來 ル症状 モ亦更

二多種 多様 ナルベ シ トハ又想像 二難 カラザル所

ナ リ。

2.入 工氣胸 二際 スル瓦斯栓塞及 ビ其 ノ豫防 二

就 イテ。

人 工氣胸 二際 スル室氣栓塞 ノ褒生経路 二關 シテ

ノ、、 既 二Brauerノ 最初 ヨリ論議 サ レタル所 二
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シテ、 即 チ之 レガ登來條件 トシテハ、先 ヅ 「外

氣、人工氣胸器、氣胸、氣管枝、肺胞 及 ビ室洞 ノ

如 キ室室 ト血管 トノ交通、次 ギニ 「該血管壁 ガ

斯 ノ如 キ室室 ヨ リ低歴 ナ ラザ ル可 ラザル事」 テ

暴示 セラレタ リ。

而 シテ之 レガ交通 パ刺針 ニ ヨル不注意 ナル穿刺

ニョ リテ生 ズルモ ノー シテ
、 帥 チ軍 ナル血管刺

穿 ニ ヨリテハ直接人工氣胸器或 ハ氣胸 卜、更 二

氣管肺胞或 ハ室洞 テ貫通 スル コ トニ ヨ リテハ倫

ホ 直接肺臓 トノ交 通 テモ 亦惹起 スルモ ノナ リ

ト。

Brauer・ ・斯 ノ如 キ肺組織 内二於 ケル交通 ノ多

ク・・病的組織 二於 テヨ リ可能 ナ リトシ、Boech-

man又 結 核病攣組織 二於 テ氣 管枝 ガ肺静脈 ト

交通 シタル場合 ハ畢寛室氣栓 塞 テ冤 レ得 ザル モ

ノナ リトモ記載 セ リ。蓋 シ病的組織 二於 テー度

刺針 ニヨ リテ生 ジタル損 傷 ハ刺針 ノ抜 キ去 ラ レ

タル後直 チニ閉鎖 スル能 ハザ ル程夫 レ程脆弱 ナ

レバナ リト。

健康動物 二於 ケル胸腔 内及 ビ幹静脈 ハ共 二外氣

ヨリ低歴 ニ アリ、所謂,,NegativeDruck,,ラ

有 スル・・既 二明 カナル事實 ニシテBrauer_ヨ

レバ室氣栓塞 ノ多 クハ障碍 サ レタル部位 ヨリ此

ノ陰歴 テ有 スル大 静脈 二至ル範園 内二於 テ登 生

シ、型 二於 テ此 ノ幹静脈 ハ水流 「ボ ンプ」
.トシテ

働 クモ ノナ リト。

Uterhart叉 該 陰歴 ・・心臓 二近 キ程 ヨリ大=シ

テ、從 ッテ心臓 二近 ク静脈 テ損 傷 スル程其 ノ周

園空室ハ室氣栓塞成立 ノ爲 メニ、 ヨリ低歴 ニテ

是 ル ト構 シ、更 二Brauerニ ヨ レバ、高位 ニア

ノセ障碍部位 二於 テ特 二静脈 ノ陰歴 ハ大 ニ シテ、

斯 ノ如 キ場合 二於 テハ、外氣 ヨ リ低巫 ナル氣 胸

所謂陰歴氣胸 ヨリモ亦空氣 ノ侵 入テ招來 スルモ

ノナ リト。

Liebermeisterモ 亦 高位 ニアル静脈 ノ壁巫 ハ外

氣歴 ヨ リ著 シク低 下 シ、此 ノ關係 ハ小循環系 二

於 テモ亦存在 スルモノナ リト構 シ彼 レハ彼 レノ

論文 二於 テ、其 ノ動脈 性 ト静脈性 タル テ問 ハズ

血管 ガ心臓部 ヨリ高位 二於 テ損 傷サル ・程容易

二室氣栓塞 ハ惹起 スベ シ ト結論 セ リ
。

要 之二人工氣胸 二於 ケル室氣栓塞 ノ登生 二際 シ

テノ・血管 内 ノ陰歴、大 ナル意義 テ有 スルモ ノニ

シテ、障碍 サ レタル静脈 ト交通 セル室室 内厘iカ

ガ該静脈 壁巫 ヨリ大 ナ レバ吾人 ハ室氣栓塞 テ拒

止 スルコ ト能 ハザルベ シ。

而 シテGundermann・ ・肺臓 二於 テ斯 ノ如 キ陰

歴 テ有 スル血管 トシテ次 ノ 四静脈 系 テ墾示 セ

リ.

即 チ、肋 間静脈、氣管枝静脈、肺静脈、胸廓外

静脈 之 レニ シテ、就 中、肋間静脈 ノ如 キハ血管

ヲ肋 間動脈 ヨ リ受 ケ、直接、奇静脈 二流 入スル

カ、或 ハ乳 房静脈及 ビ腋 下静脈 テ経 テ途 二右心

一入 ルモ、氣管枝静脈 ハ其 ノ前後分 岐枝 ニヨ リ

テ流 入方 向 テ異 ニ ス ト。 印 チ其 ノ後分 岐枝 ハ肺

二於 テ右 ハ奇静脈 二、左 ハ上肋 間静脈 二合流 シ

何 レモ右心臓 二入 ルモ、其 ノ其分 岐枝 ハ肺静脈

ノ分岐枝 二合 シ逡 一 左心 一流 入 スルモ ノナ リ

ト^

故 二室氣 ガ肋 間静脈、氣管枝静脈 ノ後分岐枝、

胸 廓静脈 及 ビ胸廓外静脈 二吸牧 サル ・時、室氣

ハ必然的 二右 心臓 二入 リ、前氣管枝及 ビ肺静脈

或 ハ其 ノ分 岐枝 二吸牧 サル時 ハ左心臓 二流入 ス

ル ラ兎 レ得 ザルベ シ。

帥 チ前者 ハBrauerノ 所 謂静脈性室氣栓塞 ニ シ

テ後者 ハ所謂動脈性室氣 栓塞 二属 ス、故 二人工

氣胸時 二惹起 スル室氣栓塞 ノ・其 ノ流 入血管 ニヨ

リテ此 ノ如 キニ種類 テ考 ヘザル可 ラザル ナ リ。

故 二人工氣胸 二際 スル室氣栓 塞 ノ死 因バー定 セ

ズ從 ツテ之 レガ症状 二於 テ多種 多様 ナルハ當 然

ナ リ。

人工氣胸 二際 スルf禺登 症ハ既述 ノ如 ク先 ヅFor-

laniniニ ヨ リテ之 レガ症歌 ヲ基 ゲ ラレシガ當時

彼 レ・・之 レガ登來 テ施術者 ノ,,Kunstfehler"

ナ リ トシ、從 ツテ周到 ナル注意及 ビ熟練 セル枝

術 ニ ヨ リテ・・必 ズ之 レガ防止 シ得 ルモ ノナ リト

提 唱 セ リ。

然 ルニ其 ノ後 ノ該 偶登症 二關 スル多 クノ報 告ハ

熟練 者 ニシテ爾ホ屡 ≧之 レヲ惹起 セル事實 ヲ示
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シForlaniniノ 読 ヲ否 定 セ リ。

不幸 ニ シテー度 ビ惹起 セル偶登 症 二封 シテハ極

メ テ速 カニ之 レガ救急 ノ庭 置 テ講 ゼザ ル可 ラズ

即 チKleinschmidt,Gundermannノ 心臓 刺法

及 ビ心臓切 開法 ニ ヨル心内室氣 ノ排 除、或 ハ溢

血、又 ハ軍 ナル弓星心剤 ノ投與、或 ハ酸素吸 入、

及 ピ入 工呼吸等 ア リ。殊 二酸素吸入及 ビ人工呼

吸 ハ、室氣栓塞 ノ死 因 ヨリ將叉余 ノ實験 結果 ヨ

リ實際 二之 レヲ試 ミテ最 モ赦果的 ナ ラン ト推断

サル モ、室氣栓 塞 ノ如 キ突登的偶螢症 二封 スル

癒 急庭置 ハ之 レテ瞬間 二行 ヒテ以 テ始 メテ赦果

的 ニ シテ況 ヤ甑二致命 的症歌 ラ呈 セルモ ノニ在

リテハ之 レガ救急 ノ難 キハ既二先人 ノ諸報告 ニ

ヨ リテモ明 カナ リ.

之 レ即 チ諸學者 ノ等 シク之 レガ未然 ノ防止 二關

シテ考慮 スル所以 ニ シテ、 既二Brauerノ 如 キ

ハ切開法 テ以 テ之 レガ偶登症 テ防止 セ ン トシ、

之 レガ慮用 テ高唱 セ リ。

然 ルニ該法 ハ其 ノ最初 ノ注 入二際 シテ・・或 ハ好

都合 ナ ランモ次 同 ヨリノ施 行 二際 シテ殊 二肋膜

癒着 ノ存在 セル場 合 二於 テハ反 ツテ該 偶畿症 ノ

惹起 ラ容易 ナ ラシムルコ トァ リ、加 フル ニ該施

術法 ハ繁雑 ナ リ トシテ、現今 、一部 術者 ノ外殆

ン ド之 レテ顧 ミラレザルニ至 レリ。

其 ノ後Kleinschmidt,Gundermann等 ハ膿位

ノ静脈 性室氣栓塞防止 二封 シテ甚 グ意義 アル テ

力設 シ、殊 二Gundermannハ 、 心臓 ヨリ高位

一アル静脈管 ハ血液 重力 ニ ョリテ檜加 シタル心

臓 吸牧 力 ニ ョツテ、大 ナル陰歴 ヲ昭有 スル モノナ

リトシ、K.H.Liebermeisterモ 亦斯 ノ如 キ關

係 ハ小循環 二於 テモ同様 ニ シテ、 即 チ肺静脈 ガ

心部 ヨリ高位 ニテ刺穿 サル ・程 容易 二動脈性室

氣栓 塞 ハ招來 セ ラル ・モノナ リト結論 セ リ。

又Kleinschmidtハ 骨 盤静脈 ニ ヨル室氣栓塞 二

際 シテハ"Beckenhochlagerung"テ 以 テ理

想的 ナ リ ト唱へ 之 レ不 幸 ニ シテ室氣 ノ侵入 テ

惹起 スル トモ、室氣 ハ主 トシテ心尖 二集積 シ、

肺動脈 ヘ ノ移行緩慢 ナ レバ ナ リ トセ リ。

之 レニ反 シテMeisel,G.Liebermeinerハ

Gundermannノ 設 二基 キ、斯 ノ如 キ場合 二於 テ

ハ、上牛身 ノ起揚 テ主張 セ リ、蓋 シ該膿位 二於

テ心臓 ハ侵 入部位 ヨ リ上位 二在 リ從 ツテ室氣 ノ

吸牧 テ減少 シ得 ル ガ爲 メナ リト。

G5hwylerモ 亦 彼 レノ人工氣胸施行時 二遭遇 セ

ル室氣栓 塞 ノ4例 二於 テ、 同 ジク此 ノ,,Aufr-

ichten"derK6rper"ニ ヨ リテ比較的好結果

テ得 タルモ、之 レガ原因 ハMeiselノ 其 レP・

異 ナ リ、急激 ナル禮位 ノ攣化 ニ ヨル歴力 ノ反射

的上昇 ナ リ ト設 明 セ リ。

最近K.H.Liebermeisterモ 亦G5hwylerト

同檬膿位 ノ攣 化ニ ヨル歴力 ノ上昇 ガ意義 アリト

シ、斯 ノ如 キ静脈歴 ノ上昇 ハ反 ツテ静脈 ヨリ血

液 ノ流 出 ラ惹起 シ、蠣 テハ障碍部位 二於 テ血栓

ラ作成 シ、逐 二室氣 ノ侵 入 テ防止 シ從 ツテ致命

的症状 ヨ リ免 レシメ得 ル モノナ リト結論 セリ。

斯 ノ如 ク室氣栓塞 ノ禮位 二關 スル観察 ハ興味 ア

ルモ ノニ シテ余 モ亦之 レニ關 スル諸實験 テナ シ

前述 二於 ケルガ如 キ結果 テ得 タ リ。

即 チ既述 ノ如 ク余 ノ實験 結果 一 ヨレバ背位 二於

テハ他 ノ足位或 ハ腹位 二比 シテ其 ノ症状 ノ登來

緩徐、 且 ツ致 死量大 ニ シテ、而 カモ被検動物 ノ

背位 二保 チタル限 リ発死 セザ リシモ ノモ、腹位

二攣 ズル ヤ突 如、苦 悶歌 テ表 ハ シ、僅 々数秒乃

至敷分 ニラ艶 死 シタルハ蓋 シ、 背位 二在 リシ限

リ心臓 内 二於 テ其 ノ上壁或 ハ尖端 二俘游集積 シ

心 ノ牧縮蓮動 二從 ヒテ徐 々 二肺動脈 二移行 シタ

ル室氣 ガ、腹位或 ハ足位 二攣 ズルヤ、迅速且 ツ

汎 二肺動脈 テ栓塞 シ、甚 ダ其 ノ死期 デ短縮 シタ

ル モ ノト云 フベ ク、明 カニ背位 ガ室氣栓塞死豫

防上最モ好 都合 ナル コ トテ立謹 セル モノナ リ。

此 ノ事實 ハ又余 ノ生膿染 色 ニヨル實験結果 二於

テモ亦更 二裏書 キサ レタル所 ニ シテ、之 レ叉前

述 ノ如 ク、静脈 性室氣栓塞 ノ死 因 ガ心臓死 二非

ラズ シテ肺動脈栓 塞死 タル所 以 ノモ ノナ リ。

爾 ホ頭位 二於 テハ他 ノ罷 位 二比 シテ更 二理想的

ナルベ キニ余 ノ實験結果 ノ之 レニ反 シタルハ蓋

シ頭位 ノ鹸 リニ非生理 的 ニ シテ斯 ノ如 キ著 シキ

膿 位 ノ攣 化 ハ反 ツテ心機能 二封 シテ悪影響 テ及
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ボ スモ ノナルラ明 カニセルモ ノナ リ。

要之 二人ユニ氣胸或 ハ其 ノ他ヨ般 手術 二際 シテハ

其 ノ手術部位 ノ如何 テ問ハズ、被 術者 ノ禮位 ハ

余 ノ所謂背位 テ以 テ室氣栓塞 ノ豫 防上、合理的

ナ リト云 ハザル ラ得 ザルモ施術 ノ實際 二望 ンデ

必ズ シモ之 レガ慮用 テ得 ザルハ遺憾 ナ リ.

次 ギニ人工氣胸 二際 スル室氣 栓塞 ノ豫防上、如

何 ナル注 入瓦斯 ガ最 モ理想的 ナ リヤ トノ問題 二

關 シテモ亦 既二諸學者 ノ共 二考慮 シタル所 ニシ

テ、 即チ窒素瓦斯 ハ胸腔 内二於 ケル吸牧著 シク

緩慢 ナルガ故 二氣胸施行 ノ同撒 テ減少 セ シメ得

ル トノ考 ヘ ヨ リ往時著 シク之 レヲ用 ヒ、酸素又

胸腔 内二於 テハ其 ノ吸牧速 カナ レ ド、血液 、殊

二酸 素含有量 ノ少 キ静脈血 中ニ ァ リテハ、該血

液 トノ親和力大 ナルガ故二室氣栓塞 ノ豫防 二封

シテ好都合 ナ リ ト思惟 セ ラ レタ リ.

更 二Weicherman及 ビGlassノ 、酸素 ヲ以 テ飽

和駄態 ニ アリ且 ツ炭酸瓦斯 ノ含有量少 ナキ動脈

血ハ炭酸瓦斯 テ比較的多量 二吸牧 シ得 ルガ故 二

人工氣胸 二際 シテ炭酸瓦斯 ノ利用 モ亦一定度瓦

斯栓塞 テ豫 防 シ得 ルモノナ ラン ト提 唱 セ リ。

然ルニBrauerハ 室 氣栓塞 ノ如 キ、之 レ全 ク機

械的、且 ツ突然的障碍 ナ レバ注 入瓦斯膿 ノ性歌

如何 二關 セザルモ ノナ リ ト力設 シ、爾來之 レガ

読 二質 スルモ ノ又甚 ダ多 カ リキ。

然 ル ニ余 ノ各章 二於 ケル實 験結果 ハ明 カニ此 ノ

Brauer1'ノ 設 二反 シ、而 モ炭酸瓦斯 コソ・・其 ノ

動脈性静脈性 タルラ問 ハ=ズ、瓦斯 栓塞豫防上、

最良 ナ リ ト結論 セザル得 ズ、即 チ該瓦斯 テ注入

シテ発死 セザ リシモ ノニ在 リテ・・、其 ノ症状 一

般 二輕 度ニ シテ、重篤 ナル徴候 ハ多 クノ場合、

比較的多量 ラ以 テシテ始 メテ之 レラ登來 シ、之

レガ消退 、恢復 ハ室氣或 ハ其 ノ他 瓦斯膿 ノ其 二

比 シテ遙 カニ速 カニ シテ、又其 ノ艶死 セルモ ノ

ニ於 テノ・、其 ノ絶封致死量 タルヤ甚 ダ大 ニ シテ

室氣其 ノ他 二比 シテ、其 ノ敷 倍量 テ要 シタル事

實 ヨリス レバ、人工氣胸 二際 シテ・・、少 ナ ク ト

モ、最初 ノ注入 二際 シテ之 レテ利 用 スル・・、以

テ瓦斯栓塞 死豫 防上、合理的 ナ リ ト思惟 セザル

可 ラズ、蓋 シ人 工氣胸時 二於 ケル偶嚢症 ノ多 ク

ガ其 ノ施術 ノ初同 二惹起 サ レ、其 ノ注 入 ノ最初

二於 テ最 モ注意 テ要 スベ ケレバナ リ。

要 之 二人 工氣胸 二際 シテハ、注 入瓦斯艦 トシテ

炭酸 瓦斯 テ使用 シ、 且 ツ被術者 ノ膿位 ラ余 ノ所

謂 背位 二保 ツコ トテ得 レバ以 テ瓦斯栓塞 ノ豫防

上、最 モ理 想的ナ リト云 フベ シ。

第十一章 結 論

〈1)静 脈性瓦斯栓塞 ノ致死量 ハ其 ノ動物 ニ ヨリ

テ異 ナル。

(2)家 兎 ノ絶封致死 量ハ農重毎冠 二付 キ1・2耗

海狽 ・・燈重毎冠5.0耗 犬 二於 テノ・膿重短竜8.0

耗 、猿 ノ絶封致死量 ハ盟 重毎妊2.5蝿 ナ リ。

(3)静 脈 性瓦斯栓 塞 ノ致 死量 ハ注 入瓦斯 ノ種類

ニ ヨリテ異 ナ リ炭酸 瓦斯最 モ大 ナ リ
。

(4)静 脈 性瓦斯栓塞 ノ致死量 ハ瓦斯注 入時 ノ禮

位 ニ ヨリテ相 違 ス。

(5)静 脈 性瓦斯 栓塞 ノ致死 量ハ瓦斯膿注 入部位

ニ ヨリテ相異 ス。

〈6)静 脈性瓦斯 栓塞 二於 ケル症状 ハ生死 二關 セ

ズ呼吸困難 テ主 トシ神脛症状 ハ第二次的 ノモ ノ

ー シテ多 クノ場合死 亡セルモ ノニ之 テ表 ハス。

(7)動 脈性瓦斯栓 二於 テハ先ヅ著明ナル紳経症

状 ラ呈 シ致死量以内 ノ注入二際 シテハ僅々撒分

一シテ恢復、多 クノ、後胎症無 シ。

(8)静 脈性瓦斯栓塞二於 テ瓦斯膿 ハ右心二停滞

スルコト少ナク多 クハ血流 ト共 二肺動脈へ移行

スo

(9)静 脈 性瓦斯栓塞 二於 テ瓦斯膿 ハ肺 毛細管 ラ

通過 スル事甚 ダ稀 ニ シテ多 クハ肺動脈 及 ビ之 ガ

分 岐枝 ヲ栓塞 ス。

(10)動 物(海 瞑、家 兎、犬、猿)ノ 磯血管 ハ容易

二瓦斯艦 テ通過 セシメ、且 ツ小量瓦斯艦 ノ磯血

管 ラ栓塞 スルモ ノ有 リトモ之 ガ爲 メニ紳経症歌

テ惹起 スル事稀 ナ リ。

(11)瓦 斯 栓塞 二際 シテハ牛死 二關 セズ血 中酸 素
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量 ハ著 シク減少 シ艶死 セ シモ ノニ於 テ更 二著明

ナ リ。

(12)静 脈 性室氣栓塞 ノ死因 バー様 ナ ラズ。

(13)即 チ比較的小量瓦斯 ニ シテ艶死 セル場合、

多 クハ肺死 ニ シテ、多量且 ツ急速 ナル注入 二際

シテハ心臓 死 ヲ惹起 ス。

(14)磯 血 管栓塞死 ハ動物(海 猿 、家兎 、犬、猿)

二於 テノ、甚 ダ稀 ナ リ。

(16)人工氣胸二際 シテハ瓦斯栓塞ハ其損傷血管

二依 リテ静脈性或ハ動脈性 ノニ種類 テ惹起ス。

(16)人工氣胸二際 シテハ注入瓦斯膿 トシテ炭酸

瓦斯テ用 ヒ且 ツ被術者 ノ膣位 テ余 ノ所謂背位二

保 ツテ以 テ瓦斯栓塞 ハ豫防上、理想的ナリト

スo

欄筆二臨 ミ御指導御校閲 テ賜 リシ、恩師今村教

授二謹 ンデ謝意テ表 ス。
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